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物理学新論 

光速不変を満足させるもう一つの物理学

モデル『ＣＰ物理学』の提案 

 

(まえがき) 

『ＣＰ』は、Circulating Photon の略です。 

このレポートの範囲は、重力と電磁力です。 

 

1. 古くから残されたままの未解決の課題  

現代物理学は高度な発展を遂げ、完成に近づい

ているとさえ考えることができます。 

しかし同時に、古くからの下記の、未解決の課

題が残されたままであることもまた事実です。 

 

① 陽子と電子の電気素量は(符号は異なるが)

なぜまったく同じなのだろう？ 

② 電気素量より少ない任意の電気量が、なぜ

観測されないのだろう？ 

③ 電荷は、電子に、どのように分布している

のだろう？ 

④ ファインマン先生は、式を研究室の壁に貼

り付けて、毎日考えたそうです。 

微細構造定数とは何だろう？ 

⑤ 電子のスピンの正体は？ 

⑥ スピンはなぜ½の倍数だけなんだろう？ 

⑦ 電子に大きさはあるのだろうか？ 

⑧ 電流で、電子の運動量は保存されているの

だろうか？ 

⑨ 複雑に曲がりくねった導線を流れる電流で、

電子の運動量はどうなっているのだろう？ 

⑩ 電流で、電子の運動速度は、本当にそんな

に遅いのだろうか？ 

一例として、直径０.２ｍｍの導線に５Ａの

電流が流れているとき、銅線中の電子の平

均の速さは １.１７×１０－２ｍｓ－１  と

あります。（岩波書店、物理入門コース３、

電磁気学Ⅰ 5-5 節の問題解答）  

⑪ モノポールはなぜ見付からないのだろう？ 

⑫ 地磁気のようにマクロな磁気力は観測され

ているのに、どうしてマクロな電気力が観

測されないのだろう？ 

⑬ 発散が起こらない電磁力モデルと重力モデ

ルは、存在するのだろうか？ 

⑭ 電磁力は繰り込み可能なのに、重力はなぜ

繰り込むことができないのだろう？ 

⑮ 電磁力と重力の統一は可能だろうか？ 

⑯ 重力はなぜ電磁力に比べて格段に小さいの

だろう？ 

⑰ 重力は、どうして引力だけで、斥力が存在

しないのだろう？ 

⑱ 重力はなぜすべてのものに等しく働くのだ

ろう？ 

⑲ 重力波はなぜ直接観測されないのだろう？ 

⑳ 物質波として波動に観測される電子が、 

なぜ粒子としても観測されるのだろう？ 

21 陽子の自然崩壊は、なぜ観測されないのだ

ろう？ 

22 ニュートリノは、なぜ左巻きだけなのだろ

うか？ 

23 Ｅ＝ｍｃ２ はなぜ成立するのだろう？ 

24 特殊相対性原理はなぜ成立するのだろう？ 

25 光速不変の原理はなぜ成立するのだろう？ 

26 物体が運動したとき、質量は増えるのだろ

うか？ 増えないのだろうか？ 

27 大きさと向きを持った量がベクトルです。

それなら運動エネルギーはベクトル？ 

28 物質は観測されるのに、反物質がほとんど

観測されないのはなぜだろう？ 

29 暗黒物質の正体は？ 

30 ネコは生きているのだろうか、死んでいる

のだろうか？ 存在確率ではなく、誰でも

納得できる解釈はないのだろうか？ 
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２．上記の課題解決のための 

『ＣＰ物理学』の提案 

２.１ 『ＣＰ物理学』の生い立ち 

上記の未解決の課題を分類してみると、大小さ

まざまで、多岐多様に分散しています。このよ

うなケースではその原因を、「土台が不適切な

ため」と考えるのが自然です。土台の一つに特

殊相対性理論が挙げられます。特殊相対性理論

は（マイケルソン-モーレーの実験等によって

観測された）光速不変を満足させるために導入

された理論で、大成功を収めたことは周知の事

実です。ところが物理学の教科書に、次のよう

な気になる記述が見付かります。 

「すべての物理法則は特殊相対性理論による

変更を受けますが、マックスウェルの方程式だ

けは光速を含むために例外で、特殊相対性理論

による変更を受けません。」 

物理学で、例外のある法則(原理・理論)は、 

本物の法則(原理・理論)でありません。 

例外であることの原因は、マックスウェルの方

程式が‘光速を含む’ためですが、例外である

からと言って、マックスウェルの方程式を省い

て物理学体系を構築することはできません。 

しかし発想を逆転し、すべての物理法則等に

(マックスウェルの方程式と同じように)光速

を含ませれば、 ①すべての物理法則等がその

ままの形で光速不変を満足し、 ②例外なくす

べての物理法則等が特殊相対性理論による変

更を受けなくなります。 ③すると特殊相対性

理論は不要になり、光速不変を満足させるもう

一つの物理学モデルを構築できます。 

 

ノーベル賞学者のフランク・ウィルチェック氏

は「物質はすべて光」という本を出版されまし

た(早川書房)。物理学は物質と光を記述する学

問ですから、物質が光なら物理法則等はすべて

光を含むことになります。 

光と素粒子は、次の関係で結ばれています。 

 電子＋陽電子⇔光 ， 陽子＋反陽子⇒光。 

ですから、光で素粒子(物質)を作るという試み

は可能と考えます。また実際に可能であること

が、本論で順次明らかになります。 

特殊相対性理論は空間を４次元構造にするこ

とによって空間に置かれた物体を４次元構造

にし、このレポートでは素粒子(物体)を４次元

構造にすることによって空間を４次元構造に

します。数学的には両者同じです。 

このような視点(モデル)は、これまで誰も提案

しておりません。またこの視点(モデル)で、前

記の未解決の課題の多くを解決することがで

きましたので、『ＣＰ物理学』としてまとめ、

提案いたします。 

 

２.２ ‘光弦’‘素粒子’モデルの提案 

最初に‘光子’と‘光弦’を定義します。 

＊光子；１つの光を、光速で運動する粒子状に

表現。 

＊光弦；１つの光を、長さと振動数を持ち、長

さ方向に光速で運動する弦状に表現。  

 

『ＣＰ物理学』の‘光弦’は、その形状から次

の３種類に分類されます。逆に光は、次の３種

類の形で存在すると考えます。 

 (１)‘真直な光弦’(略称[sp]) 図Ａ 

(２)‘閉じた光弦’(略称[CP]) 図Ｃ 

(３)‘開いた光弦’(略称[op]) 図Ｅ′ 

これらの１つ１つについて説明します。 

 

（１）‘真直な光弦’(略称[sp])とは？ 

幾何光学では、光を直線状の矢印で表します。 

この場合の矢印は光束を表しています。 

① その光の束の中から１本の光（１つの光）

だけを取り出します。 

② それをあらためて１本の矢印で表します。 
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③ 矢印の長さは光の波長にします。 

④ 矢印に光と同じ振動数を持たせます。 

⑤ 矢印の方向を、光速で運動する光の運動方

向にします。 

⑥ この矢印(つまり１つの光)の代わりに、矢

印を、長さ方向に光速で運動する(長さ方向

に)均質な１本の‘弦’に例えたのが‘真直

な光弦’略称[sp]です。 

⑦ ‘光弦’もマックスウェルの方程式から導

き出されたと考えます。 

⑧ 空間を長さ方向に光速で直進する‘光弦’

を、‘真直な光弦’（a straight photon）

と書き、略称を[sp]と書きます。したがっ

て『ＣＰ物理学』で photon は、‘光弦’

の意味を持ちます。 

 

‘真直な光弦’略称[sp]を図Ａに示しました。 

                図Ａ 

‘真直な光弦’略称[sp]の進行方向を明記した

いときは、補助記号を加えて図Ｂとします。 

 >            >     図Ｂ                 

 

（２）‘閉じた光弦’(略称[CP])とは？ 

 

 

                図Ｃ 

 

 

① ‘閉じた光弦’略称[CP]の一例を図Ｃに示

しました。[CP]は a Closed Photon の略で、

誤読を避けるため大文字で表します。 

② ‘閉じた光弦’略称[CP]は、‘真直な光弦’

略称[sp]が３次元のエンドレスの曲線を描

いて循環している状態です。 

③ ‘閉じた光弦’が長さ方向に光速で、３次

元のメビウスの環状に循環して、図Ｃの‘閉

じた光弦’略称[CP]を形成します。具体的

には、陽子・反陽子・電子・陽電子・ニュ

ートリノ等の自然崩壊しない素粒子が、‘閉

じた光弦’略称[CP]です。 

④ ‘閉じた光弦’略称[CP]は、単独で、常に

調和振動状態を築いています。 

 

（３）‘開いた光弦’(略称[op])とは？ 

‘真直な光弦’略称[sp]が、壁面間という限ら

れた空間で、反射を繰り返しながら調和振動状

態を築くことがあります。 

その一例は波動の教科書で、弦の方程式を作る

ときに知ることができます。そこでは、図Ｄの

弦が図Ｅ・図Ｆ等の規準振動をすると考えます。 

量子力学では、この規準振動を電磁場(光)にま

で広げて、同じように考えます。 

そこで、１つの光(つまり図Ａの‘真直な光弦’

略称[sp])も、図Ｅ・図Ｆ等と同じ規準振動(調

和振動)をすると考えます。さらに、図Ｅを一

般化した図Ｅ′のように、‘真直な光弦’略称[sp]

がｎ回反射を繰り返して１波長分の長さの調

和振動状態を築くことがある、と考えます。こ

の反射は紙面に垂直な方向を含む、３次元と仮

定します。この反射を繰り返す様子を、『ＣＰ

物理学』では‘循環している光弦’(a circu-

lating photon)と表現しています。 

 

 

                  図Ｄ 

 

                 図Ｅ 

 

                 図Ｆ 

 

 

                 図Ｅ′ 

       

 ｎ回往復(循環)して１波長進む 
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① 図Ｅ′の状態が‘開いた光弦’略称[op]の一

例で、長さ方向に光速で運動しながら、一

時的に３次元の調和振動状態にある‘光弦’

を言います。全体が移動すると外部からは

粒子として観測されます。 

② ‘開いた光弦’略称[op]は、a open photon 

と小文字で、略称[op]も小文字で表します。 

③ ‘開いた光弦’略称[op]は、図Ｅ′のように、

特定の循環方向を持つ‘光弦’です。図Ｂ

の‘真直な光弦’と同じ補助記号を使って

循環方向を明示することもできます。 

④ ‘真直な光弦’略称[sp]が反射を繰り返す

‘限られた空間’は、平行な壁面間の空間

だけでなく多様です。その多様な‘限られ

た空間’で、長さ方向に光速で運動をしな

がら調和振動している状態の‘光弦’すべ

てが‘開いた光弦’略称[op]です。 

⑤ ‘開いた光弦’略称[op]はエンドレスでな

いので、容易に [op]⇔[sp] の転化が起

こります。たとえば図Ｅ′の片方の壁面を取

り払えば、‘開いた光弦’略称[op]は‘真

直な光弦’略称[sp]に転化して、 
 ⁄  の運

動量を持って、光速で遠ざかります。 

 

そこで問題になるのが、多様な‘限られた空間’

で‘光弦’がどんな反射をしているかです。 

幾何光学では、光が反射してＸからＹへ行くと

き、図Ｇのように最短距離を通ります。 

 Ｘ          Ｙ 

図Ｇ 

                 

 

Ｘ          Ｙ     

図Ｈ 

 

                 

 

ところがファインマン先生によると、最短距離

と限らずに、光が（たとえば図Ｈのように）あ

らゆる経路をとると考えても、反射の説明は可

能だとのことです。（R.P.Feynman 著 「光と

物質のふしぎな理論」岩波書店 1987 ） 

そこで『ＣＰ物理学』では、‘光弦’の振る舞

いは不明と考え、往復するとか循環するとかの

安易な単語を使用しています。そのため、‘光

弦’が反射を繰り返すことによって形成される

‘開いた光弦’略称[op]のイメージは、ぼんや

りとしたものにならざるを得ません。 

 

なお図Ｆの状態で‘光弦’は存在できますが、

片道なので循環していないため、『ＣＰ物理学』

では片道の調和振動状態ととらえます。 

以上のことから『ＣＰ物理学』を、超弦理論の

一種と考えることができます。 

 

２.３ 仮の絶対空間の提案 

『ＣＰ物理学』は光速不変を満足する物理学体

系ですが、特殊相対性理論を使わない物理学体

系です。そのため特殊相対性理論以前の時代に

定義されていた空間を参考に、改めて仮の絶対

空間を提案します。 

ガリレイは地動説で、太陽を原点とする仮の絶

対空間を考えました。この仮の絶対空間は、ニ

ュートンの、作用反作用の法則による補正も必

要になります。それは、太陽と惑星が同じ大き

さの力を及ぼし合っている、という‘相対性’

が存在するからです。 

このレポートでは、この‘相対性’を‘ニュー

トンの相対性’と書きます。 

惑星の質量に比べて、太陽の質量があまりにも

巨大なため、（惑星どうしの分も含めた）‘ニ

ュートンの相対性’による影響はわずかです。

このように‘ニュートンの相対性’による影響

を無視できるとき、運動を絶対的と考え、仮の
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絶対空間を定義します。巨大質量の物体が存在

するときは、その重心を仮の絶対空間座標系の

原点に定義すると便利です。『ＣＰ物理学』は 

この空間モデルを提案します。このとき、この

仮の絶対空間座標系の一点に固定した時計で

計測される時間が、その地点の仮の絶対時間に

なります。 

このように定義すると、ガリレイの地動説で、

すべての惑星の運動は太陽を中心に一元化で

き、物理学体系がシンプルになります。 

宇宙を階層構造と考えることができるので、階

層ごとに、仮の絶対空間座標系を定義すると便

利です。 

質量が同じ連星の場合は、作用反作用の影響が

同じになります。このときは‘ニュートンの相

対性’を無視できないので、連星の運動を相対

的と考えた方が便利です。このようなケースを

‘ニュートンの相対性’の度合いが 100％、と

このレポートでは書きます。 

しかしこのようなケースでも、連星を宇宙の階

層構造の１つの仮の絶対空間座標系に属する

物体として、取り扱うことができます。     

 

地球上にある、同じ質量の２つの物体について

も、‘連星の絶対性’と同じように考えること

ができます。 

このようにすれば、地球上のすべての物体の運

動を、地球を中心とする仮の絶対空間座標系に

一元化することができ、物理学体系がシンプル

になります。 

この、地球を中心とする仮の絶対空間座標系が、

全宇宙を覆っているわけではありません。太陽

を中心とする仮の絶対空間座標系の一部を、一

時的に、便宜的に、数学的に独立させたにすぎ

ません。この方法は、太陽からの影響を相殺あ

るいは無視できるとき、物理学をシンプルにで

きるので、有力な手段です。 

 

２.４ 仮の絶対時間の提案 

『ＣＰ物理学』は光速不変を満足する物理学体

系ですが、特殊相対性理論を使わない物理学体

系です。そのため特殊相対性理論以前の時代に

定義されていた時間を参考に、改めて仮の絶対

時間を提案します。 

「仮の絶対空間座標系の一点に固定された時

計で計測される時間を、その地点の仮の絶対

時間と提案します。」 

この固定されている時計に比べて、仮の絶対空

間中を運動している時計と、重力が大きい所で

の時計は遅れます。『ＣＰ物理学』が特殊相対

性理論による数学的な変更を受けないことか

ら分るように、時計が遅れる割合は双方同じに

なります。しかし考え方は異なり『ＣＰ物理学』

は、時計の遅れを次のように提案します。 

はじめに‘長さ’について考えます。 

一般的に金属は、温度が上昇すると膨張します。

そのため金属で作った‘ものさし’は、温度補

正をすることによってはじめて、正しい長さを

計測できます。 

測定値を補正して正しい値を求めることは、 

物理学の基本中の基本です。 

長さも時間も同じです。 

運動する時計がどれだけ遅れるか、重力場での

時計がどれだけ遅れるか、という理論式は（『Ｃ

Ｐ物理学』と特殊相対性理論で同じで）分って

いるので、その式に従って速度補正・重力補正

をすることによって時計は補正され、正しい、

仮の絶対時間を計測できることになります。 

このように『ＣＰ物理学』では、運動する時計・

重力場での時計の遅れは単なる時計の遅れに

すぎず、補正をすれば仮の絶対時間を計測でき、

それで何の問題も無いと考えています。 
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‘時間の遅れ’が、生命活動を含んだ自然現象

すべてに及んでいる、という主張があることは

承知しています。 

化学反応の速度は、温度が上昇しても早くなり

ます。また植物の成長速度(生命活動)も、温度

の影響を受けています。しかしこれらのことを、

‘時間’と関連付けて説明する人はいません。 

温度が変化したときは‘温度補正’で説明でき

ます。同じように、速度が変化したときは‘速

度補正’で、重力が変化したときは重力補正で

説明できます。 

 

２.５[素材質量]の提案  

 

 

                  図Ｃ 

 

 

 

                 図Ｅ′ 

                 

 ｎ回往復(循環)して１波長進む 

 

図Ｃの‘閉じた光弦’略称[CP]と図Ｅ′の‘開い

た光弦’略称[op]は、全体が移動すると、外部

から粒子として観測されます。粒子は質量を持

っています。したがって、‘閉じた光弦’略称

[CP]と‘開いた光弦’略称[op]は、質量を持っ

ていると考えることができます。 

ところで図Ｃと図Ｅ′から分るように‘閉じた光

弦’略称[CP]と‘開いた光弦’略称[op]は‘光

弦’という素材でできています。このことを化

学的に考えると、‘光弦’という素材が質量を

持っていると定義することができます。 

この定義から、図Ａの‘真直な光弦’略称[sp]

も(‘光弦’という素材でできているので)質量

を持っていると定義することができます。 

素材の量としての‘光弦’の質量を特に区別す

る必要がある場合は、[質量]または[素材質量]

と書き、現代物理学の質量を、質量または[ニ

ュートン質量]と書きます。 

[素材質量]が[ニュートン質量]の自然な拡張

になっていることは、順次明らかになります。 

 

２.６ 究極の物理学体系を構築するための 

条件と要素の提案 

‘光弦’で物理学を組み上げるとき、その物理学

体系を、どんな枠組で構成しなければならないで

しょうか。検討します。 

 

ニュートン力学が観測と整合しないことは、現

代物理学で明らかにされました。しかし、ニュ

ートン力学には、正しいと認めなければならな

い原理が含まれていることも、また事実です。 

 

現代物理学は観測結果と整合しているので、正

しいと認めなければなりません。しかし、現代

物理学は、発散が起こってしまう理論体系にな

っています。 

発散が起こる理論ということは、エネルギー保

存則を破っている理論ということになります。

そのため、現代物理学のすべてをそのままの形

で、究極の物理学体系として受け入れることが

できないのもまた事実です。        

もちろん、くりこみ理論によって発散が回避で

きるようになるかもしれません。 

しかし、くりこみ理論によって発散を回避しよ

うとするのは、あくまでも小手先の暫定的な手

段にすぎません。ですから、くりこみ理論で発

散が回避できたからと言って、その理論が究極

の物理学体系であるはずはありえません。 

 

それでは、そもそも、究極の物理学体系が持た

なければならない条件とは何でしょうか。 
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条件① 観測される自然現象や観測値と整合

している物理学体系であること。 

条件② 物理学体系内が整合している物理学

体系であること。 

条件③ エネルギー保存則が成立している(発

散が起こらない)物理学体系であるこ

と。 

 

これが、究極の物理学体系が持たなければなら

ない３条件であると提案します。 

 

以上のことを勘案すると、この３条件を満足す

る究極の物理学体系は（具体的には）次の要素

で組み立てられていることになります。 

要素① 物理学体系内に、ニュートン力学の、

原理と認めなければならない内容を

含んでいること。 

要素② 物理学体系内に、現代物理学の相当部

分を含んでいること。 

要素③ 物理学体系内に、新しいモデルを含ん

でいること。特に、発散が起こる電磁

力モデルと重力モデルは、モデルの何

らかの変更か、または新しいモデルと

の交換が必要になります。 

 

これが、究極の物理学体系を構成する３要素で

あると提案します。 

ここで、観測値と整合する、そして発散が起こ

らない電磁力や重力の新しいモデルが、そう簡

単に見付からないだろう、と考えるかもしれま

せん。しかし、このレポートをお読みいただけ

ば、シンプルな形の、発散が起こらない電磁力

モデルと重力モデルに出会うことができます。     

 

ところで、前記の３要素の組み合わせは数多く

存在します。『ＣＰ物理学』も、３条件を満足

する３要素の組み合わせで提案しています。 

 

３. 『ＣＰ物理学』が解決した課題 

３.１ 未解決の課題の中の解決した課題 

冒頭１.に掲げた未解決の課題の 22・28・29 以

外は、すべて解決できたと考えます。詳細は本

論第Ⅷ章をご覧ください。 

特に注目していただきたいのは⑬で、発散が起

こらない電磁力モデルと重力モデルを、提案で

きたことです。さらに、専門家の方にはこのモ

デルが、電磁力は繰り込み可能なのに重力が繰

り込めないのはなぜか、という疑問にも答えて

いることに注目していただけたらと思います。 

 

３.２ 絶対空間と光速不変の整合 

長さ方向に光速で運動している‘光弦’で素粒

子(物体)を作れば、任意の慣性系で観測される

光速が不変になることは相対性原理によって

保障されるにしても、 

「仮の絶対空間を仮定したときに、仮の絶対空

間に対して運動している物体と光との相対速

度は、一定の光速ｃ(光速が不変)にならないの

ではないか」という疑問を持たれると思います。 

 

この疑問の根幹には、自然の仕組みについての

誤解があります。その誤解を、‘長さ’を例に

挙げて説明します。 

運動する物体は、ローレンツ収縮します。しか

し、その物体と一緒に運動している‘ものさし’

を使って、その物体がどれだけローレンツ収縮

したかを計測しょうとしても、計測することは

理論的にできません。 

なぜなら‘ものさし’も結局物体なので、同時

に、同じ割合だけ、ローレンツ収縮してしまう

からです。結果としてローレンツ収縮分は相殺

され、観測にかからないのです。 



8 

 

運動している慣性系では、長さの変化分と同じ

ように、時間の変化分も質量の変化分も観測に

かからないのです。 

それは結局、物体である測定対象体を、物体で

ある測定機器で測定しなければならないとい

うことからくる、避けられない宿命なのです。

光の波長や振動数で‘長さ’や‘時間’を測定

しても、その光は物体(特定の原子)の一部を取

り出したもので、物体で物体を計測しているこ

とに変わりありません。 

① 長さも時間も質量も、ローレンツ収縮に付

随する変化分が相殺され観測されない結果

として、相対性原理が成立してしまうので

す。ざっくばらんに言えば、相対性原理は、

『自分自身のローレンツ収縮に付随する変

化分が観測にかからない』ことを表現した

ものです。 

② 相対性原理が成立してしまうこと等から、

要因が相殺され、光速が一定に計測されて

しまうのです。 

詳しくは『ＣＰ物理学』の本論 第Ⅱ章（２－

１１６）～（２－１３０）をご覧ください。 

 

当然のことですが、仮の絶対空間(１つの慣性

系)中に静止している‘ものさし’でなら、仮

の絶対空間(１つの慣性系)中を運動している

物体がローレンツ収縮していることは、計測で

きます。 

さらに説明を加えます。特殊な慣性系を、仮の

絶対空間と名付けます。 ① 仮の絶対空間に

静止して光速を測定すると、光速は常に一定値

ｃに計測されます。 ② したがって光は、仮

の絶対空間中を、常に光速ｃで運動していると

考えることができます。 ③ すると、仮の絶

対空間中を運動している物体と光との相対速

度は一定値ｃ（光速が不変）でなくなります。 

④ ところが、仮の絶対空間中を運動している

物体と一緒に運動している計測機器で光速を

測定すると、自分自身の運動による変化分が相

殺されて観測にかからず、光速は常に一定値ｃ

に計測されてしまいます。 相対性原理と光速

不変の原理は、慣性系ごとに成立してしまうと

いう自然が持っている仕組みです。 

このことを別途証明することによって、『ＣＰ

物理学』は、(仮の)絶対空間と光速不変を整合

させた物理学体系を構築する、という課題を解

決したことになります。 

ただ注意しなければならないことがあります。

『ＣＰ物理学』は(仮の)絶対空間と(仮の)絶対

時間の物理学ですが、ガリレイ変換には従いま

せん。その理由は次のようです。 

① ガリレイ変換は、２つの慣性系で時計の進

みが同じ、という前提で成立します。しか

しこの前提は、観測と整合しません。 

② ニュートン力学では、ガリレイ変換に対し

て質量が不変であると仮定されています。

しかし『ＣＰ物理学』では、物体が運動す

ると見かけの質量が増えると考えています。 

 

３.３ 『ＣＰ物理学』の立ち位置 

長さ方向に光速で運動している‘閉じた光弦’

で(簡単化のために)２次元の円状の素粒子を

作ります。 

 

光速で運動している閉じた弦で作った素粒子 

Ｙ   ←(光速)        

                 図Ｉ     

↑ (光速)   

    

                Ｘ 

          閉じた光弦(素粒子)  

  

光速を測定するということは、測定したい方向

に運動している光の速度を測定することです。
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そこで図Ｉで、Ｘ方向の光速を測定したければ、

円の接線となっているＸ軸方向の光速を測定

することになります。仮定からこの円は、光速

で円運動している‘光弦’でできています。そ

のためＸ軸と接している部分について次の式

が成立します。 

 Δ ＝ｃΔt  

 Δ   ； Ｘ軸方向の微小長さ。 

 ｃ,Δt； 光速と微小時間。 

Ｘ方向を向いた‘ものさし’の長さ   は、‘も

のさし’を形成している円状の素粒子群のＸ方

向の微小長さΔ  を積算したものと言えるの

で、次の式が成立します。 

                 

     ；光が の距離を進むのに要する時間 

図Ｃの３次元の素粒子モデルで考えれば、ｙ方

向、ｚ方向の長さについても同じように、

                  が成立します。このことか

ら、仮の絶対空間座標系中に置かれた素粒子

(物体)のＸ，Ｙ，Ｚ方向の大きさ(長さ)すべて

が、  （光速）×（時間） で表されたこと

になります。 

ところで、物体(素粒子)の大きさを、座標の差

で表すことができます。逆に、座標の差で表し

た大きさの空間を考えたとき、その空間にぴっ

たりはめ込むことのできる物体を与えること

ができます。 

このように考えると、物体の大きさと空間の大

きさは(物理学的には別物ですが)、数学的に同

じものとして取り扱うことができます。 

そこで『ＣＰ物理学』の空間の大きさを、『Ｃ

Ｐ物理学』で提案した素粒子(物体)の大きさと

数学的に同じと考えると、『ＣＰ物理学』の仮

の絶対空間座標系の、３次元のＸ,Ｙ,Ｚ座標す

べてを数学的に ct(           )で表すことが

できることになります。つまり、すべての空間

軸を、(数学的に)時間軸と同じ表現にできるの

です。これは時空の定義と同じ内容です。 

 

以上の議論から、次の結論を得ます。 

①‘光弦’が長さ方向に光速で運動することに

よって作られると提案した粒子は、空間軸と

時間軸が同じという意味の４次元構造です。 

② したがって『ＣＰ物理学』は、宇宙に存在

しているすべての物質が４次元構造で作ら

れている、と提案したことになります。 

③ 粒子(物体)の大きさと空間の大きさを、数

学的に同じものとして扱うことができます。 

④ そのため②③から、空間を４次元構造とし

て数学的に取り扱っても、差し当たり不都

合は起こりません。また、『ＣＰ物理学』

の３次元の座標の原点に光源を置けば、任

意の方向について特殊相対性理論と同じ、

              が成立します。したが

って相対性原理を含めて考えれば、特殊相

対性理論と『ＣＰ物理学』は、出発点で数

学的に同じ内容を持つことになります。 

⑤ ただ『ＣＰ物理学』は、３次元の空間中に、

長さ方向に光速で運動する‘光弦’で作ら

れた素粒子(物質)が存在するというモデル

になっています。それに対して特殊相対性

理論では、標準理論の素粒子が時空中に存

在するというモデルになっています。この

素粒子は、中身がびっしり詰まった、内部

運動量を持たない静的な素粒子です。この

素粒子が時空中に置かれると、そのＸ，Ｙ，

Ｚ方向の大きさが ct(           ) で表さ

れます。このように、特殊相対性理論では、

時空中に物質を置くことによって、物質を

数学的に４次元構造にし、『ＣＰ物理学』

では‘光弦’で物質を作ることによって、

物質を数学的に４次元構造にしています。

このことから標準理論の素粒子と‘光弦’
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で作られた素粒子は、数学的に同じ振る舞

いをすることになります。 

 

以上のことから、『ＣＰ物理学』は特殊相対

性理論を数学的に内包した新しい物理学体系

であると考えます。 

 

４.  『ＣＰ物理学』の今後の課題 

このレポートにまとめられた『ＣＰ物理学』は

物理学体系のほんの基礎の部分にすぎません。 

そのため今後の課題はありすぎて書ききれま

せん。ごく一部だけ紹介します。 

 

(１)『ＣＰ物理学』は、将来的には、相対性原

理と量子論の土台の上に、‘光弦’で物理学体

系を組み立てることが課題になります。ただこ

のレポートは量子論に次のような変更を求め

ているので、量子論を取り入れておりません。 

＊このレポートは、新しい解釈で組み立てた

ボーアの原子構造モデルを提案しています。 

＊『ＣＰ物理学』はド・ブローイの物質波を、

物質の本当の波動によって引き起こされる

‘うなり’の波動であると主張しています。

詳しくは本論第Ⅲ章ド・ブローイの物質波

と運動量を参照してください。 

＊このレポートは第Ⅶ章で、‘存在確率’でな

く‘実在’のモデルを提案しています。  

＊このレポートは第Ⅵ章で、その‘実在’が限

られた空間内に閉じ込められていると主張

しています。 

 

(２) 『ＣＰ物理学』は、力の分類で言えば重

力と電磁力の範囲内です。したがって、４つの

力にその範囲を広げることができるかどうか

が課題になります。 

 

(３) 量子電気力学は   ⁄  で数学的に展開さ

れています。『ＣＰ物理学』は   ⁄  の意味を

別途求めています。したがって、この２つの 

  ⁄  を、統一的に解釈できるかどうかが課題に

なります。 

 

(４) 『ＣＰ物理学』の電磁気学は、超低温で

現代電磁気学と異なります。したがって、超低

温での未解決の現象を『ＣＰ物理学』で説明で

きるかが課題になります。 

 

(５) 本論第Ⅴ章の電磁気は、電流を電子の運

動量と考えた体系に発展させることが課題に

なります。 

また第Ⅵ章は原子構造を積み上げることと、計

算値の精密化が課題になります。 

第Ⅶ章は、実際に実験を行って確認することが

課題になります。 
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『ＣＰ物理学』ダイジェスト 

 

‘光弦’は『ＣＰ物理学』の造語で、１つの光

を、長さと振動数を持ち、長さ方向に光速で運

動する‘弦’状に表現したものです。 

『ＣＰ物理学』はこの‘光弦’で素粒子(物質)

を作ります。そのため物質の大きさを 光速×

時間 で表すことができ、物質を４次元構造に

することができます。 

それに対して特殊相対性理論は、空間を４次元

(時空)にすることによって、空間中に置かれた

物質を４次元構造にします。 

ですから数学的には両者が同じになります。 

 

 

 

                  図Ｃ 

 

 

 

                 図Ｅ′ 

       

 ｎ回往復(循環)して１波長進む 

 

内部運動量から導かれること 

図Ｃの‘閉じた光弦’と、図Ｅ′の‘開いた光弦’

は、長さ方向に光速で循環運動しています。 

この循環運動を内部運動と書きます。内部運動

とは別に、全体が移動すると、外部からは粒子

の移動として観測されます。そこでこの移動を、

粒子の外部運動と書きます。すると、粒子の外

部運動に応じた運動量を外部運動量（ニュート

ン力学の運動量と同じ）と定義することができ

ます。さらに外部運動エネルギーも定義するこ

とができます。 

‘光弦’は質量を持っているので、外部運動

量・外部運動エネルギー（ニュートン力学での

運動量・運動エネルギー）とは別に、内部循環

運動にともなう内部運動量・内部運動エネルギ

ーを持つことになります。 

『ＣＰ物理学』は、この‘内部運動量’・‘内

部運動エネルギー’で、いくつもの現象を説明

します。 

① 質量エネルギー 

アインシュタインの有名な式       は

質量エネルギーを表しています。これを‘閉

じた光弦’略称[CP]と‘開いた光弦’略称

[op]に適用すると、質量エネルギーが‘内

部運動エネルギー’に等しくなることで整

合します。そのため『ＣＰ物理学』では、

質量エネルギーを、‘閉じた光弦’略称[CP] 

と‘開いた光弦’略称[op] の‘内部運動エ

ネルギー’であると考えています。そして

‘閉じた光弦’略称[CP]と ‘開いた光弦’

略称[op] が‘真直な光弦’略称[sp]に転化

したときに、       のエネルギーが観

測されます。 

② スピン 

図Ｃの‘閉じた光弦’略称[CP]は‘内部運

動量’を持っています。そのため任意の点

を中心とする内部角運動量を定義すること

ができます。この内部角運動量を、１つの

電子モデルについて足しあげてみると、電

子のスピンに等しくなります。そのため『Ｃ

Ｐ物理学』では、スピンは‘内部運動量’

による角運動量であると考えています。 

[CP][op]はスピンの他に、外部運動量によ

る（ニュートン力学でおなじみの）角運動

量をもっています。 

③ ド・ブローイの物質波 

[CP](たとえば電子)は内部循環運動にとも

なう振動数を持っています。ただこの振動
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数は、観測にかからなほど大きい値です。

そのため、電子が適度な速度で外部運動す

ると、‘うなり’が発生します。この‘う

なり’が、ド・ブローイの物質波として観

測されるのです。 

‘うなり’としての波動ですから、電子の

外部運動が早すぎても遅すぎても、ぼやけ

てしまいます。そのため、不確定性原理が

観測されることになります。 

④ 重力 

重力場では重力が大きくなるにしたがって

光速が遅くなります。 

その重力場に、図Ｃの‘閉じた光弦’略称

[CP]・図Ｅ′の‘開いた光弦’略称[op]を置

いた場面を想像して下さい。長さ方向に光

速で運動している‘光弦’の部分部分で（重

力源からの距離が違うので）光速が異なる

ことになります（もちろん、ごくごくわず

かです）。 

光速(速度)が異なれば加速度が生まれます。

‘光弦’の質量を合わせて考えれば、長さ

方向に光速で運動する‘光弦’の部分部分

に力が生まれています。その力を、１つの

‘光弦’([CP] [op])について足しあげると、

重力に等しくなるのです。 

重力が他の力に比べて格段に小さいことも、

このことから説明できます。 

⑤ 電磁力 

『ＣＰ物理学』で電気力は、電子や陽子が

光子(光弦)を交換することによって生まれ

ます。電子や陽子が、光子を交換する能力

を持っていると定義されます。そのため電

子や陽子は、電気素量を持っている（荷電

している）とする必要は無くなります。 

『ＣＰ物理学』の電気力は、室温では、現

代電磁気学の電気力とほとんど同じ振る舞

いをします。ところが超低温では、この２

つの電気力に大きな違いが生まれることが

期待されます。『ＣＰ物理学』は原則とし

て、光子の交換（‘真直な光弦’略称[sp]

が転化してできた‘開いた光弦’略称[op]

の交換）によって電気力が生まれます。と

ころが、超低温では(空間の)光子が少なく

なるので、自由に光子の交換ができなくな

ります。すると、電気力発生のメカニズム

が異なってくるのです。そのためこれまで

解明できなかった超低温での電磁気現象を

『ＣＰ物理学』が解明できる可能性があり

ます。 

 

『ＣＰ物理学』の電流も、現代電磁気学の

電流と大きく異なります。電流はすべての

自由電子でなく、一部の電子が等間隔の調

和振動状態として流れ、その反対方向に（運

動量が ±０ になるように）‘開いた光弦’

略称[op]が流れている状態です。 

磁気力は、特定の向きを持った状態の２つ

の電子が‘開いた光弦’略称[op]を交換し

たときに生まれます。電子が運動すると特

定の向きを持った状態になるので、電流の

電子から、磁気力が生まれます。 

 

電気力も磁気力も‘開いた光弦’略称[op]

の交換によって生まれます。交換した [op]

の質量の差が‘真直な光弦’略称[sp]つま

りエネルギーとして放出(または吸収)され

ます。 

したがってこのエネルギーは質量エネルギ

ーであると同時に電磁エネルギーです。 

まとめると、電磁力は質量エネルギーの差

によって生まれていることになります。 
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第Ⅰ章 『ＣＰ物理学』の基礎

Ⅰ－１．用語の定義と基本原理 

『ＣＰ物理学』の範囲は重力と電磁力です。 

『ＣＰ』は Circulating Photon の略で、‘循環

している光弦’を表現しています。  

「[光弦]とは、１つの光を、長さと振動数を持

ち、長さ方向に光速で運動する弦状に表現した

造語です」           （１－１） 

「『ＣＰ物理学』で、現代物理学と違う意味を

持つ用語や造語は、[○○]と[    ]でくくりま

した。」             （１－２） 

「[真空]とは、物質(分子・原子等)が存在しな

いで、光(電磁波)だけが存在する空間を言い

ます。なお重力が存在する空域を、[重力域]1

と書きます。」         （１－３） 

厳密に定義したいときは、次の造語を使います。 

「[化学的真空]とは、あまり多くない量の光だ

けが、ほぼ均一に存在する[重力域]をいいま

す。」               （１－４） 

「[物理的真空]とは、光も[重力域]も電磁場も

存在しない、仮想の空間を言います。    

ただ、太陽や地球の重力だけを排除して、便

宜的に [物理的真空]を使うこともありま

す。」              （１－５） 

「１つの平面上にない４つの点が、１つの空間

を作ることを数学は教えてくれます。 

数学は物理学の基礎となる学問です。したが

って、４つの物体から１つの空間を作ること

ができると考え、３次元の仮の2絶対空間を定

義します。この空間に静止している座標系を、

[絶対空間座標系]と書きます。」 (１－６) 

                              
1 このレポートでは重力場の概念が現代物理学と

異なるので、[重力域]という造語を使いました。 
2 『ＣＰ物理学』では、特定の‘慣性系’を‘仮

の絶対空間座標系’として扱います。それでも

[相対性原理]によって、何の不都合も起こりま

せん。なお、本当の[絶対空間座標系]は？ そ

れは誰にもわかりません。時間も同じ扱いです。 

「[物理的真空]の領域の[絶対空間座標系]を、

[絶対・真空座標系]と書きます。」（１－７） 

「[時間]を測定する装置を、原子標準時計、略

して[時計]と書きます。長さを測定する装置

を‘ものさし’と書きます。」  （１－８） 

「[絶対・真空座標系]に固定した‘ものさし’

と[時計]で測定される長さと時間を、[絶対

尺度]・[絶対時間]と書きます。このレポー

トでは特に断らない限り、[絶対尺度]と[絶

対時間]を使用しています。3」  （１－９） 

「特定の座標系に固定された[時計]で測定さ

れる時間を、[特定系時間]と書きます。」 

                （１－１０） 

「（１－９）から、[絶対・真空座標系]に固定

された[時計]で測定される[時間]が[絶対時

間]です。すると、[絶対・真空座標系]に静

止している、特定の原子が発振する光の固有

の振動数で、[絶対時間]を定義したことにな

ります。そのため、このときの[時間]は、現

代物理学の時間と同じになります。」4 

                        （１－１１） 

次に、基本原理を列挙します。その前に一言。

物理学はマクロからミクロへと発展してきま

した。しかし物理学体系は、ミクロからマクロ

へと展開しなければなりません。そのため[絶

対・真空座標系]に静止している粒子のエネル

ギーと、光速で運動している光のエネルギーは、

『ＣＰ物理学』では原理として、次の式で定義

されます。なお[質量]は後にあらためて定義し

ます(1-92)。 

 

                              
3 [絶対尺度]と[絶対時間]を使用していますが

（まえがき）に書いたように、そのことによっ

て特殊相対性理論による変更は受けません。 
4 任意の慣性系で、『ＣＰ物理学』は時計が遅れ

ると主張し、現代物理学は時間が遅れると主張

します。遅れる時間の割合は両者同じです。 
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   ＝ 𝑀0 
               (１－１２) 

   ＝   𝜈0             (１－１３) 5 

「[絶対・真空座標系](1-7)を光が運動すると

き、[絶対尺度]と[絶対時間]で測定した、そ

の光の光速  、波長、振動数は一定不変です。」 

(１－１４) 

「[質量]は保存されます。」     （１－１５） 

「[絶対・真空座標系]中の物体は、力の作用を

受けないかぎり、静止の状態、あるいは一直

線上の一様な運動を、そのまま続けます。」 

                   運動の法則（１－１６） 

「物体１が物体２に力を及ぼすときは、物体２

は、必ず物体１に対し、大きさが同じで逆向

きの力を及ぼします。」 

作用反作用の法則（１－１７） 

「エネルギーが形を変えても、その総和は変わ

りません。」 エネルギー保存則 (１－１８) 

「仕事は、働いた力と移動した距離のスカラー

積で定義されます。」     （１－１９） 

「          (１－１９)から、次の力の定義が得られます。 

  Ｆ＝     ⁄          (１－２０) 

Ｆ ； 働いた力。 

  ； 力が働いたときに変動したエネルギー。 

  ； 移動した距離。 

 

「速度を含む法則は、[見かけの質量](2-25)の

増加6による補正が必要になるため、[古典力

学]と書きます。」      (１－２１) 

「しかし[見かけの質量]の補正が不要の場合、   

たとえば[外部運動](1-43)の速度が無視で

きる場合は、[見かけの質量]の増加分も無視

できる(2-25)ので、次の[古典力学]をそのま

                              
5 （まえがき）にあるように、『ＣＰ物理学』は

ニュートン力学と現代物理学と新しいモデル

の混成チームです。 
6 相対性理論で相対論的効果と呼ばれているもの

です。 

まの形で法則としても、差し当たり不都合は

起こりません。」       (１－２２) 

「(質量)×(速度)で定義される運動量は保存さ

れます。」            (１－２３) 

「角運動量は保存されます。」  (１－２４) 

「力は、(質量)×(加速度)で定義されます。」 

                 (１－２５) 

「重力加速度は[質量]の分だけ発生(4-39)す

るので、[見かけの質量]の補正は不要です。

そのため(１－２２)(１－２５)から、重力を   

[質量]×(重力)加速度  で定義します。」 

                （１－２６） 

「運動エネルギーは、½×(質量)×(速度)２ で

与えられます。」       (１－２７) 

  

Ⅰ－２．‘光弦’の性状 

Ⅰ－２－１．[sp]・[CP]・[op]の導入 

「最初に、[調和振動状態]7を、次の①～④の状

態と定義します。」       (１－２８) 

① [調和振動状態]は、３次元の状態を表して

います。 

② [調和振動状態]は、その状態が一定時間継

続された場合を言います。 

③ [調和振動状態]では、任意の３次元方向の

振動周期が、同じになります。 

④ ２つ以上の[調和振動態]が １つの[調和振

動状態]にあるとき、それらの振動周期はシ

ンプルな関係で結ばれています。そしてス

ピンの方向は、互いに平行(反平行)かまた

は互いに垂直になります。8 

            

次に[sp]・[CP]・[op]を導入します。9 

 

                              
7 『ＣＰ物理学』では[調和振動]を重要視しま

す。物質は[調和振動状態]で存在し、そのため

に観測されるのです。 
8 この状態でのみ[調和振動]できると考えます。 
9 (まえがき)の‘光弦’の説明もご覧ください。 
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『ＣＰ物理学』の[光弦](1-1)は、その形状か

ら、次の３種類に分類されます。 

表 (１－２９) 

 

「ただし、以下の本論では、略称[sp]・[CP]・

[op]を使用します。」       (１－３０) 

現代物理学での扱いは、表(１－３１)です。 

       表 (１－３１) 

略称 現代物理学での扱い 

[sp] 

[CP] 

[op] 

光子・光・電磁波 

陽子・電子・反陽子・陽電子 

フォノン・エネルギー全般 

 

「[sp]は、（まえがき）の図Ａに図示されてい

るように、直進する１つの光を[真直な光弦]

に例えたものです。室温の空間の任意の場所

に、任意の長さ(波長)の[sp]が、必ず存在し

ます。」          (１－３２) 

「このレポートで[CP]は、陽子と電子に限定さ

れます。[CP]は長さ方向に光速で運動してい

るエンドレスの[光弦]なので、自分自身が常

に[限られた空間](1-44)になっています。そ

のため[CP]は単独で調和振動できます。エン

ドレスの[光弦]と[閉じた光弦]は同じ意味

です。なお２つの[CP]は、部分的にも同じ空

間を占めることができません。⇒排他律

(5-15)」          (１－３３) 

 

[CP]は環境によって、次の２つに分類されます。 

分類(１) [本体 CP]      (１－３４) 

  [CP]が[外部運動](1-43)したときは、粒子

として観測されます。このとき[CP]は必ず

[op]を付着させ一緒に運動します。そのた

めこのときの[CP]を[本体 CP]と呼びます。

そして付着している[op]を[付着 op]と呼

びます。 

分類(２) [原子 CP]      (１－３５) 

原子等の一員になった[CP]は、[原子 CP]に

分類されます。このとき、任意の２つの[原

子 CP]は[op]を共有します。共有されてい

る[op]を、[共有 op]と呼びます。 

 

「[op]は、単独で存在できません。[CP]等が作

る[限られた空間](1-44)で[調和振動] 

(1-28)している状態でだけ存在できます。 

[op] は[開いた光弦]なので、[調和振動]で

きなくなれば、[sp]に転化し、放射されます。

そのため、[op]の寿命は有限です。 

[開いた光弦]と‘エンドレスでない光弦’は

同じ意味です。 

[op]は、同じ空間に複数個が、部分的に重な

って存在することが可能です。ただし、同じ

波長・振動数の[op]が重なって、まったく同

じ空間を占めることはできません。    

⇒排他律(5-15)参照 」    (１－３６) 

 

「[限られた空間] (1-44)の種類によって、そ

こでの[op]の調和振動状態が異なるため、作

られる[op]の性状も異なってしまいます。そ

のため、[op]は次の表(１－３８)の３種類に

分類されます。」      (１－３７) 

 

       表 (１－３８) 

名称 現代物理学の扱い 

[付着 op]  

[共有 op] 

[規振 op] 

運動エネルギー 

多様なエネルギー 

１つの規準振動状態 

 

略称 日本語名称 英訳名称 

[sp] 真直な光弦 a straight photon 

[CP] 閉じた光弦 a Closed Photon 

[op] 開いた光弦 a open photon 
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[付着 op]とは？        (１－３９) 

ａ．１つの[CP]が[外部運動](1-43)し[本体 CP]

に変化したとき、その[本体 CP](1-34)にで

きる[限られた空間]に付着して調和振動

している[光弦](1-1)が、[付着 op]です。 

ｂ．[付着 op]は、[本体 CP]が停止したとき、

[CP]の運動エネルギーとして放出され、

[sp]に転化します。 

 

[共有 op]とは？        (１－４０) 

ａ．２つの[原子 CP](1-35)間にできる[限られ

た空間]で、２つの[原子 CP]に共有され調

和振動している[op]が[共有 op]です。 

ｂ．周囲の環境によって[原子 CP]が変化すると、

[共有 op]も一緒に変化します。  

ｃ．絶対零度でも、原子内には[共有 op]が、必

ず[原子 CP]に共有されて存在しています。 

 

[規振 op]とは？        (１－４１) 

ａ．中性の平行な壁面間に、１波長で規準振動

している(まえがき)図Ｆの１つの光です。 

     

「[CP]と[op]は３次元の循環運動をして[調和

振動]している[光弦]なので、外部からは粒

子として観測されます。そのため粒子として

の運動が観測されます。」  (１－４２) 

「そこで[光弦]の循環運動を[内部運動]、[光

弦]が粒子として観測される[光弦]全体の移

動を[外部運動]と書いて区別します。」 

               (１－４３) 

[限られた空間]を改めて定義します。 

「[sp]が[op]に転化し、その[op]が[op]として

存続できる空間を、[限られた空間]と言いま

す。[限られた空間]は[CP]・原子・分子・物

体等によって作られます。 

[限られた空間]は、その容量10に大小があり

ます。」              (１－４４) 

「原子内部、あるいは原子間、物質等に[sp]が

吸収された状態も、[光弦]が[限られた空間]

に閉じ込められた状態です。 

このとき、[光弦]が[調和振動状態]にあれば、

[sp]は[op]に転化しており、[op]としての

[光弦]は、[絶対空間座標系](1-6)に対して

光速で３次元の[内部運動]をしています。 

重力域では、重力域の光速(1-77)で、[内部

運動]をしています。」 

(１－４５) 

(１－４５)の逆も言えます。 

「原子内部・原子間・物質等から放射される

[sp]は、[sp] そのものか、または[op]が転

化したものです。」      (１－４６) 

(１－４５)(１－４６)から次のことが言えます。 

「[sp]の速度は光源の速度によらず、[絶対空

間座標系]に対して、常に光速(1-77)になり

ます。11」          (１－４７) 

 

「『ＣＰ物理学』では、自然崩壊しない粒子だ

けを［素粒子］と呼びます。12 

中性子は安定な[CP]と不安定な[op]の複合

体で、［素粒子］と呼びません。 

また、[sp]と[op]も、[素粒子]と呼びません。」 

             (１－４８) 

                              
10 容量は、収容できる[op]の波長と数で決まり

ます。 
11 [絶対空間座標系]に対して光速ですが、[相

対性原理](2-120)によって、任意の慣性系でも

光速に観測されます。そして（まえがき）にあ

るように、このことで『ＣＰ物理学』が、特殊

相対性理論による変更は受けません。そもそも
(１－４７)が不思議に思えてしまうのは、自然を

マクロからミクロへと理解してしまうためです。 
12 一瞬だけ存在する‘素粒子’は、一時的な調和

振動態として扱い、『ＣＰ物理学』では素粒子

と呼びません。また[sp]と[op]は分割・合成が

可能なので、素粒子と呼びません。 
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「陽子([CP])はエンドレスの[光弦]でできて

いるので安定で、その寿命は無限です。 

このように『ＣＰ物理学』は、“陽子の自然

崩壊”が観測されないことを、うまく説明で

きます。」          (１－４９) 

表(１－３１)(１－３６)(１－４８)から、 

「すべての物質は、[CP]と[op]の複合体です。

すると、すべての物質が光で作られていると

も言えます。」         (１－５０) 

 

以上のことと、スピンが½であることを加味し

て、次の[電子]・[陽子]モデルを提案します。 

 

 

図(１－５１) 

「[電子]と[陽子]は、図(１－５１)のように、

エンドレスの[光弦](1-1)が、３次元の[内部

運動]をしながら[調和振動]しているメビウ

スの環です。 

[光弦]の長さ(波長)は、(２－１)で計算してい

ます。」          (１－５２) 

「図(１－５１)の[電子]は‘裸’の[電子]で、

ド・ブローイの物質波で観測される電子とは

異なります。⇒‘ド・ブローイの物質波’

(3-13) 参照。」        (１－５３) 

 

Ⅰ－２－２．[CP]・[op]のローレンツ収縮 

「物体も、それを構成する[CP]も、[sp]を取り込

み[調和振動状態]を作ろうとします。」 

    [調和振動状態]の形成則13 (１－５４) 

「[CP]∙[op]が[調和振動状態]にあるとき、[CP]∙

[op]はその[調和振動状態]を保ち続けようと

します。」 

     [調和振動状態]の保持則 (１－５５) 

「[sp]が十分に存在する空間の一部が[限られ

た空間]になっていれば、そこには必ず[op]

が[調和振動状態]で存在しています。そして、

空間の[sp]と[限られた空間]の[op]は、 

[sp]⇆ [op] の平衡状態になっています。こ

の転化は光速度で行われます。」 

                 (１－５６) 

「[op]が[調和振動状態]を保てないときは、単数

または複数の[op]や[sp]に変化します。」 

                        (１－５７) 

 

ローレンツ収縮は、次の①～②の理由で起こりま

す。重力は考えていません。 

① 「粒子(1-42)として[CP]∙[op]が[外部運動] 

(1-43)しているときも、その[光弦]は、[絶対

空間座標系]に対して光速で[内部運動] 

(1-43)をしています。」        (１－５８) 

② 「[CP]∙[op]は常に[調和振動状態]にあるの

で、(１－２８)から、任意の３次元方向の振

動周期がいつも同じになります。」 

               (１－５９) 

「(１－６１)のローレンツ収縮の式は、[CP] [op]

が[外部運動]しているときも(１－５８)と(１

－５９)を満足しなければならない、という条件

から求められています。 

したがって[sp]は、ローレンツ収縮と無関係で

す。」             (１－６０) 

ℓ ＝ ℓ０√１  (
 
 
)
 
     原理 (１－６１) 

                              
13 [調和振動状態]を形成し、それを保持する力

を自然が持たなければ、物質は存在できなかっ

たと考えています。 
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ℓ ； １つの[CP]∙[op]の運動方向の長さ。 

ℓ０； １つの[CP]∙[op]のその静止時の長さ。 

      ； １つの[CP]∙[op]の[外部運動]の速度。 

     ； 観測される光速。 

 ＝√１  (
 
 
)
 
         (１－６２) 

「(１－６１)のローレンツ収縮の式は、その慣性

系の光速   と速度  を使って、組み立てられて

います。（２－１２２）以下から、観測される

光速は常に一定値    になります。 

そのためローレンツ収縮の式には、観測される

速度としての   と   を使うことができます。」 

                    (１－６３) 

「運動する１つの[CP]∙[op]は、ローレンツ収縮

することによって、安定した[調和振動状態]を

継続できます。」         (１－６４) 

「運動する１つの[CP]∙[op]は、[調和振動状態]

を保とうとするために、結果としてローレンツ

収縮することになります。」   (１－６５) 

「１つの[op]が、ローレンツ収縮に伴う[調和振

動状態]を保てないときは、(１－５７)に従い

ます。」            (１－６６) 

「(１－４９)から、[CP]がローレンツ収縮によっ

て、破壊されたり[sp]に転化したりすることは

ありません。」         (１－６７) 

(１－５０)(１－６１)から 

「運動する物体はローレンツ収縮します。」 

                  (１－６８) 

(１－５７)(１－６６)(１－６８)から 

「運動する１つの物体が、ローレンツ収縮に伴う

[調和振動状態]を保てないときは分裂します。」 

                        (１－６９) 

「有名なマイケルソン-モーレーの実験は、互いに

垂直な方向の光の周期が、いつも同じになるこ

とを示しています。 

このことと(１－６４)(１－６９)から、マイケ

ルソン-モーレーの実験を、マクロな[op](実験

装置)が、ローレンツ収縮することによって、

安定した[調和振動状態]を維持していること

を確認するための実験、と考えることができま

す。」              (１－７０) 

「[CP]∙[op]が[外部運動](1-43)すると、[絶対空

間座標系]に対して光速で３次元の[内部運動]

をしている[CP]∙[op]としての[光弦]は、[調和

振動]しようとするために余分な距離を運動す

ることになってしまいます。そのため[絶対時

間]で測定した、運動している[CP]∙[op]の周期

は長くなります。ローレンツ収縮の式を作ると

きと同じように考えれば、[CP]∙[op]の周期は

次の式で与えられます。」   (１－７１) 

   ＝   ／            (１－７２) 

   ： [絶対時間]で測定した、[外部運動]

している[CP]∙[op]の周期。 

   ： [絶対時間]で測定した、静止していた

ときの[CP]∙[op]の周期。 

      ； (1-62)。 

 

(１－７２)から 𝜈  ＝𝜈  γ        (１－７３) 

𝜈0 ； [絶対時間]で測定した、[外部運動]

している[CP]∙[op]の振動数。 

𝜈 ； [絶対時間]で測定した、静止していた

ときの[CP]∙[op]の振動数。 

「(１－７３)と(１－８５)を使って波長を計

算すると、[外部運動]している[CP]∙[op]の

波長は長くなります。14 

これは[CP]∙[op]としての[光弦]が、余分な

距離を運動するために起こることです。  

そのため、このとき求めた波長を[運動時の

波長]と書き、静止していたときの波長を[真

の波長]、または[静止時の波長]と書きます。」 

           (１－７４)  

(１－７４)から 

                              
14 長くなった周期の時間分だけ光速で運動する

ので、当然見かけの波長は長くなります。 
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   ＝  ／γ            (１－７５) 

   ；[絶対尺度]で測定した、[外部運動]

している[CP]∙[op]の[運動時の波

長]。 

   ；[絶対尺度]で測定した、静止してい

る[CP]∙[op]の[静止時の波長]。 

 

Ⅰ－２－３．重力域での光速 

長さ方向に光速で運動している [CP] [op] 

[sp]としての[光弦]の速度が、[重力域](1-3)

で、次のように遅くなります。 

「[化学的真空中](1-4)の光速は、光の波長・

振動数・運動方向によらず、[絶対尺度]と[絶

対時間](1-9)を使い、次の式で与えられま

す。」                        (１－７６) 

𝕔 ＝  (  
  
   

) ¯            (１－７７) 

「  𝑀    ⁄  １ のとき、(１－７７)は、(１－

７９)にほぼ等しくなります。」 (１－７８) 

   𝕔 ＝c(  
  

   
)             (１－７９) 

𝕔； 質量 M の物体の重心から距離 r での[化

学的真空中]の光速。    (１－８０) 

  ； [物理的真空中]の光速。     (１－８１) 

G； 万有引力定数。 

 

「(１－７９)は相対性理論の光速の式で、空間

の‘ひずみ’( 𝑀  ⁄ )の分だけ、光速が小さく

なっている様子を表しています。 

(１－７７)は、その‘ひずみ’が分母に来て

いるので、光子自身の存在と‘ひずみ’が加

算されて、光速(光子自身の存在)を押し込め

ている様子が分ります。」15    (１－８２) 

                              

15 (１－７７)を書き換えると𝕔 ＝  (  
  
   

) ¯   

＝   
   

    
   

 

  この式から様子が分ります。 

「(１－７９)の相対性理論の式から、ブラック

ホールの存在が指摘されています。 

しかし、(１－７７)の光速の式では、光速が

ゼロに近づくことはあっても、ゼロにはなり

ません16。そのため‘ブラックホール’のＸ

線の速度もゼロにはならず、(４－１４)の外

向きの加速度を受けて地球に到達するので、

私たちはそのＸ線を観測できる17、と『ＣＰ

物理学』は主張しています。」  (１－８３) 

「(１－７７)で表されている光速の‘押し込み’

は、マックスウェルの方程式を参考にして、

光の進行方向に垂直に振動する、電場と磁場

が‘押し込まれる’と定義します。 

言い換えると、[CP][op][sp]の波長は‘押し

込まれず’ [CP][op][sp]の振動数だけが‘押

し込まれる’と定義します。」 

                (１－８４) 

すべての[光弦]([CP][op][sp])について、次の

式が成立します。 

   ＝                     (１－８５) 

  ,  0   0； [物理的真空中]の光速(1-81)

と波長と振動数。 

𝕔 ＝                (１－８６) 

𝕔 ,    ,  ； [化学的真空中]の光速(1-80)

と波長と振動数。 

(１－８４)から、１つの[光弦]（[CP][op][sp])

の波長は 

  ＝  0            (１－８７) 

                              
16『ＣＰ物理学』も(１－７９)の相対性理論の光

速の式を使って組み立てることが可能です。つま

り『ＣＰ物理学』もブラックホールを仮定する

ことは可能です。しかし脚注 1５の式方が論理

的に勝っていると判断しました。それは、重力

源だけでなく、自分自身の存在も空間を歪めて

いると考えた方が自然だからです。 
17 以前は、ブラックホールから速度がゼロの光は

出られないので、ブラックホールが観測されない

とされていました。 
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(１－７７)(１－８５)(１－８６)(１－８７)

から、１つの[光弦]([CP][op][sp])の振動数は 

       ＝   (  
  

   
) ¯     (１－８８) 

 

「(１－８５)(１－８６)(１－８７)で[sp]の

波長は、直線運動方向の長さを表しています。

したがって振動数と波長は、1 回振動すると

１波長分の直線距離を進む、という内容を持

っています。 

それに対して[CP]∙[op]の波長は、循環して元

の状態に戻るまでの、[光弦]の長さを表して

います。 

そして振動数も、単位時間に循環して元の状

態に戻るまでの回数を表し、（波長×振動数）

は、[光弦]の[内部運動] (1-43)速度が光速で

あることを表しています。」 (１－８９) 

「また、[op]の波長は[sp]と同じように、[光

弦]の‘前から後ろ’までの長さになります。

これを[op]の[真の波長]と書きます。[op]は

循環して[調和振動状態]を築きます。そのた

め、[op]がどのような[調和振動状態]を築く

かによって、[真の波長]とは別に、[op]の[見

かけの波長]が観測されることになります

(3-23)(5-34)。」           (１－９０) 

 

Ⅰ－２－４．[CP]・[op]・[sp]の物理量 

「はじめに[CP][op][sp]の[質量]を定義しま

す。 

（まえがき）の２.５の [素材質量]もごらんく

ださい。」           (１－９１) 

 

①  [質量]とは、光速で運動している[光弦] 

(1-30)の量、すなわち[CP][op][sp]を作っ

ている素材としての[光弦]の量です。 

② 光速で運動している[光弦]は、長さ方向に

は均質な‘弦’でできています。 

③ [真直な光弦]略称[sp]も、[光弦]の量に応

じた[質量]を持ちます。 

④ [物理的真空中](1-5)を運動する[sp]と、同

じ[質量]を持つ[物理的真空中]に静止して

いる[CP]∙[op]は、同じ長さで、同じ振動数

を持った[光弦]でできています。 

⑤ １つの[光弦]は、その部分部分の微小長さ

に応じた微小[質量]を持っています。 

 

この定義が、これまでの質量の概念の自然な拡

張になっていることは、順次明らかになります。 

ただし、[CP]∙[op]が[外部運動] (1-43)してい

るときの[質量]や波長や振動数を[sp]と比較

するには、ローレンツ収縮による影響

(1-61)(1-73)(1-75)等を考慮しなければなり

ません。」           (１－９２) 

「[真直な光弦]略称[sp] が[質量]を持つ18こ

との意味を、別の視点から考えます。 

＊ [質量]を持たない‘弦’でなく、[質量]

を持った 弦([sp])が振動するので、振動エネ

ルギーを持つと考える方が自然です。 

＊ [質量]を持たない‘弦’でなく、[質量]

を持った 弦([sp])が運動するので、運動量が

発生すると考える方が自然です。そしてその

運動量は𝑀   (1-95)で表され、運動量の定義

と一致し、自然な拡張になっています。 

＊ [質量]を持たない‘弦’でなく、[質量]

を持った 弦([sp])が衝突するので、相手に運

動量を与え、力を与えることができると考え

る方が自然です。 

＊ (質量が発生すると考えないで)、[質量]

を持った[sp]から電子と陽電子が対生成す

                              
18 アンリ・ポアンカレは 1900 年にエネルギーＥ

の光のパルス(波束)が、質量      ⁄  を持つと

考えました。ですから光が質量を持つことを、『Ｃ

Ｐ物理学』が初めて言いだしたわけではありま

せん。 
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ると考えれば、質量保存則が自然な形で拡張

されています。     

＊ 光は、太陽から地球に到達するのに、約

８分もかかります。この光の遅さを改めて認

識したときに、光が僅かながらも質量を持ち、

その質量に応じた運動エネルギーを持って

いると考えた方が自然です。 」 (１－９３) 

 

「光速で運動している[sp]としての[光弦] 

(1-30)も[CP]∙[op]としての[光弦]も、[質量]

を持っている(1-92)と定義すると、[光弦]は 

以下の式で与えられる[運動量]と[運動エネ

ルギー]を持ちます。ここでは‘裸’19の

[CP][op]について考えているので、[見かけの

質量](2-25)の補正を分けて考えていること

になり、(１－２２)から (１－２３)の運動量

の定義式がそのまま使えます。」             

(１－９４) 

   𝑃0＝𝑀0              (１－９５) 

𝑃0；[絶対・真空座標系](1-7)での[sp]の全

[運動量]。または[絶対・真空座標系]

に静止している[CP]∙[op]の全[内部運

動量]。 

 𝑀0 ; [sp]∙[CP]∙[op]の[質量]。  

       ；(1-81) 

「(１－９５)で、[CP]∙[op]の運動量は、[内部

運動量](1-43)です。それに対して[sp]の運

動量は、[外部運動量](1-43)です。 

[古典力学]の運動量(1-23)は[外部運動量]

のことで、このレポートでも、[外部運動量]

を単に[運動量]と書くことがあります。」 

                (１－９６) 

                              
19『ＣＰ物理学』では物体が運動するとその分

だけ着物を着ると考えています。したがって静

止しているときは‘裸’です。また運動中でも

‘裸’の部分と着物の部分を分けて考えること

もできます。この着物の分が、相対性理論の相

対論的効果です。 

次のようにエネルギーを定義します。 

     ＝ 𝑀0 
  ＝   𝜈0          (１－９７) 

  ； [絶対・真空座標系]での[sp]の全[運動

エネルギー]。または[絶対・真空座標

系]に静止している[CP]∙[op]の全[質

量エネルギー]。 

  ； [質量]𝑀 の[sp]の[絶対・真空座標系]

での振動数。または[絶対・真空座標系]

に静止している[質量] 𝑀0の[CP]∙[op] 

の振動数。 

 ； プランク定数。 

 

「(１－９７)で、[sp]の場合の  0 は直線運動エ

ネルギーで、[外部運動エネルギー]ですが、

[CP]∙[op]の場合の  0 は、[内部運動エネルギ

ー]になります。 

そこで、[CP]∙[op] の場合の[光弦]の‘内部運

動エネルギー’を、現代物理学に習って、[質量

エネルギー]と書きました。」   (１－９８) 

「ただ、定義された[質量エネルギー]の量は、[CP]

∙[op]の状態によって変化します。[重力域]での

[質量エネルギー]は(１－１０５)で定義され、

[外部運動]時の[質量エネルギー]は、[外部運

動]時の[CP][op]の振動数(1-73)を使い、振動数

表示で、 

[外部運動]時の[CP][op]の[質量 

エネルギー] 20 ＝  𝜈0 ＝  𝜈  γ 

で定義します。」            (１－９９) 

「[sp]の[運動エネルギー]は、熱や光等として

観測することが可能ですが、静止している

[CP]∙[op]の[質量エネルギー]を、直接観測

することはできません。」   (１－１００) 

 

                              
20 [質量エネルギー]は、‘観測されない[内部

運動エネルギー]’を言います。変形した[CP]

等は、変形分が[運動エネルギー]等として観測

されてしまいます。そのため(１－９９) や(１

－１０５)の定義が必要になります。 
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(１－８５)(１－９５)(１－９７)から 

𝑃 ＝𝑀 c ＝ 
ℎ𝜈0

 
 ＝ 

ℎ

𝜆0
     (１－１０１) 

  ＝𝑀  
 ＝ 𝜈 ＝ 𝑃 ＝

ℎ 

𝜆0
 (１－１０２) 21

 

 

次に[重力域](1-3)での[sp][CP][op]の運動量

とエネルギーを定義します。 

(１－７６)から、[sp][CP][op]としての[光弦]

は、[重力域]で、(１－７７)の光速で長さ方向

に運動しています。 

したがって、[重力域]での[sp]の[運動量]と

[CP][op]の[内部運動量] の大きさは、   

(１－９５)の定義と(１－７７)から 

   Ｐ＝𝑀 𝕔＝𝑀 c (  
  

   
) ¯   (１－１０３)  

Ｐ； [重力域]での[sp]の[運動量]、または

[重力域]に静止している[CP][op]の

[内部運動量]。 

 

「(１－１０３)はｒの関数なので、３次元の構造

を持つ[CP][op]では、[光弦]の微小部分の[質

量]が同じでも、その微小運動量の大きさは異

なります22。そのため、[CP][op]を微小部分に

分割したときの、各微小[質量]が持つ[内部運

動量]の合計が、(１－１０３)になると考えな

ければなりません。」     (１－１０４) 

(１－９７)のエネルギーを、[重力域]では次の式

で定義します。そして、(１－７７)を使って右辺

を変形します。  

                              
21 これ等の式から 運動量×波長＝ｈ 等の不

確定性原理の式を導くことができます。ただしこ

の場合は、‘確定式’です。ただ現実問題としては

ハイゼンベルクの不確定性原理により、‘不確定’

になります。 
22 (裸の)‘弦’の微小運動量は(質量)×(速度)で

定義されます。重力場では‘弦’の各部分で光速

が異なるので、当然のことですが運動量も異なり

ます。‘弦’の各部分で運動量が異なれば、そこに

は力が生じています。その力が重力です。 

  ＝𝑀 𝕔
  ＝𝑀  

 (  
  

   
) ¯ ＝ 𝜈 (  

  

   
) ¯       

(１－１０５) 

      ； [化学的真空中](1-4)での[sp]の[運動エネ

ルギー]、または[CP][op]の[質量エネル

ギー]。 

 

「(１－１１０)から、[化学的真空中]でも１つの

[CP][op][sp]が持っている全エネルギーは、

(１－９７)になります。」   (１－１０６) 

 

Ⅰ－２－５．光弦の仕事の作用反作用の法則 

「エネルギーは熱に変換できます。ところが絶対

零度を基準にすると、負の熱エネルギーは存在

しません。 

したがって、物理学的に負のエネルギーと言え

るものは存在しません。23」   (１－１０７) 

「任意の、ＡとＢの２つの[CP]∙[op]∙[sp]につい

て、作用反作用の法則(1-17)を考えます。Ａが

Ｂに作用している時間と、ＢがＡに反作用して

いる時間は同じになります。 

すると、ＡとＢが作用反作用しあいながら移動

した距離も、同じになります。 

                              
23 負のエネルギーが存在するかのように錯覚す

るのは、次の３つの理由によります。 

① 力を ＋Ｆ や －Ｆ で表します。そして‘負

の力’という言葉を使います。しかしお金で

言う黒字や赤字という意味の‘負の力’は、

物理学には存在しません。向きが反対の‘負

の力’があるだけです。したがって、正であ

れ負であれ、力を受け取ることはプラスのエ

ネルギーを受け取ることなのです。 

② ポテンシャルでは負のエネルギーが存在しま

す。しかしこれは‘無限遠をゼロ’と定義し

たポテンシャルモデルが悪いために起こるこ

とです。『ＣＰ物理学』ではポテンシャルが

正になるモデルを採用しています。 

③ 陽電子や反陽子等の反物質が存在します。

しかし電子と陽電子が合体したときに生れ

るエネルギーは、      ⁄  の正の質量で

表された正のエネルギーの量です。 
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そこで(１－１７)(１－１９)(１－１０７)か

ら、次の法則を導入できます。」 (１－１０８) 

「作用によってＡがＢに仕事をしたときは、反作

用によって、ＢはＡに同じ量の仕事を必ずしま

す。」  [光弦]の仕事の作用反作用の法則 

                (１－１０９) 

「(１－１０９)から、１つの[CP]∙[op]∙[sp] が

持っているエネルギーは、形を変えることはあ

っても、(分割合成されないかぎり)その総和は

常に一定になります。」 

      [光弦]のエネルギー保存則 24 

 (１－１１０) 

「(１－１８)のエネルギー保存則は、[CP]∙[op]∙

[sp]の授受を含みますが、[質量エネルギー]等

を考慮していません。 

(１－１１０)の[光弦]のエネルギー保存則は、

１つの[CP]∙[op]∙[sp]についての法則ですが、

[質量エネルギー] 等の授受も含まれた法則で

す。そのため、運動エネルギー等と[質量エネ

ルギー]の交換を含んだ法則になりますので、

[質量エネルギー]を相手に与えて、同じ量の運

動エネルギーを受け取る等の表現を、今後使い

ます。しかし[質量エネルギー]を受け取った相

手が、それを[質量エネルギー]として保存する

とは限りません。」       (１－１１１) 

                              
24これは１つの[CP]∙[op]∙[sp]について成立

する法則です。マクロな物体では[CP]∙[op]

∙[sp]の授受が行われてしまうため、この法

則は成立しません。マクロな物体では成立

しないことをニュートンは知っていたため

に、この法則を主張しなかったと想像して

います。 

第Ⅱ章   観測結果との整合 

 

Ⅱ－１．電子・陽子の波長,振動数,スピン 

(１－９７)の 𝑀0 を[電子][陽子]の[質量]に置き

換えると、[絶対・真空座標系]に静止している[電

子][陽子]の、本当の振動数と波長が得られます。 

𝜈0＝
   

ℎ
  ， 0＝ 

 

𝜈0
 ＝ 

 
        (２－１) 

ｍ； [電子][陽子]の[質量]。 

𝜈0 ， 0； [絶対・真空座標系]に静止している

[電子][陽子]の、本当の振動数と波長。 

「(２－１)の[電子]の振動数と波長は、ド・ブロ

ーイの物質波としての振動数・波長とは異なり

ます25。しかしそのド・ブローイの物質波によ

って、 𝜈  が電子の本当の振動数であることが証

明されます。⇒ド・ブローイの物質波(3-13)参

照。」                     (２－２) 

(１－１０２)(２－１)から 

「[質量]の大きい[CP][op]は短波長で、大きさは

小さい。[質量]の小さい[CP][op]は長波長で、

大きさは大きい。」            (２－３) 

「[電子]の質量は[陽子]の質量の約 1800 分の１

で、[電子]は[陽子]よりはるかに大きく(2-3)

波動がぼやけてしまうため、[電子]の大きさを

確認する手段が見付かっていません。26」  

    (２－４) 

                              
25 ド・ブローイの物質波の波長とは、物体が運動

したときにできる‘うなり’の波長のことです。 
26 私たちは質量の大きな物体は大きく、質量の小

さな物体は小さいという固定観念を持っています。

同時にエネルギーの大きな光の波長は短く(小さ

く）エネルギーの小さな光の波長は長い（大きい）

という‘逆の固定観念’も持っています。ですか

ら陽子より電子の方がはるかに大きいという‘信

念’を持って、宝（電子）探しをしてみるのも一

つの方法です。 

電子と陽子の‘本当の波長’の比は、質量に反比

例することになります。 

さらに、物体の大きさのほとんどは、質量の小さ

な[op]によって決まることになります。このこ

とは、物体がスカスカの状態であることを表し

ています。 
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「[電子]のスピンは、[内部運動量](1-96)によっ

て生まれ、角運動量は[外部運動量](1-96)によ

って生まれます。」        (２－５) 

[物理的真空中](1-5)に静止している [電子]の

スピンを計算します。 

「図(１－５１)の [電子]モデルを特定の方向か

ら見ると、円状になります。その円の半径を r 

として、『[質量]ｍの[光弦]が半径 r、光速 c で

２回循環している』というモデルを仮定したと

きのスピンを求めます。」   (２－６) 

(１－５１)(２－６)から  ２π   ×２＝   

  r ＝   ／４π          (２－７) 

r； [電子]としての‘光弦’の循環半径。 

 ； [電子]の本当の波長(2-1)。 

[電子]の[内部運動量]による角運動量(スピン)

は、(２－６)と角運動量の定義から次の式で表さ

れます。 

s＝(½ m c r)×２＝m c r    (２－８) 

s； [電子]のスピン。 

  m； [電子]の[質量]。 

(１－１０１)と(２－７)を、(２－８)に代入して

整理します。 

s＝ m c r ＝½・h /２π    (２－９) 

このように『ＣＰ物理学』は、[電子]のスピンが

½であることをうまく説明できます。 

「(２－７)の波長の求め方は、波長を[CP] の[光

弦]の長さと考える考え方からすると、無理が

あります 27。しかし(２－９)の計算式では、波

長が相殺されています。そして[電子]の[光弦]

が[内部運動量](1-96)を持っていることと、

[光弦]が２回転して電子構造(1-51)を作って

いることだけから、[電子]のスピンが決められ

ています。したがって、(２－７)の波長の求め

方が正しいかどうかについて、議論しません。

また、[質量]や波長と無関係にスピンを求める

                              
27 もっとうまい数学を使ってスピンを計算でき

ると思われますが、私にはその能力がありません。 

ことができるので、陽子についても同じように

計算できると考えています。」 

                (２－１０) 

「図(１－５１)の[電子モデル]を 反対の側から

見ると、[光弦]の循環方向が逆になります。そ

のため[電子]のスピンに、右巻きと左巻きが生

まれます。」           (２－１１) 

 

Ⅱ－２．[CP]の外部運動エネルギー 

「重力が無い真空中とします。静止している１つ

の[CP][op](1-33)(1-36)は(１－９７)から 

      0 ＝  𝜈0 ＝ 𝑀0 
 

  の[質量エネルギー]

だけを持っています。[CP]∙[op]が[外部運

動](1-43)すると、[外部運動エネルギー] 

(3-40)も持ちます。すると(１－１１０)にした

がって、[外部運動エネルギー]の分だけ[質量

エネルギー] が減少します。28」  (２－１２) 

               「運動時の[質量エネルギー]は(１－９９)で与え

られるので、これを(１－１０２)を使って書き

換えると、次の式が得られます。」 (２－１３) 

    ＝ 𝜈0 ＝ 𝜈0γ＝𝑀0 
 γ      (２－１４) 

      ； [外部運動]時の[CP]∙[op]単独の、[質量

エネルギー]。 

 𝜈  ； [外部運動]時の[CP]∙[op]の振動数。 

 𝜈    ； 静止時の[CP]∙[op]の振動数。 

 𝑀  ； [CP]∙[op]の[質量]。 

      ； (1-62)。 

 

(１－１０２)(１－１１０)(２－１２)(２－１４)

から、[CP]∙[op]の[外部運動エネルギー]は、 

  ＝ 0－  ＝ 𝜈0(１－   ) ＝𝑀0 
 (１－   )  

                               (２－１５) 

                              
28 限りなく光速に近い速度で運動している陽

子・電子の[質量エネルギー]はゼロで、裸の分

の[運動エネルギー]が 𝑀0 
 になります。 

実際に観測されるのは、これに着物の分を含め

た運動エネルギーです。 
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  ； [CP]∙[op]が静止していたときの[質量

エネルギー]。 

  ； [CP]∙[op]の[外部運動エネルギー]。 

    のとき、[CP]の[外部運動エネルギー]は、 

(２－１５)の最右辺と(１－６２)から、 

  ≅ ½ 𝑀0  
             (２－１６) 

(１－３3)から、[CP]とは、電子・陽子等の素粒

子のことです。したがって、(２－１６)から『Ｃ

Ｐ物理学』の『ＣＰ物理学』運動エネルギーは

    のとき、古典力学に帰します。  

 

Ⅱ－３．    [付着 op] 

Ⅱ－３－１．[付着 op]の定義 

「図(２－３９)の場合について考えます。静止し

ている[質量] 𝑀0 の[CP](電子)に、光子(A)が衝

突(入射)し、光子(A)が光子(B)と(１－３９)

の[付着 op]に分裂29 したとします。そして光

子(B)は反射し、[付着 op]は[CP]に付着し[CP]

と一緒に運動するとします30。光子(A)と光子

(B)の[質量](1-92)、波長、振動数を、

 𝑀  ,   , 𝜈    𝑀  ,   , 𝜈  とします。」(２－１７) 

「[付着 op]は[CP]に付着して一緒に運動を始め

た [op](1-36)です。これに対して[付着 op] に

付着された[質量] 𝑀0の[CP]を、[本体 CP]と書

きます。[本体 CP]の[質量]が、[付着 op]の[質

量]より大きいとは限りません。」                         

(２－１８) 

「[付着 op]について、 (２－１４)(２－１５)か

ら、次の式が成立します。」    (２－１９) 

   ＝ 𝜈  ＝ 𝜈  ＝𝑀  
              (２－２０) 

   ＝  －   ＝ 𝜈 (1－ ) ＝𝑀  
 (1－ ) 

      (２－２１) 

                              
29 [sp]と[cp]は、エネルギー保存則が成立すれ

ば、分割・合成を自由に行います。 
30 これが、裸の陽子や電子が着物を着た状態です。

早く走れば早いほど着物の量が増えるので、彼ら

も大変です。 

    ,    ； [付着 op]の[質量エネルギー]と[外

部運動エネルギー]。 

   ,   𝜈    ； 静止していたと仮定したときの[付

着 op]の[質量エネルギー]と振動

数。 

 𝜈  ； [付着 op]の振動数。 

𝑀  ； [付着 op]の[質量]。 

 

「[sp]が[CP]に衝突して[付着 op]に転化したと

すると、[CP]に[外部運動エネルギー]を与えた

分だけ、[付着 op]は[質量エネルギー]を受け取

ります(1-109)。[CP]の[外部運動エネルギー]

は(２－１５)で与えられ、[付着 op]の[質量エ

ネルギー] は(２－２０)で与えられるので、次

の式が成立します。」          (２－２２) 

  𝑀  
 (1－ ) ＝ 𝑀  

           (２－２３) 

 𝑀   
31

 ＝𝑀 (1－ )／        (２－２４) 

𝑀 ； [本体 CP]の[質量]。 

(２－２３)から 

𝑀 ＋𝑀  ＝ 𝑀 ／           (２－２５) 

「𝑀  と 𝑀  は一体として観測されるので、(２－

２５)は、[外部運動]している[本体 CP] (2-18)

の[見かけの質量]が増加32していることを表し

ています。この現象を相対性理論では相対論的

効果と呼んでいます。ただ‘質量の増加’は[付

着 op](2-18)によることなので、質量保存則

(1-15)(1-92)を損なうことはありません。33」 

             (２－２６) 

(２－１４)(２－１５)(２－２０)(２－２１)から 

   

  
 

𝑀  
      

𝑀0       
 

𝑀  
  

𝑀0   
 

   

  
 

                              
31 これが着物の質量です。 
32 人間が着物を着て体重を量れば、着物の分だけ

体重が増えるのと同じです。 
33 [本体 CP]自身の質量は不変です。 

このように『ＣＰ物理学』は、物体が運動した

ときに質量が増えるかどうかについて、誰でも

が納得できる説明をしています。 
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                                 (２－２７) 

(１－２８)から、(２－２７)を次のように考える

ことができます。 

「   ，   ，  ，   の４つの[調和振動態]は、

１つの[調和振動状態]を築いています。34」 

(２－２８) 

 

Ⅱ―３－２．観測される外部運動エネルギーと

外部運動量 

「(２－１５)で[本体 CP]の[外部運動エネルギ

ー](3-40)が、(２－２１)で[付着 op]の[外部運

動エネルギー]が求められています。[本体 CP]

と[付着 op]は一体になって[外部運動]してい

るので、観測される[本体 CP]の[外部運動エネ

ルギー]は、この２つの式を合わせた、次の式

になります。」         (２－２９) 

  ＝𝑀  
 (１－  )＋𝑀  

 (1－ ) 

＝(𝑀 ＋𝑀 )   (1－ )   

  ；観測される[外部運動エネルギー]。 

この式を(２－２５)を使って書き換えると 

  ＝𝑀  
  (１－  )／        (２－３０) 

(１－６２)から    のとき(２－３０)は 

   ≅ ½ 𝑀   
           (２－３１) 

「(２－３１)は、(２－１６)と同じ結果になって

います。したがって     のとき、(２－２１)

の[付着 op]の[外部運動エネルギー]は、無視で

きる大きさです。」        (２－３２) 

(２－２３)を使って(２－３０)を書き換えると、 

   ＝𝑀  
                   (２－３３) 

「(２－２９)の観測される[本体 CP]の[外部運動

エネルギー]は、もともと[付着 op]が[sp]のと

き持っていた運動エネルギー 𝑀  
   と同じな

ので、(２－３３)の結果は当然です。            

(２－３０)で(１－  )の項は、 

                              
34 [調和振動態]がシンプルな関係で結ばれて

いれば、全体を合わせた[調和振動態]として観

測されます。 

[質量エネルギー] ⇆ [外部運動エネルギー] 

の変換を表す項で、１／  の項は、[見かけの

質量]の増加(2-26)を表す項になります。」 

(２－３４) 

(２－２５)から  𝑀0  𝑀  √１  (
 
 
)
 
 𝑀0 

  𝑀0  𝑀  
   𝑀0  𝑀  

 ∙
  

  
 𝑀0

   

  𝑀0  𝑀  
  4   𝑀0  𝑀  

      𝑀0
  4 

この式に、次の式で定義した     を代入します。 

   𝑀0  𝑀   
      𝑀0  𝑀    (２－３５) 

            𝑀0
  4       (２－３６) 

           (２－３５)で定義した量。 

𝑀 ； [本体 CP]の[質量]。 

 𝑀  ； [付着 op]の[質量]。 

             光速と[本体 CP]の[外部運動]速度。 

 

(２－３６)は相対性理論のエネルギー・運動量関

係式と同じです35。このように『ＣＰ物理学』は、

エネルギー・運動量関係式の実態をうまく説明で

きます。 

 「このレポートでの(２－３５)の   は、 𝑀0  𝑀   

の[質量]が静止していると仮定したときの[質

量エネルギ ー]になります。その値は同時に

(１－１１０)のエネルギー保存則から、

  𝑀0  𝑀   の[質量]が持つ全エネルギーに常に

等しくなります。」       (２－３７) 

「(２－３５)の   は、観測される[本体 CP]の、全

[外部運動量]になります(2-29)。 

  𝑀0  𝑀   の項は、(２－２５)から分るように

[付着質量]を含めた[質量]です。このように

『ＣＰ物理学』は[付着質量]の分だけ も も増

加すると考えます。このことを相対性理論では

相対論的効果と呼んでいます。」 (２－３８) 

 

                              
35 相対性理論のエネルギー・運動量関係式は、結

局‘着物’の分を含めた質量エネルギーと運動量

の関係式になります。 
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Ⅱ－４．コンプトン散乱 

(２－１７)(２－１８)と同じ光子(Ａ)、光子(Ｂ)、

[付着 op]の記号を使います。 

      

 

図(２－３９) 

図(２－３９)は次のようです。     (２－４０) 

①   𝜈A／c の運動量を持って X 軸上を運動して

いた光子(A)が、静止していた[電子]に衝突。 

② 光子(A)は光子(B)と[付着 op]に分裂。 

③ 光子(B)は X 軸と角θの方向に反射し、[付着

op]は[電子]に付着し、[電子]と一緒に、運動

量   ＝ 𝑀0  𝑀    で運動。 

④ 重力は考えません。 

 ，𝑀  ， ； [電子]の全[運動量]と[質量]と速度。 

𝑀  ；  [付着 op]の[質量]。 

  𝜈A／c,   𝜈B／c； 光子(Ａ)と光子(Ｂ)の運動量。 

𝜈A ，𝜈B； (2-17)。光子(Ａ)と光子(Ｂ)の振動数。 

 

図(２－３９)の、[電子]・光子(Ａ)・光子(Ｂ)の

運動量から、次の式が成立します。 

 ＝[(
  𝜈  
 )

 

＋ (
  𝜈 
 )

 

   
  𝜈 
 ・

  𝜈 
     ]

1

 

 

     2＝ 2 (𝜈A
2＋𝜈B

2 2𝜈A 𝜈B     ）  (２－４１) 

衝突前後のエネルギー は保存されるので、(２－

３６)と(２－３７)と図(２－３９)から、 

 𝜈 ＋𝑀  
 ＝ 𝜈 ＋      𝑀0

  4  
1

    (２－４２) 

  (𝜈A  𝜈B) ＋𝑀  
 ＝      𝑀0

  4  
1

  

  2 (𝜈A  𝜈B)2 ＋2𝑀  
  (𝜈A  𝜈B) ＋𝑀0

  4 

＝      𝑀 
    

この式に(２－４１)を代入して変形します。 

 2 (𝜈A
2＋𝜈B

2 2𝜈A 𝜈B）＋2𝑀  
  (𝜈A  𝜈B) 

＝ 2 (𝜈A
2＋𝜈B

2 2 𝜈A 𝜈B      ） 

2𝑀  
 (𝜈A  𝜈B) ＝2  𝜈A 𝜈B (1     ） 

𝑀  
 (

 

𝜈 
 

 

𝜈 
) ＝   (1     ） 

𝑀             ＝   (1     ）  

      ，   ； 光子(B)と光子(A)の波長(2-17)。 

Δ  ＝         とおけば 

   Δ  ＝ 
 

𝑀  
（1     ）    (２－４３)      

この式は、現代物理学のコンプトン散乱の式と同

じになり、観測結果と一致します。 

 

Ⅱ－５．重力域での[CP]のエネルギー 

[重力域](1-3)で[CP](1-33)が持つエネルギーを

求めます。[質量] 𝑀0 の[CP]を、無限遠から[重力

域]を自然落下させたとき、(１－１０５)から

[CP]について、次の式が成立します。 

  ＝𝑀 𝕔
  ＝𝑀  

 (  
  

   
) ¯ ＝ 𝜈 (  

  

   
) ¯  

                         (２－４４) 

  ； [化学的真空中](1-4)を自然落下している、

または[化学的真空中]に静止している

[CP]の[質量エネルギー]。 

  ＝𝑀  
 ； [物理的真空中]に静止していたとき

の、[CP]の[質量エネルギー]。 

𝑀 ； [CP]の[質量]。 

𝜈   ； [物理的真空中]に静止していたときの[CP]

の振動数。 

 

[CP]の[質量エネルギー]の減少分＝ 0      

(２－４５) 

「[重力域]を自然落下している[CP]は、[外部運

動エネルギー](2-12)を持っています。また[重

力域]で、[CP]の[光弦]の光速が押し込まれて

(1-82)遅くなっています(1-77)。このため[CP]

電子と付着 op 

電子 

光子 B 

θ 

X 

Ｘ

Ｘ 

光子 A 
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の[光弦]は、[重力域]でひずみエネルギーも持

っていると考えることができます。」 

     (２－４６) 

「このひずみエネルギーは、(１－７７)のｒによ

って決まるので、[古典力学]に習い、[ポテン

シャル]と書きます。ただしこのレポートでは、

物理学的な負のエネルギーが存在しないので

(1-107)、この[ポテンシャル]も正の符号を持

ちます。 

ところで[古典力学]で、ポテンシャルの差と自

然落下によって発生する運動エネルギーは等

しいので、このレポートでも次の仮定をしま

す。」                     (２－４７) 

「[重力域]を自然落下中の[CP]は、[ポテンシャ

ル] と運動エネルギーを等量ずつ増加させな

がら落下します。36 エネルギー保存則(1-110)

により、[ポテンシャル]と運動エネルギーの増

加分の和は、(２－４５)の、[質量エネルギー]

の減少分に等しくなります。」   (２－４８) 

このことを、(２－４４)を使って式で表します。 

                              

36 [ポテンシャル]は(１－８２)にあるように、

重力のひずみで光速が押し込められているた

めに生まれます。なお[CP]が[重力域]で自然

落下中に、(２－４９)以上の運動エネルギー

を持つことはありません。したがってローレ

ンツ収縮による運動エネルギーを別途持つこ

とはありません。このことは[重力域]を自然

落下中の[CP]が、ローレンツ収縮とは異なっ

た[調和振動状態]にあることを示しています。 

重力加速度は[重力域]で[CP]の光弦の循環

速度が光弦の各部分で異なるために生まれ

ます。このことから、[CP]が一定の距離を落

下したときの E (2-49)は、[CP]の光弦の光

速の差を合計した値になります。これは(２

－５４)から[ひずみエネルギー]に等しくな

ります。そして[ポテンシャル]も(１－７７)

のｒの差で決まるので、これも光弦の光速の

差を合計した値になります。したがって、(２

－４８)の記述になります。 

Ep＝E ＝½(E0 E ) 

＝
 

 
 𝑀  

 {  (  
  

   
) ¯ }  (２－４９)  

Ep ，E ； 無限遠から[重力域]を自然落下し

ている[CP]の、［ポテンシャル]と

運動エネルギー。 

 𝑀    ⁄  １ のとき、(２－４９)の最右辺から、次

の式が成立します。 

Ep＝E  ≅  
 
 𝑀  

 {  (  
   

   
)} ＝

    
   

(２－５０) 

「符号を考えなければ、(２－５０)は[古典力学]

に等しくなります。」        (２－５１)  

RA に静止していた[CP]を自然落下させ、RB に到

着したときの[CP]の運動エネルギーは、  (２－

４８)(２－４４)から、次の式で与えられます。   

E  ＝½(EA EB) 

＝ 
 

 
 𝑀  

  {(  
  

    
) ¯  (  

  

    
) ¯ }  

(２－５２) 

E  ；[CP]を RA から自然落下させ、RB に到着し

たときの[CP]の運動エネルギー。 

EA ,EB； RA ,RB での[CP]の[質量エネルギー]。 

RA,RB； 重力源 M の重心からの距離。 

 𝑀    ⁄  １ のとき、h＝RA RB，r＝RA≅  B 

とおけば、(２－５２)から、次の式が成立します。 

E ≅  
 
 𝑀  

  {(  
   

    
)  (  

   

    
)} 

  E ≅ 
     

   ＝ 𝑀                 (２－５３) 

ただし  ＝  𝑀   ⁄   

この式は[古典力学]と同じで観測値と整合します。 

「[重力域]を無限遠から自然落下していた[CP]

が机に衝突して静止すれば、[CP]は机に運動エ

ネルギーを与えます。このとき[仕事の作用反

作用](1-109)によって[CP]が机から受け取る
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等量のエネルギーを、[ひずみエネルギー]と書

きます。 

なお、[質量エネルギー](1-105)と[ポテンシャ

ル](2-49)は、[CP]が机に衝突して静止しても、

変化することはなく同じ値のままです。37」 

   (２－５４) 

「したがって、机の上に静止している[CP]は、(２

－４４)の[質量エネルギー]と、(２－４９)の

[ポテンシャル]と、(２－４９)の運動エネルギ

ーと等量の、(２－５４)の[ひずみエネルギー]

を持っています。この[ひずみエネルギー]の量

は、(２－４９) (２－５４)から、[ポテンシャ

ル]に等しくなります。 

(２－４６)(２－４７)から、[ポテンシャル]も

ひずみエネルギーの一種で、[ポテンシャル]と

[ひずみエネルギー]の区別はつけられないが、

運動エネルギーの授受によって生まれた分を、

差し当たり[ひずみエネルギー]と呼んで、[ポ

テンシャル]と区別します。 

以上のようにこのレポートでは、[ポテンシャ

ル]が運動エネルギーに転化するとは考えませ

ん。」                   (２－５５) 

「机を素早く下方に取り去ると、机の上に静止し

ていた[CP]は、再び自然落下を始めます。 こ

のとき[CP]は、机からエネルギーを受け取って

いないので、静止していたときに持っていた

[ひずみエネルギー]を持ったまま、[CP]は新た

な自然落下を始め、落下分の運動エネルギーを

持ち、[ポテンシャル]を増加させ、その分[質

量エネルギー]を減少させます。 

逆に、ローレンツ収縮による影響を無視できる

ほど、ゆっくり机を上昇させたとします。する

と[CP]は[ひずみエネルギー]と[ポテンシャ

                              
37 [質量エネルギー]と[ポテンシャル]は、重力

源からの距離だけで決まります。 

ル]を減少させ、その分[質量エネルギー]を回

復させながら上昇します38 (1-109)(4-45)。 

これらの変化があっても、[CP]または[op]の

[光弦]が一体化していれば、[CP]または[op]の

すべてのエネルギーが一体化しています。その

ため、このときの[重力域]での[CP]または[op]

の振動数は、(１－８８)で与えられることにな

ります。」                   (２－５６) 

 

Ⅱ－６．    [時計]の遅れ 

Ⅱ－６－１．[時間]の計算式 

ここでも[絶対尺度](1-9)と[絶対時間](1-9)を

使っています。 

「[付着 op](2-18)としての[光弦] (1-1)と区別し

て、[共有 op]としての(１－４０)の[光弦]を定

義します。 

[付着 op]は、１つの[本体 CP](1-34)が運動し

たときにできる[限られた空間](1-44)で[調和

振動]している[op]です。それに対して[共有

op]は、[絶対・真空座標系]に静止している原

子内の２つの[CP]間にできている[限られた空

間]に共有され、長さ方向に光速で循環しなが

ら[調和振動]している[op]を言います。[共有

op]を[共有]している原子内の２つの[CP]を、

[原子 CP] (1-35)と書きます。  (２－５７) 

「(１－９２)(２－５７)から、 [共有 op]とそれ

がそのまま放射されてできた[sp]のエネルギ

ー、[質量]、波長、振動数等は同じになります。 

そこでそのエネルギー、[質量]、波長、振動数、

周期を     𝑀       𝜈      と書きます。」 

  (２－５８) 

[共有 op]についても次の式が成立します。 

  𝜈  ＝ c   c；(1-81)    (２－５９) 

                              
38 重力場で[CP]が自然落下したり上昇したりす

るのは力を受けているためです。したがってエ

ネルギーを受け取っています。しかし(１－１

０９)の[仕事の作用反作用の法則]から、[CP]

全体のエネルギーは常に一定です。 
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「[原子CP]に[共有]された[共有op]が、[原子CP]

と一緒に運動を始めれば、[共有 op]もローレン

ツ収縮によって変化します。 

また重力域に移動すれば、[原子 CP]と同じよう

に変化します。 

その変化した[共有 op]の[質量]、波長、振動数、

周期を (𝑀      
′   𝜈 

′     
′ )と書きます。」 

(２－６０) 

ローレンツ収縮によって変化した[共有 op]の振

動数と周期は、(１－７２)(１－７３)から次の式

で与えられます。 

𝜈 
′  ＝𝜈                (２－６１) 

  
′ ＝   ／             (２－６２) 

[重力域]に移動したために変化した[共有 op]の

振動数は、(２－５６)から(１－８８)で与えられ

ます。 

𝜈 
′＝  (  

  

   
) ¯       (２－６３) 

(１－１１)から、次のことが言えます。 

「特定の原子の、[共有op]の振動数 𝜈 
′   や周期    

′  

で、ローレンツ収縮時や[重力域]での[特定系

時間](1-10)を決定します。39」 

                    (２－６４) 

秒の単位を表すように比例定数 k を選ぶと、 

(１－９)(１－１０)から、(２－６４)を次の式で

表すことができます。  

[絶対時間の 1 秒]＝k    ＝k／𝜈    (２－６５) 

[特定系時間の 1 秒]＝k  
′＝k／𝜈 

′     (２－６６) 

[絶対時間の 1 秒]40 ； [絶対時間](1-9)(1-11)の 1

秒の時間間隔。 

                              
39 原子標準時計の‘しくみ’を書いただけです。

計測しやすい原子の周期を選んでいますが、実際

にはすべての原子が、環境によって一様に周期を

変化させます。 
40 [絶対時間]と言っても、あくまでも‘仮の’ 

[絶対時間]です。それでは‘本当’のは？それ

はだれにもわかりません。 

[特定系時間の 1 秒]； 特定の座標系に固定された

[時計]で測定される、1 秒の

時間間隔(1-10)。 

      𝜈  ； (2-58)。 

  
′ ， 𝜈 

′  ； (2-60)。[絶対時間]で測定した、特定の

座標系での[共有 op]の周期と振動数。 

 

「(２－６５)は、同じ条件で測定された現代物理

学の時間と同じになります(1-11)。(２－６５) 

(２－６６)で k を選ぶことによって、単位を分、

時間等に変更できます。」    (２－６７) 

(２－６５)と(２－６６)から、 

[特定系時間の 1 秒]＝[絶対時間の 1 秒]× 
  
 

  
  

＝[絶対時間の 1 秒]× 
𝜈 

𝜈 
         (２－６８) 

「この式の[特定系時間の 1 秒]と[絶対時間の 1

秒]との比は、それぞれの場で測定される 1 秒

の時間間隔の比を表しています。」  (２－６９) 

「(２－７２) (２－７４)から、[特定系時間の 1

秒]の時間間隔は、[絶対時間の 1 秒]の時間間

隔より大きくなります。そのため特定の座標系

に固定された[時計]は、[絶対・真空座標系]に

固定された[時計]に比べて、遅れる(遅く進む)

ことになります。」        (２－７０) 

 

Ⅱ－６－２．[時計]の遅れ 

「‘運動している[時計]’の遅れは、次のように

なります。 

(２－６４)から、(２－６０)の[共有 op]の振動

数を測定し、その振動数を(２－６８)に代入す

れば、運動している[時計]で計測される‘遅れ

る’[時間]が得られます。運動している[共有

op]の振動数は、(２－６１)の  𝜈 
′  ＝𝜈     なの

で、これを(２－６８)に代入します。」 

(２－７１) 
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[特定系時間の 1 秒]＝[絶対時間の 1 秒]×
𝜈 

𝜈 𝛾
 

＝
[絶対時間の１秒]

𝛾
          (２－７２) 

[特定系時間の 1 秒]；運動している座標系に固定さ

れた[時計]で測定される 1 秒

の時間間隔。 

[絶対時間の 1 秒] ； [絶対・真空座標系]に固定さ

れた[時計]で測定される 1 秒

の時間間隔。γは(1-62)。 

 

「(２－７２)は、[特定系時間の 1 秒]の時間間隔

が[絶対時間の 1秒]の時間間隔の   ⁄  倍あるこ

とを示しています。そのため(２－７０)のよう

に、運動している[時計]はその分遅れることに

なります。」          (２－７３) 

[重力域]での[時計]の遅れも、(２－７１)と同じ

ように求めることができます。 

[重力域]での[共有 op]の振動数は(２－６３)で

与えられているので、これを(２－６８)に代入す

ると、[重力域]に固定された[時計]で測定される

‘遅れる’[時間]が、次の式で与えられます。 

[特定系時間の 1 秒]＝[絶対時間の 1 秒]×(  
  

   
) 

                  (２－７４) 

[特定系時間の 1 秒]；[重力域]に静止している、ま

たは[重力域]を自然落下し

ている[時計]で測定される、

1 秒の時間間隔。 

 

「(２－７２)と(２－７４)の[時計]の遅れは、次

のようにすれば計測できます。 

１か所で時刻を合わせた２つの[時計]を、別々

の地点に移動して固定します。そして、充分[時

間]が経過した後に、２つの[時計]を１か所に

集め、計測された[時間]を比較します。   

２つの[時計]を移動することによって起こる

誤差は、計測時間を充分とることによって小さ

くできます。41」        (２－７５) 

 

Ⅱ－７．    運動エネルギー分離 

Ⅱ－７－１．光のドップラー効果 

(２－１４)(２－１５)から、[絶対・真空座標系] 

(1-7)を[外部運動](1-43)する[共有 op](1-40)も、

次の式を満足します。 

   
′ ＝ 𝜈   ＝𝑀   

            (２－７６) 

      
′ ＝  －   

′ ＝ 𝜈  (1－ )＝𝑀   
 (1－ ) 

                      (２－７７)  

   
′      

′ ；[共有 op]の[質量エネルギー]と[外部

運動エネルギー]。 

     𝑀   𝜈 ； (2-58)。 

 

「[共有 op]が[sp](1-32)に転化して放射される

とき、運動エネルギー分が場合によっては放射

されないというモデルを提案します。これは、

[共有 op]としての[光弦]がエンドレスでない

(1-36)ことと、運動エネルギーとしての運動方

向と、放射される[sp]の運動方向が異なるため

に成立する、と考えることができます。 

[共有 op]の運動エネルギー分をすべて分離し、

[質量エネルギー]分だけが放射されてできる

‘特別な[sp]’を、[t-sp]と書きます 42。[t-sp]

は[共有 op]が放射されてできる[sp]なので、  

[共有 op] ⇔ [t-sp] の転化が観測されます。 

[t-sp]の[質量]、波長、振動数、周期を、

𝑀       𝜈      と書きます。」      (２－７８)  

(１－９７)(１－１１０)から[sp]の[質量]と全

エネルギーは比例するので、 (２－７６)と (２

－７８)から、[t-sp]の[質量] 𝑀  は次の式で与え

られます。     

                              
41 これは理論上の話で、実際は大変な作業です。 
42 これ等の分離では、１本の[光弦]が２本に分離

すると考えました。『ＣＰ物理学』ではエネル

ギーが保存される限り、[op]や[sp]の分割と合

成は自由に行われると仮定しています。 
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𝑀 ＝𝑀               (２－７９) 

[t-sp]の振動数と周期は、ローレンツ収縮が無関

係(1-60)になり、[質量]だけによって決まるので

次の式が成立します。                      

𝜈 ＝𝜈                   (２－８０) 

  ＝   ／                 (２－８１) 

(２－５９)(２－８０)と   𝜈 ＝c から、 

  ＝  ／                 (２－８２) 

「(２－８０)の[t-sp]の振動数が、光の横ドップ

ラー効果として観測される振動数です。そのた

め[t-sp]を、‘特別な[sp]’(2-78)と書きまし

た。」                 (２－８３) 

次に、光のドップラー効果の一般式を考えます。 

「[絶対・真空座標系](1-7)を運動する[原子

CP](1-35)の速度を   とします。[原子 CP]の運

動方向と角θをなす方向に、[共有 op]が放射さ

れてできる一般の場合の[sp]を、[θ-sp]と書

きます。そして[θ-sp]の波長、振動数、周期

を   ，𝜈 ，  と書きます。」   (２－８４) 

 

「仮想的に、[t-sp]が速度   で運動している[原

子 CP]から、角θの方向に放射される瞬間を考

えます(次の図)。 

 

 図 43      [原子 CP]の運動方向 

                     

θ        [t-sp]の運動方向 

 ⟼(     )×  ↔    ⟻ 

 ⟼       ＝c      ⟻ 

 

このとき、[t-sp]の[光弦]の最前部が原子を出

発してから、その[光弦]の最後部が原子を離れ

るまでに要すると想定される時間(周期)は、

  (2-78)になります。したがって、想定される

[光弦]の長さは      ＝c       になります。ところ

                              
43 この図を式で表すと(２－８６)になります。 

が[原子 CP]はその    間に、(     )×    の距離

を[t-sp]の放射方向に運動します。(上の図参

照)。 そのため[t-sp]の波長と周期は圧縮され、

(２－８４)の定義から、それは[θ-sp]の波長

と周期として観測され、次の式で与えられま

す。」             (２－８５) 

  ＝             ＝  (１  
     

 
) 44 

                                 (２－８６) 

同じように    ＝  (１  
     

 
)   (２－８７) 

(２－８２)を(２－８６)に代入すると、 

  ＝
𝜆 

 𝛾
・(１  

     

 
)         (２－８８) 

(２－８７)(２－８０)から   

𝜈 ＝𝜈     (１  
     

 
)⁄ ＝𝜈       (１  

     

 
)⁄     

                                      (２－８９) 

          𝜈     ； (2-58)。 

    𝜈      ； (2-78)。 

      𝜈     ； (2-84)。 

「(２－８９)は、相対性理論の光のドップラー効

果の式と同じになります。θ＝½πのときが横

ドップラー効果になり、θ＝0 ,πのときが縦ド

ップラー効果になります。」   (２－９０) 

「(２－８６)から   ＝  (１  
𝑀      

𝑀  
) 

これは、[θ-sp]の運動方向に応じて[共有 op]

の運動量成分が分配され、[θ-sp]が形成され

ていることを表しています45。このことから、

θ＝ ½πの横ドップラー効果のときに、運動

                              
44 ‘光弦’の波長を短くするということは、その

‘光弦’にエネルギーを与えることを意味します。 

45 方向に応じて運動量成分が分配・分離されるこ

とが、(３－４０)の言う、[運動エネルギー]

がベクトルであるとする根拠になります。 
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エネルギー分を完全に分離して、‘特別な’ 

[t-sp]が作られていることも納得できます。 

当然のことですが、[原子 CP]と一緒に運動して

いる座標系では[相対性原理](2-120)によって、

この運動量すなわち‘光のドップラー効果’は 

観測されません。」      (２－９１) 

「光のドップラー効果で、直接観測されるのは

[sp]の振動数です。(１－７３)による[CP]の振

動数の変化が、直接観測されることはありませ

ん(1-100)。」         (２－９２) 

 

Ⅱ－７－２．重力域での運動エネルギー分離 

「[原子 CP](2-57)に共有されて[重力域](1-3)に

静止している[共有 op]も、[原子 CP]と同じよ

うに(２－４９)の[ポテンシャル]と 

(２－５４)の [ひずみエネルギー]を持ちます。

そして(２－７８)の[t-sp]と同じように、[運

動エネルギー]分（としての[ひずみエネルギ

ー]）を分離して[sp]に転化します。 

そこで、[重力域]で[ひずみエネルギー]分を分

離して[共有 op]が変化した[sp]を、[G-sp]と

書きます 46。 

定義から[G-sp]は、[共有 op]が放射されてで

きた[sp]なので  [共有 op]⇔ [G-sp]  の転

化が観測されることになります。 

[G-sp]の[質量]、波長、振動数、周期を 𝑀  ，

   ，𝜈  ，   と書きます。」 

                (２－９３) 

「重力が無い空間では、運動していた[原子 CP]

が停止すれば、[共有 op]の[運動エネルギー]

分は、 [共有 op] の[質量エネルギー]として運

動開始以前の状態に回復します。 

                              

46 自然落下中の[原子 CP]が、任意の方向に[共

有 op]を[sp]に転化して放射すれば、重力場

での光のドップラー効果になります。 

  

しかし、[重力域]に停止した[原子 CP]は、[ひ

ずみエネルギー](2-54)を持っています。 

この[原子 CP]の[ひずみエネルギー]と、[共有

op]の[ひずみエネルギー](2-95)が[調和振

動](2-28)しているために、[原子 CP]と[共有

op]が重力域で停止しても、[共有 op]の[質量エ

ネルギー]は回復しません。 

これらの事情で 47、[重力域]に停止している

[共有 op]が放射されるとき、 [ひずみエネルギ

ー]分は残したまま、分離して[G-sp]に転化し

ます。」            (２－９４) 

(２－４９) (２－９３)から、[共有 op]についても

次の式が成立します。 

  𝑝
′ ＝   

′ ＝½(      
′ ) 

＝
 

 
𝑀  

 {  (  
  

   
) ¯ }     (２－９５) 

  𝑝
′  ； [重力域]での[共有 op]の[ポテンシャ

ル]。 

    
′ ； 無限遠から[原子 CP]と一緒に自然落下

したときの[共有 op]の[外部運動エネ

ルギー]。または[重力域]に停止した

ときに[外部運動エネルギー]分が転

化した、[共有 op]の[ひずみエネルギ

ー]。 

   , 𝑀 ； (2-58)。 

   
′ ；[重力域]に停止している、または[原子

CP]と一緒に[重力域]を自然落下して

いる、[共有 op]の[質量エネルギー]。 

 

(２－９３)(２－９５)から次の式を得ます。 

                              

47これは重力が放射状に広がるため、[CP]・ 

[op]の内部の重力分布が異方性になっている

ためと考えました。  
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  ＝  －   
′ ＝𝑀  

 －
 

 
𝑀  

 {  (  
  

   
) ¯ } 

＝
 

 
𝑀  

 { ＋ (  
  

   
) ¯ }     (２－９６) 

  ； [重力域]に静止している[共有 op]が放

射されてできた[G-sp]の全エネルギー。 

 

(１－９７)(１－１１０)から、[sp]の[質量]と全

エネルギーは比例するので、(２－９６)から、

[G-sp]の[質量] 𝑀  は、次の式で与えられます。 

𝑀  ＝ 
 

 
𝑀 { ＋ (  

  
   

) ¯ }       (２－９７) 

[G-sp]の振動数は、(１－８８)の赤方偏移と、(２

－９６)の[ひずみエネルギー]分離分を合わせた、

次の式になります。 

𝜈 ＝𝜈 (  
  

   
) ¯ ∙  

 
{ ＋ (  

  

   
) ¯ }  

                 (２－９８) 

𝜈  ；(2-93)。 𝜈  ；(2-58)。 

 

「(２－８０)(２－９８)のように、[光弦] (1-1)

の[質量](1-92)の増減によって起こる青方・赤

方偏移を[𝑆𝐿]と書きます。そして(１－８８)の

ように、[光弦]の光速の違いによって起こる青

方・赤方偏移を、[𝑆 ]と書きます。」 

 (２－９９) 

「[𝑆 ]分による振動数の変化は、[共有 op]も

[G-sp]も、ともに(１－８８)で与えられます。

しかし、[𝑆𝐿]分は[sp]である[G-sp]だけに与え

られ、その大きさは[G-sp]が放射された地点と

重力源との距離で決まります。」 

 (２－１００) 

 

Ⅱ－８．    光の青方赤方偏移 

Ⅱ－８―１．太陽からのスペクトル 

「太陽が絶対空間中に静止しているとします。 

太陽表面に静止している特定の原子から放射

される特定の[sp]の振動数は、[絶対時間]を使

って、 (２－９８)(２－１００)から、次の式

で与えられます。 

ただし、地球の重力による補正分は、無視して

います。」          （２－１０１) 

𝜈 
′＝𝜈 (  

  

   
) ¯ ∙  

 
{ ＋ (  

  

   
) ¯ }  

    (２－１０２) 

𝜈 
′；太陽で放射された[sp]の振動数。 

    𝜈 ；その[sp]が、‘[物理的真空中]’に[原子

CP]の[共有 op]として、静止していたと

したときの振動数。 

ｒ; 太陽の重心と[sp]との距離。 

R；[sp]が放射された地点と、太陽の重心と

の距離。 

M；太陽の[質量]。 

 

「太陽の重力による[𝑆 ](2-99)を受けながら、こ

の[sp]は、地球に到達します。 

(１－８８)から、地球で発生した[共有 op]や 

[sp]は、太陽の重力による[𝑆 ]はすでに受けて

います。 

したがって、地球の重力の影響を無視すれば、

太陽からの[sp]と、地球で発生した[sp]の振動

数の違いは、(２－１０２)最右辺の、太陽の重

力による[𝑆𝐿]分(2-99)になります。」 

 (２－１０３) 

 

Ⅱ－８－２．R.V.Pound と G.A.Rebka による

検証 

パウンドとレブカが 1960 年に行った実験につい

て考えます。次の①～④を前提条件とします。 
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Ａ      

 

          

放射 

ｈ         [sp] 

              受信 

 

        

Ｂ 

 

① 「地上からの高さが h の地点をＡ，地上の地

点をＢとします。Ａに放射装置を、Ｂに受信

装置を置いた場合を考えます(上の図)。 

この検証法は次のようです。 

『Ａの放射装置の [共有 op](2-57)が、放射さ

れて[sp]になり、その[sp]が、Ｂの受信装置

の [共有 op]になるための条件を求めます。』」 

                    (２－１０４) 

②  𝑀    ⁄  １ とします。       (２－１０５) 

③ 「(２－１０３)から分るように、(１－８８)の

[𝑆 ]分(2-99)は、[原子 CP]と[共有 op]が同じ

割合で変化するので、打ち消し合って観測さ

れません48。そこで、[𝑆𝐿](2-99)による振動数

の変化分だけを考えます。 

 𝑀    ⁄  １ のとき、[𝑆𝐿]による振動数の変化

は、(２－９８)最右辺から、次の式で与えら

れます。」          (２－１０６) 

 𝜈 ≅ 𝜈 (  
  

     
)       (２－１０７) 

 𝜈 ≅ 𝜈 (  
  

     
)       (２－１０８) 

                              

48 地球の自転を考えると、ＡはＢより早く運動

しているので、[絶対・真空座標系]から観測

すると(２－１３７)の補正が必要ですが、そ

れは無視できる値です。 

 

 𝜈  , 𝜈 ；Ｂ，Ａに静止している[原子 CP] 

(2-57)で受信、または[原子 CP]から放射さ

れる[sp]の、[𝑆 ]分だけを補正した振動数。 

𝜈 ；ＡとＢを含む装置全体が、[絶対・真空座

標系](1-7)に固定されていると仮定した

ときの、ＡまたはＢでの[共有 op]の振動数。

したがって 𝜈  は、(２－５７)の[共有 op]

の振動数に相当します。 

𝑅  , 𝑅 ；重力中心からＢ,Ａ地点までの距離。 

④ 「振動数の変化は(２－１０７)(２－１０８)

によって与えられるので、Ｒだけの関数にな

ります。このことは、放射または受信される

[sp]の振動数が、原子の経歴によらないこと

を示しています。」       (２－１０９) 

(２－１０７)(２－１０８)から、次の式が得られま

す。 

𝜈𝐵

𝜈𝐴
≅

𝜈 (  
 𝑀

  𝑅𝐵
)

𝜈 (  
 𝑀

  𝑅𝐴
)

⁄   (２－１１０) 

変形して 

𝜈𝐵

𝜈𝐴
≅ (  

  

  𝑅 
) (  

  

  𝑅 
) ≅ 1－

 𝑀

  

𝑅𝐴−𝑅𝐵

𝑅𝐴𝑅𝐵
 

ここで 𝑅  𝑅 ＝h ，𝑅 𝑅 ≅   ，   𝑀   ⁄ とお

くと、 

𝜈  ≅ 𝜈  (  
 ℎ

  )        (２－１１１) 

「この式から、Ｂで受信できる[sp]の振動数は、

𝜈  が赤方偏移した振動数になります。 

そこで、Ａの放射装置を上方に運動させ49、縦

ドップラー効果を引き起こすことによって、Ｂ

で受信できる(２－１１１)の振動数まで、𝜈  を

赤方偏移させます。 

これは、(２－８９)の光のドップラー効果の式

で、原子が遠ざかる場合に相当します。したが

って、(２－８９)の最右辺の 𝜈  を 𝜈  に、cosθ

                              
49 上方に運動させると重力減少による影響が生

まれますが、無視できる大きさです。 

放射装置 

[原子 CP]●[共有 op]●[原子 CP] 

[原子 CP]●[共有 op]●[原子 CP] 

      受信装置 
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を cosπに置き換えて得られる、次の式で与え

られます。」          (２－１１２) 

𝜈 
′＝

𝜈𝐴 𝛾

     ⁄  
  𝜈  √

 −   ⁄  

     ⁄  
   (２－１１３) 

      なので、この式から、 

𝜈 
′  ≅ 𝜈  (  

 

 
)        (２－１１４) 

𝜈 
′；Ａの放射装置を上方に運動させたときに放

射される[sp]の、Ｂで受信される振動数。 

𝜈 
′＝𝜈 となるための条件は、(２－１１１)と  

(２－１１４)から 

𝜈  (１   
 ℎ

  ) ＝ 𝜈 (１   

 
)    

したがって   ＝
 ℎ

 
        (２－１１５) 

この式は実験結果と一致します。 

 

Ⅱ－９．    相対性原理と光速 

Ⅱ－９－１．相対性原理の定義 

「実験室の温度を高くしたり低くしたりすると、

室内の物質は、その種類や状態によって熱膨張

率が異なるため、異質性を現します。    

しかし環境が変化しても、その環境の変化に対

応する異質性が現れない場合もあります。この

ときすべての物質は、その環境の変化に対して

同質性を持っている、と表現します。 

このように、物質の種類や状態によらず同質性

が現れることを、[相対性原理]と定義します。」 

                 (２－１１６) 

 

Ⅱ－９－２．長さの相対性原理 

「ローレンツ収縮(1-61)によって、運動している

慣性系のすべての物体が、一様に長さの変化を

受けます。そのため、その慣性系に固定した‘も

のさし’では、ローレンツ収縮による長さの変

化を感知できません。 

なぜなら、‘ものさし’は物体の一部分を切り

取ったものなので、‘ものさし’は慣性系上の

すべての物体と一体化しており、そこに長さの

異質性を見つけることができないからです。 

このように、‘ものさし’と物体で長さの変化

分を打ち消し合ってしまい、長さの異質性を感

知できないことを、このレポートでは[長さの

相対性原理]と書きます。 

なお[長さの相対性原理]によって変化分が打

ち消されているだけなので、その変化分を、[絶

対尺度](1-9)では計測できると仮定します。」 

               (２－１１７) 

Ⅱ－９－３．時間の相対性原理 

「運動する慣性系に固定された[時計]・[重力域]

に固定された[時計]は、(２－７２)(２－７４)

のように[絶対・真空座標系](1-7) に固定され

た[時計]に比べて、一定の割合で遅れます。し

かし同じ条件下では、すべての[時計]が同じ影

響を受けるので、それらの[時計]で、[時間]の

変化を感知することはできません。また同じ条

件下のすべての物体のすべての[共有 op] 

(1-40)で振動数の変化は同じになります。つま

りすべての物体で、(２－６８)の最右辺の 𝜈 
′  は

同じ割合だけ変化するのです。このことから、

[時計]は物体の一部分を切り取ったものと言

えるので、[時計]は物体と一体化し、そこに[時

間]の異質性を見つけることができません。 

このように、[時計]と物体で[時間]の変化分を

打ち消し合ってしまい、[時計]で[時間]の異質

性を感知できないことを、このレポートでは

[時間の相対性原理]と書きます。」 

     (２－１１８) 

 

Ⅱ－９－４．質量の相対性原理 

「運動している慣性系では、[付着 op](1-39)によ

って、(２－２５)のように [見かけの質量]が

増加します。しかし、この変化を天秤で測定し
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ようとしても、天秤の錘も同じ割合で変化して

います。なぜなら、錘は物体の一部分を切り取

ったものなので、錘は物体と一体化しており、

そこに[質量]の異質性を見つけることができ

ないからです。このように、錘と物体で[質量]

の変化分を打ち消し合ってしまい、天秤で[質

量]の異質性を感知できないことを、このレポ

ートでは、[質量の相対性原理]と書きます。[絶

対・真空座標系]に静止していたときの[質量]

からの変化は、長さと同じように、測定できる

と仮定します。」 

                (２－１１９) 

 

Ⅱ－９－５．相対性原理の成立 

「[絶対・真空座標系](1-7)に、‘ものさし’と[時

計]と天秤と任意の物体が固定されているとし

ます。 

このとき、‘ものさし’と[時計]と天秤は、(２

－１１７)(２－１１８)(２－１１９)から、そ

れぞれが物体と一体化しています。したがって

その物体を介して、‘ものさし’と[時計]と天

秤の３者も一体化しており、３者間に異質性を

見つけることはできません。 

すると環境を変化させても、例えばその慣性系

を一様に運動させるとかしても、物体と‘もの

さし’と[時計]と天秤間に、異質性を見つける

ことはできません。 

このことから、その慣性系に固定された物体を、

その慣性系に固定された‘ものさし’と[時計]

と天秤で測定した測定値は、一体になって、[相

対性原理]を満足させることになります。 

そのため任意の慣性系を仮の[絶対・真空座標

系]とみなし、その慣性系に固定された‘もの

さし’と[時計]と天秤で測定された測定値を、

仮の[絶対・真空座標系]での測定値とみなして

も、その慣性系では差し当たり不都合が起こり

ません。したがって物理法則はすべての慣性系

に対して同じ形で表されるという特殊相対性

原理が成立することになります。」(２－１２０) 

「慣性系上を運動する[CP](物体)は大きさを持ち、

運動するとローレンツ収縮するので、速度の定

義は出発と到着の定義をまずしっかりさせる

必要があります。 

また慣性系上を運動する物体と、慣性系に固定

された天秤の錘は、[質量]の変化分を打ち消し

合えないので、一体化していません。したがっ

て、慣性系上を運動する物体・[CP]・[op]の[質

量]に、[相対性原理]を適用することはできま

せん。結論として特殊相対性原理は、任意の慣

性系で慣性系自身の変化による変化分が相殺

されてしまい、観測にかからないことから成立

します。ですから『ＣＰ物理学』ではこの変化

分を[絶対・真空座標系]からは観測できると仮

定します。」         (２－１２１) 

 

Ⅱ－９－６．測定される光速 

「はじめに、[重力域](1-3)に静止して、光速を

測定する場合について考えます。 

(１－７７)(１－８０)(１－８１)から、[重力

域]では[物理的真空中](1-5)に比べて、 

   (  
  

   
)⁄  の割合で光速が遅れます。また(２

－７４)から、[重力域]では[物理的真空中]に

比べて、光速と同じ割合だけ、[時計]が遅れま

す。そのため、[重力域]では、光速の遅れと[時

計]の遅れが打ち消し合ってしまい、光速が常

に一定値   に測定されることになります。」 

      (２－１２２) 

次に、重力が無い空間を運動している座標系で、

光が往復する[時間]を測定して、光速を求める方

法について考えます。 

「マイケルソン-モーリーの実験(1-70)は、実験装

置を光が往復する[時間]を測定しています。そ

のため(１－７２)の光の周期を、次のように考

えることができます。」     (２－１２３) 
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「[絶対時間]で測定すると、実験装置が静止して

いたとき  0 に測定された光の往復時間が、実

験装置が運動したときは、  0  ⁄   に測定されま

す。」              (２－１２４) 

「ところで、運動している実験装置に固定された

[時計]で測定される[時間]は、[特定系時間]で

す。そこで、[絶対時間]で測定された光の往復

の[時間]   0  ⁄   を、[特定系時間]に変換する

ために、(２－７２)の[絶対時間]の 1 秒を

  0  ⁄  に置き換えます。」    (２－１２５) 

[絶対時間の    ⁄  ]＝[特定系時間の    ⁄  ]×γ 

＝[特定系時間の  ]         (２－１２６) 

(２－１２４)(２－１２６)から 

「実験装置と一緒に運動している[時計]では、実

験装置を光が往復する[時間]が、実験装置が静

止していたときと同じ  0 に測定されます。 

このことから、運動している慣性系で、光が往

復する時間を使って光速を計算すると、光速は

一定値  (1-81)に測定されることになります。

これは実験装置が運動するときの光の周期(光

の往復時間)の遅れと、[時計]の遅れが打ち消し

合うためです。」         (２－１２７) 

「次に、光の片道で光速を測定したらどうなるか

を考えます。そのために、光のドップラー効果

を[相対性原理](2-120)の面から考察します。 

 (２－５８)(２－８４)の用語・記号をそのまま

使用します。重力は考えません。」 

                (２－１２８) 

「最初に[絶対・真空座標系](1-7)に静止して、

片道で光速を測定する場合について考えます。

このときの光速は(１－１４)の定義から、一定

値    (1-81)になります。 

 次に運動している[原子 CP](2-57)に固定され

た慣性系で観測する場合について考えます。 

この慣性系から放射される[共有 op]が 

(２－８４)から[θ-sp]になります。[θ-sp]の

波長と振動数は(２－８４)の定義から    と

 𝜈  ですが、この慣性系に固定した‘ものさし’

と[時計]を使って測定すると、(２－１１７)の

[長さの相対性原理]によって   と  は同じ長

さの波長に測定され、(２－１１８)の[時間の相

対性原理]によって 𝜈  と 𝜈  は、同じ振動数に測

定されます。このことは、長さの変化分を[θ

-sp]の波長と‘ものさし’が打ち消し合い、[時

間]の変化分を、[θ-sp]の振動数と[時計]が打

ち消し合うという、[相対性原理]が成立するこ

とを意味します。 

結論として、この慣性系に固定された‘ものさ

し’と[時計]で測定される[θ-sp]の光速は、(２

－８８)の     と(２－８９)の 𝜈  を掛けて、(２

－５９)の[共有 op]の光速と同じ、  (1-81)に観

測されることになります。」    (２－１２９) 

「(２－１２９)から、特定の慣性系で観測すると、

[θ-sp]は、その慣性系に対して光速   で運動し

ていると観測されます。しかしそれは、相対性

原理によって 変化分が打ち消されているだけ

なので、[絶対・真空座標系]に静止して観測す

ると、その慣性系と[θ-sp]との相対速度は

            になり、光のドップラー効果が観

測される、と『ＣＰ物理学』は主張しています。」 

  (２－１３０) 

 

Ⅱ－１０．    ニュートン力学の補正 

「ここでは、水星の近日点移動の観測を念頭に、

太陽の重力が無視できる地点から、惑星の運動

を観測したときのニュートン力学の補正を考

えます。ただし惑星の運動はほぼ円軌道で、そ

の円運動の速度はほぼ一定の   で、     ，

太陽の重力による惑星の運動への影響を 

 𝑀    ⁄  １ とします。ここでの補正には、[相

対性原理](2-120)によって観測されなくなっ

てしまっている現象(2-121)が、太陽の重力が

無視できる地点からは観測されてしまうため

に生じる補正も含まれています。」(２－１３１) 
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次の①～⑤に分けて考えます。 

①「運動している物体は[付着 op](2-18)を持つ

ので、 運動している物体の‘見かけの質量’

は、(２－２５)式のように増加します。 

[付着 op]という考え方はニュートン力学に含

まれていないので、ニュートン力学で想定され

る[質量]は、その分補正されることになりま

す。」             (２－１３２)  

      ≅ 𝑀0   ⁄           (２－１３３)  

  ； 運動する惑星の[見かけの質量]。 

  𝑀0 ； ニュートン力学で想定される質量。 

    ； (1-62)。 

② 「特定の慣性系に固定してある[時計]は、[絶

対・真空座標系]に固定してある[時計]に比べ

て遅れます(2-72)(2-74)。 

ニュートン力学はこのことを含んでいません。

そのため惑星に固定してある[時計]は、ニュ

ートン力学で想定される[時計]より遅れま

す。」             (２－１３４) 

ｔ≅  0  (  
  
   

) ¯       (２－１３５) 

   ； ニュートン力学で想定される、惑星に固

定された[時計]で計測される[時間]。 

     ｔ； その[時計]で実際に計測される[時間]。 

③ 「[CP](1-33)・[op](1-36)が運動すると、そ

の周期が遅れます(1-72)。これは、[CP]・[op]

としての[光弦]の光速が一定なのに、[光弦]

がローレンツ収縮することによって、余分な

距離を運動してしまうためです。[光弦]が余

分な距離を運動すると、その分だけ任意の方

向の速度と加速度が遅れることになります。

ニュートン力学は、ローレンツ収縮という考

え方を含んでいないので、ニュートン力学で

想定される、惑星の任意の方向の速度と加速

度は、次のように補正されることになります。」 

         (２－１３６) 

V ≅  0   ， ≅  0        (２－１３７) 

     V，  ； ローレンツ収縮による補正をされ

た、惑星の任意の方向の速度と加

速度。 

          ，   ；ニュートン力学で想定される

同じ方向の速度と加速度。 

「[光弦]が余分な距離を運動し、それを‘[絶

対時間]’で観測するので、(２－１３７)の速

度と加速度の遅れは同じ割合になります。」 

              (２－１３８) 

④ 「[重力域]で光速は遅れます(1-77)。そして、

[CP](物体)は、光速で３次元の運動をする[光

弦]でできています(1-33)(1-36) (1-50)。そ

のため、光速の遅れる分だけ[CP](物体)の速

度と加速度が遅れます。 

この考え方をニュートン力学は含んでいない

ので、ニュートン力学で想定される惑星の任

意の方向の速度と加速度は、補正が必要にな

ります。 

(２－１３８)と同じ状況なので、速度と加速

度の遅れは同じ割合になります。」 

                  (２－１３９) 

    V ≅   0  (  
  
   

) ¯      (２－１４０) 

      ≅   0 (  
  
   

) ¯       (２－１４１) 

V，   ；[重力域]で、光速が遅れる分を補

正された、惑星の任意の方向の速

度と加速度。 

⑤ 重力加速度の補正は、(４－４２)を参照して

下さい。 

 

「③と④は加算されて補正されます。」 

        (２－１４２) 
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第Ⅲ章 ド・ブローイの物質波と運動量 

 

Ⅲ－１．ド・ブローイの物質波 50 

     のときの、１つの[電子]([CP])の、ド・ブ

ローイの物質波について考えます。 

(２－１４)(２－１５)(２－１６)の 𝑀0 を、[電

子]の[質量]ｍに置き換えると、 

   0     0 ＝½                (３－１) 

     ；  静止時の[電子]の本当の振動数(2-1)。 

    ； 運動時の[電子]の本当の振動数。 

ｍ， ； [電子]の[質量]と速度。 

(２－３１)(２－３３)(１－１０２)から、 

½    ＝𝑀  
 ＝           (３－２) 

𝑀     ；(２－１７)(２－１８)で定義された 

[付着 op]の、[質量]と振動数。 

 

「[付着 op](1-39)は、[電子]に付着して一体にな

って運動し(2-17)、[電子]が停止したときに放

出され、ジュール熱等として観測されます。[付

着 op]が放出されて[sp](1-32)に転化したとき、

振動数等は変化します(2-20)。ただこの章では、 

    0 で     の場合を扱う51 ので、[古典力

学]を使い、放出前の[付着 op]の波長・振動数・

周期の値   ，  ，   をそのまま[sp]の値とし

て使います。」               (３－３) 

(３－１)を変形して、 

 ℎ

  
  𝜈0   0  ＝        (３－４) 

ド・ブローイの物質波の波長は次の式で定義され

ます。    なので、運動量を    とします。 

  ＝
ℎ

  
             (３－５) 

                              
50 ド・ブローイの物質波は、物質(電子)そのもの

の本当の波動ではありません。本当の波動によっ

て生まれる‘うなり’の波動が、ド・ブローイの

物質波です。ここではそのことを証明します。 
51 このような条件でないと‘うなり’はぼやけて

観測されません。そのことが不確定性原理の原因

にもなります。 

   ； 1 つの[電子]が速度   で運動したとき

に、実際に観測されるド・ブローイの物

質波の波長。 

(３－５)を(３－４)に代入すると、 

2    𝜈0   0  ＝          (３－６) 

「ところで、図(１－５１)の[電子]モデルで、[電

子]が 1 振動する間に、[光弦]は２回転してい

ます。そのため、[電子]の本当の振動数  0 ， 0  

の２倍の振動数２ 0 ，２ 0  が、あたかも[電

子]の振動数であるかのように観測されてしま

うことになります。」        (３－７) 

(３－６)(３－７)から、次の①～③が言えます。 

① 「(３－６)の  0 ， 0  の振動数は、観測にか

からないほどの大きい値です。すると、その

差  𝜈0   0   が小さいときは、うなりとして

観測されます。」           (３－８) 

② (３－６)を書き換えて、 

     ・   𝜈0    0  ＝      (３－９)        

(３－９)の左辺の項は、厳密には次のように

解釈されます。     

「２  ； うなりは一般的に、半波長が１波

長であるかのように観測されてしまいます。

そのため、観測されるド・ブローイの物質波

の波長    の２倍の２   が、うなりの本当の

波長になります。」       (３－１０) 

「   𝜈0    0  ； 一般的にうなりの振動数

の 2 倍が、うなりの振動数であるかのように

観測されてしまいます。そのため、実際に観

測される (３－７)の振動数の½、つまり

 𝜈0   0    が、うなりの本当の振動数です。」 

    (３－１１) 

「(３－１０)(３－１１)から、(３－６)は、

‘[電子]のうなり’の本当の波長(2  )と‘[電

子]のうなり’の本当の振動数 𝜈0   0  が、速

度   で運動していることを表しています。 

‘うなり’は 速度   が大きくなると、‘う

なり’が持つ基本的な性質として、 𝜈0   0    
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がぼやけます。速度   が小さくなると、波長

    ，  (3-22)は長くなります。波長の長い光

はエネルギーが小さくぼやけます。これらの

‘うなり’の性質を数学的に表現したのが、

不確定性原理52になります。」  (３－１２) 

③ 「観測される    や  𝜈0   0   は、[電子]の本

当の波長や振動数(2-1)でありません。しかし、

   は(３－５)によって[電子]の運動量を表

し、 𝜈0   0   は(３－１)によって、[電子]

の運動エネルギーを表しています。そして、 

   と 𝜈0   0   は、[電子]と一体になって速

度   で運動しています。そのため、    と 

 𝜈0   0   を、[電子]そのものの波長と振動数

とみなしても、差し当たり不都合は起こりま

せん。 

このように『ＣＰ物理学』は、[電子](物質)

が粒子であると同時に波動として観測される

不思議さを、うまく説明できます。」 

                (３－１３) 

「(３－５)のド・ブローイの物質波では、 →０

のとき、   →∞ になります。 

しかし、長波長の[sp][op]が、小さな[電子]と

実際に[調和振動]できるかどうかという問題

があります。さらに、長波長の[op]のエネルギ

ーは小さいので、[電子]と[調和振動]しようと

しても、[電子]の熱運動ですぐに弾き飛ばされ

てしまいます。53 

そのため、現実的には     →∞ のケースを想

定する必要はなく、発散は起こらないことにな

ります。」           (３－１４) 

 

 

                              
52 不確定性原理にはこの他に、測定しようとする

行為が測定対象を変化させてしまうというハイゼ

ンベルクの不確定性原理があります。 
53 『ＣＰ物理学』では[調和振動状態]を築ける

かどうかを重要視しています。物質はすべて

[調和振動状態]としてのみ存続できるのです。 

Ⅲ－２．運動量 

「[付着 op](3-3)も、ド・ブローイの物質波も、[電

子]と一体になって、一定の速度で運動してい

ます(3-13)。 したがって[付着 op]とド・ブロ

ーイの物質波と[電子]は、[調和振動状態]にあ

ることになります。」      (３－１５) 

「(３－１５)から、[CP]である[電子]と[付着 op]

は、[調和振動状態]にあります。すると、(１

－４４)から[付着 op]は、[電子]の[限られた空

間]で、[調和振動]していることになります。 

このことは、[電子]が運動すれば、[限られた

空間]を持つことを示しています。」(３－１６) 

それでは、その[限られた空間]は、運動している

[電子]に どのように存在しているのでしょうか。 

それを探るために、[付着 op]とド・ブローイの物

質波との関係を調べてみます。 

    なので(３－１)と(３－２)から、 

 𝜈      ＝              (３－１７) 

(３－６)と(３－１７)から、 

2    ＝              (３－１８) 

この    を   (3-3)に置き換えると、 

2   ＝                 (３－１９) 

    は[付着 op]の周期なので、[付着 op]の波長は 

   ＝                   (３－２０) 

(３－１９)と(３－２０)から、 

      ⁄ ＝      ⁄ ＝  ⁄        (３－２１) 

「   は、(３－5)から、実際に観測されている[電

子]のうなりの波長です。そのため、[限られた

空間]の候補として有力です。そこで(３－２１)

から、次のモデルを提案できます。 

『[付着 op](長さ  )は、   間に、([電子]の運動

方向の)ド・ブローイの物質波の波長    の距

離を、   ⁄  回往復(循環)して、[電子]と[調和

振動状態]を築きます。』 

この仮定では、ド・ブローイの物質波の波長が

[限られた空間]で、その距離は    になります。



43 

 

そしてこの[限られた空間]は、速度   で[電子]

と一緒に移動します。」      (３－２２) 

「    と    の関係は、   が(１－９０)に書かれて

いる[見かけの波長]で、   が[真の波長]になり

ます。したがってド・ブローイの物質波の波長

    の[光弦]は、実際には存在しません。54」 

(３－２３) 

「次に１つの[CP](1-33)または[op](1-36)単独

の、[外部運動量](1-96)を計算します。ここで

は   c の制限はありません。」  (３－２４) 

「[絶対・真空座標系](1-7)に静止している[CP]

と[op]は、(１－９５)から、     の[内部運動量]

を持ちます。  は[CP]・[op]の[質量]ですが、

[CP]と[op]は、(１－９２) から、[光弦]の微

小長さに応じた微小[質量]を持つので、[CP]と

[op]は、(１－９５) から、[光弦]の微小長さ

に応じた、微小[内部運動量]を持つことになり

ます。55」                 (３－２５) 

「[CP]・[op]では、[光弦]の各微小部分の運動の

方向は様々です。そこで、特定の向きの微小[内

部運動量]を持つ[光弦]の微小長さを足し合わ

せ、その長さが、特定の向きの[運動量]を表し

ていると考えることができます。この場合、た

がいに反対の向きの[運動量]を持つ[光弦]の

各部分は、[運動量]を打ち消し合います。その

ため、静止している[CP]と[op]のトータルの

[外部運動量]は、ゼロになるので観測されませ

                              
54 一見不思議にみえますが、    の‘弦’が    ⁄  

回折れ曲がって、   の長さになっています。し

たがって    の‘弦’そのものは存在していな

いのです。一般的に、‘うなり’として観測さ

れる波動の実体は存在していないのです。 
55 １本の‘弦’は長さ方向には均質に作られてい

ると考えるので、‘弦’を任意の個数に切断すれば、

その１つ１つは、その長さに応じた[質量]を持ち

ます。その‘[質量]’が運動すれば (質量)×(速

度)の運動量を持ちます。[CP]・[op]でこの運

動量は[内部運動量]になります。そして特定の

向きの[内部運動量]の合計がゼロにならなけ

れば、その分が外部運動量として観測されます。 

ん。ただ[内部運動量]によるスピンは観測され

ます。また、[sp](1-32)の[光弦]は、[運動量]

を打ち消しあうことが無いので、観測される

[外部運動量]が、[sp]の持つ全運動量になりま

す。」                    (３－２６) 

「運動する[CP][op]の、運動に垂直方向の成分の

‘光弦’の微小長さを考えると、たがいに反対

の向きで長さが同じになるので、打ち消しあっ

て[CP][op]の速度にも、運動する距離にも寄与

しません。そして運動の向きの成分を持つ[長

い光弦]と、その反対の向きの成分を持つ[短い

光弦]の長さの差が、[内部運動量]を打ち消し

合いきれないので残ります。残った   0 の長

さの[光弦]が持っている[内部運動量]が、運動

している[CP][op]の[外部運動量]として観測

され、それは(１－９５)(３－２５)から、次の

式で表されます。」            (３－２７) 

[CP]または[op]の[外部運動量]＝   
   
  

  

(３－２８)   

   ；(１－９５)に示されている[CP]・[op]の

全[内部運動量]。 

 0  ；[CP]・[op]の[真の波長](1-74)。 

  0；「打ち消されないで残った[CP]・[op]の、

運動の向きの‘光弦’の真の長さ。 

   0 の‘光弦’が持つ[内部運動量]が、

[CP]・[op]の[外部運動量]になります。」 

             (３－２９) 

 0   は 、[CP]・[op] の[真の波長]なので、(１－

８５)から、次の式が成立します。 

 0     0             (３－３０) 

   0      ； [CP][op]の静止時の波長と周期。 

「(３－３０)から、[CP]・[op]が、波長  0 のすべ

てを[外部運動量]として持てば、[時間]    間

に、直線距離  0 を運動することになります。す

ると、[CP]・[op]が   0(3-29)の[光弦]の長さ

分の運動方向の[外部運動量]を持てば、[時
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間]    間に、次の直線距離を運動することにな

ります。」             (３－３１) 

運動方向への直線運動距離＝ 0  
   
  

 ＝  0  

(３－３２) 

[時間]    間に   0 の直線距離を運動するので、次

の式が成立します。 

 ＝  0  0⁄             (３－３３) 

 ； [CP]・[op]の[外部運動]の速度。 

(３－３０)の  0 と、(３－３３)の   0 を 

(３－２８)に代入します。 

[CP]・[op]の[外部運動量]＝       

   
＝    

(３－３４) 

(３－３４)の求め方から、次のことが言えます。 

「[外部運動量]は、[CP]・[op]の[光弦]が持つ、

(１－９５)の[内部運動量]の性状を表したも

のです。」           (３－３５) 

「(３－３４)の[外部運動量]は、[古典力学]の運

動量(1-23)と同じです。  

すると、(２－２５)の‘[見かけの質量]が増加

する’問題がなければ、(３－３４)から、運動

量を （ [質量]×速度 ） で定義することが

できます。 

また、数学的には運動量をベクトルとして扱い、

合成や分解を自由に行えますが、物理学的には、

[内部運動量] という制約があることになりま

す。」             (３－３６) 

 

Ⅲ－３．運動量と運動エネルギー 

「[CP]が外部運動時に持つ[外部運動量]を次の

ように考えます。」            (３－３７) 

「[外部運動量](1-96)はニュートン力学の運動

量と同じように考え、ベクトルになります。 

また[CP]が速度を持つと、速度に見合った容量

の[限られた空間](1-44)(3-22)を作ります。そ

のため、[CP]が[外部運動量]を持つということ

は、[限られた空間]を持つということになりま

す。」                     (３－３８) 

「[CP]が外部運動時に持つ運動エネルギーを、次

の①と②に分類します。」    (３－３９) 

① 裸の[CP]が速度を持った状態を表すエネルギ

ーで、[運動エネルギー]と書きます。 

[運動エネルギー]は、[仕事の作用反作用] 

(1-109)によって、[CP]の[質量エネルギー]の

一部が転化して作られたものです。56 

[運動エネルギー] は大きさと向きを持って

おり、(３－３４)を合わせて考えると、ベク

トルとして捉えることもできます。57 

(３－４０) 

② ジュール熱等として観測される[CP]の運動エ

ネルギーで、[付着運動エネルギー]と書き、

スカラーになります。 

[CP]が停止して[限られた空間]がなくなると、

[限られた空間]に蓄えられていた[付着 op] 

(2-18)は[sp]に転化して、熱や光等として観

測されます。 

これが[付着運動エネルギー]です。 

その実態は、[CP]の[限られた空間]に付着し

た[付着 op]の[質量エネルギー]と、それが転

化した[sp]の[運動エネルギー]です。転化す

るとき、[限られた空間]内の[付着 op]の[運動

量]のやりとりや[仕事の作用反作用]は、結果

として58、複数個に分裂した[付着 op]どうしで

行われるため、相殺され観測されません。そ

                              
56 [CP]が運動するとローレンツ収縮により変

形します。すると[内部運動]も変形します。変

形した分のエネルギーが運動エネルギーで、残

りの変形しなかった分のエネルギーが[質量エ

ネルギー]になります。 
57 ベクトルの定義は大きさと向きを持っている

ことです。[運動エネルギー]は明らかに大きさ

と向きを持っています。 
58 周囲の壁面との運動量やエネルギーのやり取

りは、トータルしてゼロになると考えました。 
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して[付着 op]は複数個の[sp]に転化して放出

されます。 

そのため、このとき発生する[sp]全体として

は、特定の運動方向を持っていません。 

そのため、[CP]の[付着運動エネルギー]は、

スカラーとして観測されます。 

このように『ＣＰ物理学』は、大きさと向き

を持つ運動エネルギーが、なぜスカラーなの

かをうまく説明できます。 

[CP]の[運動エネルギー]と[付着運動エネル

ギー]は、エネルギーの量が同じで(2-22)、[調

和振動状態](1-28)(2-28)で存在しています。 

             (３－４１) 

[付着運動エネルギー]は、次の(ⅰ)～(ⅲ)の方法

で、[限られた空間]に蓄えられます。 

「(ⅰ)は、図(２－３９)のコンプトン散乱の場合

で、衝突した[sp]が、[CP]に[運動量]と[運動

エネルギー]と[付着運動エネルギー]を、同時

に与える場合です。 

図(２－３９)の、光子(Ｂ)と[付着 op]の役割59

を考えます。 

光子(Ｂ)は、[CP]に[運動量]だけを与えます。

そして[付着 op]は、すべての[運動エネルギー]

と、すべての[付着運動エネルギー]と、一部の

[運動量]を、[CP]に与えます。 

[付着 op]は、[CP]に[運動エネルギー]を与えた

[仕事の反作用](1-109)で、[質量エネルギー]

を受け取り、[sp]から[付着 op]に転化して、

[CP]の[限られた空間]に蓄えられます。 

     のとき、その[付着 op]は、ごくわずかな

[外部運動量]しか持っていません(2-32)。その

                              
59[付着 op]分だけが衝突しても、運動量が不足

しているために、[付着 op]すべては付着できま

せん。そのためニュートン力学で見られるよう

に、２つの物体が衝突したとき、与えることの

できる運動量が不足しているために、運動エネ

ルギーが過剰になり、発熱が観測されます。 

ため、[CP]が停止したとき、スカラーとしての

ジュール熱等として観測されます。」 

                   (３－４２) 

「(ⅱ)は、運動している[CP](物体)が[CP] (物体)

に衝突する場合です。 

このとき、[CP]の[限られた空間]に蓄えられて

いた[付着運動エネルギー]としての[付着 op]

は、[op]の形のまま、衝突された[CP](物体)の

新しく作られた[限られた空間]に[付着 op]と

して移ります。 

[限られた空間]の容量を超える一部の[付着

op]は、[sp]に転化してジュール熱等として放

出されます。」                (３－４３) 

「(ⅲ)は、[運動量]・[運動エネルギー]と[付着

運動エネルギー]が、まったく別々に与えられ

る場合で、重力による自然落下で生まれる[運

動量]・[運動エネルギー]と[付着運動エネルギ

ー]が、これに当てはまります。このことにつ

いては(４－５０)を参照してください。」 

                  (３－４４) 

「以上のことから、仮想的なケースとして、

[CP](物体)が運動していても、その[限られた

空間]に[付着 op]を持っていなければ、[運動

量]と[運動エネルギー]は持っているが、[付着

運動エネルギー]は持っていないことになりま

す。60」             (３－４５) 

 

                              
60 極端な例を挙げると、[付着運動エネルギー]

を持っていなければ、物体が停止しても[付着

運動エネルギー]を放出できないことになりま

す。したがってそのときは、運動エネルギーと

して観測されるべき発熱が、観測されないこと

になります。 
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第Ⅳ章  重力加速度の算出 

１つの[CP](1-33)に働く重力加速度を求めます。 

Ⅳ－１．運動エネルギーの微分法 

外向きを正にとると、(１－２０)から、 

       ＝－F              (４－１) 

       ； 静止していた１つの[CP]が、重力で自

然落下したときの[運動エネルギー]。 

F ； そのとき[CP]に働いた重力。 

   ； 落下した距離。 

また(２－５２)から     ＝ ½       (４－２) 

    ； 静止していた[CP]が、  自然落下した

ときに減少した[質量エネルギー]。 

(４－１)と(４－２)から、微分形にした次の式が

得られます。 

F＝－
 

 
 
𝑑  

𝑑𝑟
            (４－３) 

(１－２６)の重力の定義から、 

F＝𝑀                         (４－４) 

𝑀 ； １つの[CP]の[質量]。 

   ； その[CP]の＋ｒ方向の重力加速度。 

(４－３)に(２－４４)と(４－４)を代入すると、 

𝑀   ＝－
 

 

𝑑

𝑑𝑟
(𝑀  

 (  
  

   
) ¯ )     (４－５) 

  ＝－
 

 
 
 𝑑

𝑑𝑟
(  

  

   
) ¯ ＝－

  

  
(  

  

   
) ¯   

     ＝   (  
  
   

) ¯             (４－６) 

 
 
； 外向きを正にしたニュートン力学での重

力加速度。 
 
＝－ 𝑀    ⁄    (４－７) 

 

Ⅳ－２．    成分の加算法 

Ⅳ－２－１．運動量成分 

「[CP]は、(１－３３)から、[光弦](1-1)が光速

で運動している、という内部構造を持っていま

す。[重力域](1-3)の光速は (１－７７)で与え

られ、ｒの関数になっています。そのため、[重

力域]で３次元の運動をしている[CP]の[光弦]

の各微小部分の速度が異なります。 

速度が異なることから、[光弦]の各微小部分に

加速度が生まれ、[光弦]の微小部分が[質量]を

持っている(1-92)ことから、(１－２６)の定義

による力が、[光弦]の各微小部分に生まれます。

微小部分に生れたこの力を１つの[CP]につい

て足しあげると、その[CP]の‘重力’になりま

す。 

何も交換しなくても、重力は生まれるのです。 

このように『ＣＰ物理学』は、重力波が観測さ

れないことをうまく説明できます。 

またこの重力が小さな力であることもうまく

説明できます。」         (４－８) 

具体的には次のように重力を算出します。 

「静止している[CP]の重力を、(１－２６)の定義

にしたがって求めます。 

重力以外の力は考えません。」   (４－９) 

「(３－２５)(３－２６)から、[重力域]に静止し

ている１つの[CP]の[内部運動量]を、３次元の

直角座標の６成分に、等しい大きさで分けるこ

とができると仮定します。そして、この６成分

の[内部運動量]を、６個の[sp](1-32)の運動量

と同等とみなすことができる、と仮定します。

61」                (４－１０) 

具体的には、(１－１０３)から、３次元の直角座

標 X，Y，Z 方向の、６個の‘[sp]’の運動量成

分は、次のようになります。 

「  ＋X 方向の成分＝ 
6⁄ 𝑀           

－X 方向の成分＝ 
6⁄ 𝑀    

＋Y 方向の成分＝ 
6⁄ 𝑀    

－Y 方向の成分＝ 
6⁄ 𝑀    

＋Z 方向の成分＝ 
6⁄ 𝑀    

－Z 方向の成分＝ 
6⁄ 𝑀     」           

(４－１１) 

                              
61 もっとうまい計算法があると思うのですが私

には見つけ出せません。 
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𝑀 ； １つの[CP]の[質量]。同時に、6 個の‘[sp]’

を合わせた[質量]。 

𝕔 ； (1-80)。ここでは各成分方向の光速。 

(１－１０３)から  𝑀   ＝𝑀0   (  
  

   
) ¯  

３次元の直角座標は、[CP]を原点にして[CP]と重

力源を結ぶ方向にＺ軸をとり、Ｚ軸に垂直方向に

Ｘ軸とＹ軸をとっています。 

そしてＺ軸は、外向きを正にとっています。 

 

Ⅳ－２－２．＋Ｚ方向の成分 

最初に(４－１１)の、＋Z 方向の成分の、  
6⁄ 𝑀   

の[質量](1-92)が受ける力について考えます。 

「この力は(４－１０)から、 
6⁄ 𝑀  の[質量]の

[sp]が受ける力と同等です。(１－２６)から重

力は、(質量)×(加速度) で定義されます。そ

こで加速度ですが、＋Z 方向(＋ｒ方向)に運動

している[sp]の、＋Z 方向への加速度は62、[sp]

の速度を時間で微分することによって得られ

ます。その[sp]の＋Ｚ方向の光速は、 (１－

７６)から、(１－７７)で与えられるので加速

度は次のようになります。」      (４－１２) 

ここでは    が、＋Ｚ方向の光速を意味します。 

𝑑𝕔

𝑑 
＝

𝑑𝕔

𝑑 

𝑑𝑟

𝑑 
  ， 

𝑑 

𝑑 
＝ 𝕔 ＝ (  

  
   

) ¯  なので 

加速度＝ 
𝑑𝕔

𝑑 
 ＝ 

𝑑

𝑑𝑟
( (  

  

   
) ¯ ) 

𝑑 

𝑑 
         

      ＝ 
  

  
(  

  

   
) ¯        (４－１３) 

(４－７)の  
 
 を使うと 

 
𝑑𝕔

𝑑 
＝－ 

 
(  

  

   
) ¯        (４－１４) 

したがって、(４－１１)の＋Z 方向の成分の

  6⁄ 𝑀  の[質量]が、＋Z 方向に受ける力は、 

                              
62 重力域での光速は、重力源に向かうと小さくな

り、重力源から遠ざかると大きくなります。した

がってこのとき、光は重力源から常に斥力を受け

ていることになります 

－
 

6
 𝑀   

(  
  

   
) ¯       (４－１５) 

「また(４－１１)の、－Ｚ方向の成分の、  6⁄ 𝑀0  

の[質量]が受ける力を同じように計算すると、

(４－１５)と同じ向きで、同じ大きさになりま

す。」              (４－１６) 

Ⅳ－２－３．＋Ｘ方向の成分 

次に(４－１１)の、＋X 方向の成分の、 
6⁄ 𝑀  の

[質量]が受ける力について考えます。 

「この力は、水平方向に進む光が受ける、重力源

方向の力になります。重力による光の曲りの研

究から、水平方向に進む光が、約(－２   分曲

がることはよく知られています63。」(４－１７) 

「また一般的に幅を持った波は、左右の速度の違

いによって曲がります。」     (４－１８) 

「そして光は、運動方向に垂直に振動する電場と

磁場からできている(マックスウェルの方程

式)ので、幅を持っていることになります。 

この電場と磁場を、[光の電場]、[光の磁場]と

書きます。」                    (４－１９) 

ここでは、次の①と②を仮定することによって、

光の曲りを計算によって求めます。 

① 「光の運動方向への[光の電場]と[光の磁場]

の速度も、光の運動に垂直な方向への[光の電

場]と[光の磁場]の速度も、(１－７７)で与え

られます。」             (４－２０) 

② 「光は、[光の電場]によっても曲がり、[光の

磁場]によっても曲がります。この２つは互い

に独立していて、[光の電場]による曲りと、

[光の磁場]による曲りが加算されて、‘光の曲

り’になります。」       (４－２１) 

 

   「[質量]Ｍの重力源の重心 O を、図(４－２３)の

ように、直角座標 XZ の原点に置きます。 

                              
63 わずかな補正値を無視すれば（下記の煩わしい

計算無しに）このことから重力を算出できます。 
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そして、XZ 平面上をＸ軸と平行に、＋X 方向に

運動する[sp]が、自分の[光の電場]によって、

＋Z 方向に受ける加速度を求めます。 

XZ 平面上の、X 軸に平行な直線の Z 軸との交点

を A、DK との交点を H とします。 

OA＝ｒとします。そして AB＝   を、A→H 上

を運動する[sp]の[光の電場]の任意の微小幅と

します。この    について考えます。」 

(４－２２) 

 

 

図 (４－２３) 

 

「A と B を＋X 方向に、X 軸に平行に同時に出発

した[sp]の[光の電場]の波面 AB は、時間    後

に新しい[光の電場]の波面 DE を、 図(４－

２３)のように作ります。それは(１－７７) 

(４－２０)から、B→E が A→D より早く進む

ためです。AB と DK が平行になる BE 上の点

を K とします。 

ところで    ＝AB は任意の微小幅なので、 

AD＝  ＝AB となるように、    毎に、   ＝AB

を決めます64。    は微小時間で、AB と DK は

平行なので次の式が成立します。」 (４－２４) 

AD ≅ BK ，AB ≅ DK    (４－２５) 

「すると、四辺形 ABKD を平行四辺形と見なす

ことができ、AD＝AB≅DK になるので、三角形

ADH と三角形 DKE を、同じ三角形と見なすこ

とができます。」          (４－２６) 

(４－２６)と図(４－２３)から、 

DH＝KE＝BE－BK＝BE－AD  (４－２７) 

A，B 地点の光速を、それぞれ 𝕔 , 𝕔   とすると、

(１－７７)(４－２０)(４－２４)から、次の式が

得られます。 

AD＝ 𝕔     ，BE＝𝕔         (４－２８) 

(４－２７)(４－２８)から、 

DH＝𝕔    －  𝕔           (４－２９) 

「光速は方向によらず(1-76)、DH は Z 軸に平行

なので、  →０のとき、(４－２９)の𝕔 ， 𝕔  を、

＋Z 方向の光速と考えることができます。 

ところで図(４－２３)から、A と H は X 軸か

ら同じ高さにあり、OA と DH は平行です。そ

のため   →０のとき、点 D の D→H 方向への

速度と加速度は、A→H 方向に運動する[sp]の、

＋Z 方向への速度と加速度になります。」 

                     (４－３０) 

点 D の、D→H 方向への速度は、DH の負の増加

率で表されるので、(４－２９) (４－３０)から、 

  ＝－
  

  
＝－ 𝕔     𝕔   ＝－      (４－３１) 

「(４－３０)から、(４－３１)の      を(4－１３)

の    と同じと考えることができます。したがっ

て(４－３１)の    を微分して得られる加速

度は、符号を別にすれば(４－１３)(４－１４)

と同じ値になります。」           (４－３２) 

(４－３０)(４－３１)(４－３２)(４－１４)から 

                              
64 以下の計算を含めて、もっとうまい計算方法が

あると思うのですが、私には思いつきません。 

＋X 

O 

A 

   

B 

＋Z 

K 

E 

H 

D 

𝐶𝑟  𝑟 

𝐶𝑟 

Ｍ 
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 ＝
𝑑 

𝑑 
＝－

𝑑𝕔

𝑑 
 ＝ 

 
(  

  

   
) ¯    (４－３３) 

  , ； A→H 方向に運動する[sp]の、[光の電場]

による A 地点での＋Z 方向の速度と加速度。 

 

「[光の電場]と同じ論理で、[光の磁場]によって

生まれる＋Z 方向の加速度も、(４－３３)で与

えられます。(４－２１)から、[光の電場]と[光

の磁場]による力は加算されるので、 

(４－１１)の、＋X 方向の成分の 
6⁄ 𝑀  の[質

量]が、＋Z 方向に受ける力は、次の式になりま

す。」                    (４－３４) 

＋
 

6
 𝑀   

(  
  

   
) ¯      (４－３５) 

「＋X 方向と同じ論理で、(４－１１)の－X、＋Y、

－Y の水平方向の運動量成分を持つ、各  6⁄ 𝑀0 

の［sp]の[質量]も、(４－３５)と同じ力を受

けると計算できます。」       (４－３６) 

 

Ⅳ－２－４．重力加速度の算出 

「[重力域]に静止している、[質量] 𝑀0 の１つの

[CP]が受ける重力は、(４－１１)の各運動量成

分を持つ、各  6⁄ 𝑀0 の[質量]が受ける力を合計

して得られます。」           (４－３７) 

したがって、１つの[CP]の重力加速度は、 

(４－１５)(４－１６)(４－３５)(４－３６)から  

 ＝－
 

6
  

 
(  

  

   
) ¯ ×2＋

 

6
  

 
(  

  

   
) ¯ ×4 

   ＝  
 
(  

  

   
) ¯        (４－３８) 

    ；[重力域]に静止している[CP]の、＋Z

方向（＋ｒ方向）の重力加速度。 

  
 
＝－

 𝑀

𝑟  ； (4-7) 

 

 

 

Ⅳ－３．重力についての付帯事項 

(４－６)(４－３８)で得られた重力加速度は、そ

の[重力域]で観測される重力加速度です。そこで

(２－１３１)の条件の下で観測したときの、(２

－１３２)以下の補正をします。 

「(２－１３３)は[質量]の補正です。 

これまでの計算法から、[op]も、[CP]と同じ重

力加速度が得られることが分ります。 

したがって、重力加速度は([CP] [op]の）[質量]

の分だけ発生するので、(２－１３３)の補正は

不要です。(２－１３５)も[時計]の補正なので

不要です。」             (４－３９) 

「ローレンツ収縮している [CP]の重力を求める

計算式が、(４－３８)で正しいかどうかは証明

してありませんが、重力源を中心にほぼ円運動

している[CP]については、重力源方向の速度に

よる影響を無視できます。したがって、(４－

６)で求めた重力加速度は(同じ値の(４－３８)

も)、そのまま採用できます。 

すると円運動している物体の重力加速度は、 

(２－１３６)と同じ理由で、(２－１３７)と同

じ補正を受けます。」       (４－４０) 

ところで(４－６)と(４－３８)を求める計算

では、特定の[重力域]での光速の差だけを使い、

光速の絶対値は考慮していません。そのため、

(２－１３９)と同じ理由で、(２－１４１)と同

じ補正が必要になります。このように、重力が

無視できる地点から観測すると、[相対性原理] 

(2-120)によって観測されなくなっていた現象

(2-121)を、補正する必要が出てきます。」 

    (４－４１) 

以上の補正は(２－１４２)により合算されます。 

 
 
≅  

 
(  

  

   
) ¯    (  

  

   
) ¯  

≅   (  
  

 
  

) ¯         (４－４２) 
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；(２－１３１)と同じ条件で観測したとき

に補正された、惑星の重力加速度。 

  ； (1-62)。 

 

「重力は、[重力域]で、長さ方向に光速で運動す

る[CP]としての[光弦](1-1)の各部分で、速度

(光速)が異なるために生れます(4-8)。その光速

は(１－７７)で与えられるので、発散の問題は

起こりません。また重力波も存在しません。し

たがって、将来にわたって重力波が発見される

ことは無いと断言します。65」   (４－４３) 

「[重力域]での光速の減少(1-77)が [相対性原

理](2-120)によって観測されなくなってしま

うのに、光速の減少の差によって生まれる重力

加速度が観測されるのは、一見不思議に思えま

す。しかし、[重力域]での(２－７４)の時計の

遅れの差は、(２－７５)によって(理論的には

その高さの差が微小距離であっても)観測でき

ます。([相対性原理]によって観測されなくな

ってしまうのは、観測機器と観測対象物が同じ

条件下で、変化分を打ち消し合ってしまうため

です)。高低差のある２つの時計の遅れの差を

観測できれば、(２－１２２)から、光速の遅れ

の差を観測できたことになります。１つの[CP]

は高低差を持っているので、その光速の差を私

たちは観測していることになり、その結果とし

て重力を観測できることになります。」 

                (４－４４) 

                              
65 連星から持ち去られているエネルギーが、アイ

ンシュタインの予言した重力波のエネルギーと

1000 分の１の精度で一致しているとのことです。

この発見によって、重力波の存在は確実視されて

います。しかし『ＣＰ物理学』はこのエネルギー

を(１－７９)の光速の式から求められる重力の

エネルギーと考えています。ですから計算値そ

のものは正しいと考えています。しかし重力波

が存在しなければならないという必然性は無

いと考えています。つまり重力は、電磁力のよ

うに、何かを交換することによって生まれる力

ではないのです。 

「重力は、[重力域]で光速が遅くなることによっ

て生まれます。 

[重力域]で光速が遅くなるのは、(１－８２)か

ら、空間のひずみが光速を押し込めようとする

ためです。したがって重力という力を、物体(つ

きつめれば光子)と作用反作用し合うのは、空

間(のひずみ)ということになります。このこと

から[仕事の作用反作用]も、物体と空間(のひ

ずみ)との間で行われることになります。」 

                 (４－４５) 

静止している[質量]m と M が相互に受ける重力

は、(４－３８)から、次の式になります。 

𝐹 ＝|
 𝑀 
  

(  
  

 
  

) ¯ |      (４－４６) 

𝐹𝑀＝|
 𝑀 
  

(  
  

 
  

) ¯ |      (４－４７) 

𝐹 ； m が受ける重力の大きさ。 

𝐹𝑀； M が受ける重力の大きさ。 

「(４－４６)と(４－４７)から、𝐹 ≠𝐹𝑀です。 

(１－８２)に書かれているように、重力源の

[質量]M が空間をひずませるのと同じように、

自分自身の[質量]m も空間をひずませていま

す。そのため、自分自身の[質量]も重力加速度

に影響を与え、𝐹 ≠𝐹𝑀  になります。」 

(４－４８) 

「そこで、(４－４５)を合わせて考えると、２つ

の物体が重力を及ぼしあう、という表現は不適

切で、‘重力は空間のひずみによって引き起こ

される’という表現が理にかなっていると考え

ます。」                (４－４９) 

「[重力域]で[CP](1-33)が重力加速度を受け落

下すると、運動量を与えられ[限られた空間] 

(1-44)(3-16)を作ります。しかし、[付着運動

エネルギー](3-41)としての[付着 op](1-39)を、

重力源から直接与えられていません。 66 

                              
66 通常、物体が運動量を受け取ったとき、一緒に

[付着運動エネルギー]を受け取ります(3-42) 
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周囲の空間から供給された[sp]が、 

(１－５４)(１－５５)(１－５６)によって、

[限られた空間]の容量に見合った  

[sp] ⇆ [op]  の平衡状態を作ります。 

この[op]が、[付着運動エネルギー]としての

[付着 op]です。67 

このとき、周囲の空間から飛来した[sp]どうし

が、[限られた空間]の壁の反射を利用して[仕

事の作用反作用]を行い、結果として[sp]の運

動エネルギーを[op]の[質量エネルギー]に転

化(1-111)し合い、 [限られた空間]で[付着 op]

として[調和振動]することになります。68 

重力をこの視点から見ると、重力が[op]⇔[sp]

によって生まれているように見えます。これは

電磁力と同じになりますので、将来電磁波を重

力波として観測することが起こるかもしれま

せん。 

この[付着 op]の[付着運動エネルギー]が、(４

－１)の[CP]の[付着運動エネルギー]です。 

いったん[付着 op]になると、[CP]と同じように

重力加速度を受けます。 

そのため、あたかも重力源から、(重力と同時に)

重力エネルギーとしての[付着運動エネルギー]

を受け取ったと見なしても、差し当たり不都合は

起こりません。したがってこの重力エネルギーを

使って重力を求めたのが Ⅳ－１．運動エネル

ギーの微分法 です。」      (４－５０) 

「以上のことから、２つの物体が、空間のひずみ

を介して重力を及ぼしあっても、[付着 op]を与

え合うことはありません。 

                                                  

(3-43)。ところが重力加速度を受け取った場合

は、重力源から[付着運動エネルギー]を受け取

っていないのです。 
67 たとえば空間に中性の平行板を置くと、その平

行板内に、周囲の空間から電磁波が調和振動状態

で集まります。このことと同じです。 
68 このように、現代物理学が想定している重力場

や重力エネルギーは存在していないと考えていま

す。このことを無視しているために重力が繰り込

み不可能になってしまうと考えています。 

したがって任意の２つの物体が、あらかじめ重

力エネルギーを持っているという考え方を、こ

のレポートは採りません。 

このように重力エネルギーの発散が起こらな

いことを『ＣＰ物理学』はうまく説明できます。

さらに、このことを宇宙空間にまで広げて考え

たときの、重力エネルギーの発散が起こらない

ことも『ＣＰ物理学』はうまく説明できます。」 

(４－５１) 
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第Ⅴ章 電磁気 

はじめに記号の一覧を書きます。 

記号 概要 

 初出 

[ｐ] 

（５－１） 

陽子が電荷を持っている状態を

表す   と同じです。 

[ｅ] 

（５－１） 

電子が電荷を持っている状態を

表す  −と同じです。 

[ ] 

（５－３） 

スピンの向きが固定された状態

の電子を表します。 

[ ] 

（５－５） 

スピンの向きが固定された状態

の[op]を表します。 

[  ] 

（５－７） 

スピンの向きが揃っている電子

の集団を表します。 

[ 波動] 

（５－６８） 

[  ]の流れが作る波動を言い

ます。 

[  ] 

（５－７） 

スピンの向きが揃っている[op]

の集団を表します。 

[ 波動] 

（５－６８） 

[  ]の流れが作る波動を言い

ます。 

[ｐ]と[ｐ] 

（５－８） 

この組み合わせは[電気力ペア]

の１つです。 

[ｐ]と[ｅ] 

（５－８） 

この組み合わせは[電気力ペア]

の１つです。 

[ｅ]と[ｅ] 

（５－８） 

この組み合わせは[電気力ペア]

の１つです。 

[ ]と[ ] 

（５－８） 

この組み合わせが[磁気力ペア]

です。 

[CP] 

（１－３３） 

[閉じた光弦] (1-29)を言いま

す。電子や陽子の総称です。 

[本体 CP] 

（２－１８） 

[op]を付着させながら運動し

ている[CP]を言います。 

[原子 CP] 

（２－５７） 

[op]を共有している原子内の

２つの[CP]を言います。 

 

[sp] 

（１－３２） 

 

a straight photon の略で、

空間を光速で直進する光を

[光弦]に例えた名称です。 

[op] 

（１－３６） 

[開いた光弦]です。自然崩

壊する粒子の総称です。 

[付着 op] 

（１－３９） 

[本体 CP]と一緒に(運動し

ながら)調和振動している状

態の[op]を言います。 

[共有 op] 

（１－４０） 

２つの[原子 CP]に共有され

ながら調和振動している状

態の[op]を言います。 

[t-sp] 

（２－７８） 

運動している[原子 CP]から

垂直の方向に[共有 op]が放

射されてできた[sp]です。 

[θ-sp] 

（２－８４） 

運動している[原子 CP]から

角θをなす方向に[共有 op]

が放射されてできた[sp]で

す。 

[G-sp] 

（２－９３） 

重力場で [原子 CP]から 

[共有 op]が放射されてでき

た[sp]です 

[規振 op] 

（１－４１） 

中性の平行な壁面間で規準

振動している[op]です。 

[𝑆𝐿] 

（２－９９） 

[光弦]の質量の増減によっ

て起こる青方赤方偏移です。 

[𝑆 ] 

（２－９９） 

[光弦]の光速の違いによっ

て起こる青方赤方偏移です。 

 

Ⅴ－１．静電気力発生のメカニズム 

「プラス電荷を持っている状態を表す    を、こ

のレポートでは[ｐ]と書きます。同様に  −を、

[ｅ]と書きます。69 

                              
69     と   − の記号をを使用しないのは、 

『ＣＰ物理学』ではプラス電荷とかマイナス電

荷の概念を否定しているためです。 
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特に断らない限り、[ｐ]は陽子を表し、[ｅ]は

[電子]を表します。 

なお(１－３３)から、陽子と[電子]は[CP]で

す。」              (５－１) 

「熱運動によって、陽子や[電子]の位置とスピン

の向きは、不規則に変動します。このように、

向きが固定されていない状態の陽子や[電子]

等が、[ｐ]・[ｅ]になります。」   (５－２) 

「ある条件下で、[電子]のスピンの向きが固定さ

れます。この状態の[電子]を特に強調したいと

きは、[電子]を[ｅ]と書かないで[ ]と書きま

す。ただ[電子]が[ ]になっても、熱運動が無

くなるわけではありません。そのため[ ]は、

[ｅ]の性質を保持したまま、与えられた条件・

与えられた環境にしたがって、[ ]の性質(大き

さ)を変化させていくことになります。」 

                   (５－３) 

「[電子]の [ｅ] ⇆ [ ] の転化は、可逆的に起こ

ります。 [ ]は、スピンの向きが固定された[電

子]を表していますが、[ ]の向きに意味を持た

せ、上向きの[電子]と下向きの[電子]を区別す

ることもできます。 

また観測できるかどうかは別にして、[ｅ]も[ ]

も[電子]なので、½ℏ のスピンを持っています。」 

                           (５－４) 

「[op](1-36)も[CP](1-33)と同じく、[光弦]が

[内部運動量]を持っている(1-96)ので、(５－

５２)に示されているスピンを持ちます 70。た

だ通常は[CP]の熱運動のために[op]のスピン

の向きが定まらず(5-6)、[op]のスピンは観測

されません。[op]のスピンの向きが定まったと

き、そのことを特に強調したいときは、[op]と

書かないで[ ]と書きます。 

                              
70 スピンは[内部運動量]が角運動量として観測

される現象です。 

[ ]はスピンの向きが定まった[op]を表してい

るので、[電子]のときと同じように、[ ]の矢

印の向きに意味を持たせることもできます。 

[op] ⇆  [ ] の転化は可逆的に起こります。」 

     (５－５) 

「[op]は、[電子]等と[調和振動]して存在してい

ます(1-36)。そのため、[電子]が運動して[ ]

になると、一緒に運動している[op]も[ ]にな

っています。 

このとき、[ ]と[ ]は同時に生成・消滅し、ス

ピンの向きを、同時に固定させたり変動させた

りします。」                (５－６) 

「スピンの向きが揃っている[電子]の集団を[  ]

で表します。スピンの向きが揃っている[op]の

集団を[  ]で表します。 

なお、陽子のスピンについては触れません。」 

       (５－７) 

「[ｐ]と[ｐ]、[ｐ]と[ｅ]、[ｅ]と[ｅ]の組み合

わせを、[電気力ペア]と書きます。 

[ ]と[ ]の組み合わせを、[磁気力ペア]と書き

ます。」             (５－８) 

「このレポートでは、陽子や[電子]等が[光子交

換]の能力さえ持っていれば、電荷を持ってい

るという必然性は無いと考えています。 

そのため、電荷・磁荷という用語を使わず、[光

子交換]を意味する [電交]・[磁交]という造語

を使います。」          (５－９) 

静電気力が生まれる機構を、①～⑦で説明します。 

① 「[電気力ペア]は、空間 71から飛来する

[sp](1-32)を捕獲して[op](1-36)に転化させ、 

(ｐ－[op]－ｐ)，(ｐ－[op]－ｅ)，(ｅ－[op]

－ｅ)の[調和振動態](1-28)を作ります。[電

気力ペア]がこのような[調和振動状態]にあ

るとき、ペアは[op]を[共有]すると書きます。

ペアが[op]無しで、(直接[電気力ペア]や[磁

                              
71 周囲または周囲の空間を（そこに物質があって

も）単に空間と書いています。 
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気力ペア]どうしだけで) [調和振動]すること

はできません。72」      (５－１０) 

② 「[電気力ペア]は、[共有]している[op]を 

[sp]に転化して、空間に放出します。 

この一連の繰り返し、《空間から[sp]を捕獲→

[op]に転化→[共有]→[sp]に転化して空間に

放出→空間から新しい[sp]を捕獲》を、[電気

力ペア]が[光子を交換する]と表現します。 

この[光子交換]の能力が[電交]です。 

[電気力ペア]のスピンの向きは不規則に変動

するので(5-2)、[共有]される[op]のスピンの

向きも変動します(5-6)。」    (５－１１) 

「[光子の交換]という用語は、もっと緩やかに

定義されます。[電気力ペア]または[磁気力ペ

ア]が光子を[共有]している状態も、将来その

光子を放出するという前提で、[交換]と書く

ことがあります。[op]は物質(1-50)で[sp]は

光(1-32)です。したがって [op]⇔[sp] によ

って定義される[光子交換]は、[質量エネルギ

ー]を別の視点から表現したものにすぎませ

ん(5-25)。」                 (５－１２) 

③ 「(ｅ×個数)は、[ｅ]が複数個存在すること

を示し、[光子交換]の能力が大きくなったこ

とを示します。しかし、クーロンの法則から

分るように、(電荷)×(電荷) によってはじ

めて、電気力が生まれます。そのため電気力、

電気エネルギーを表すすべての式は、（電荷×

電荷）の式を内在しています。 

そこで、‘クーロンの法則の(電荷)×(電荷)の

式が[光子を交換する] (5-11)という物理現象

を表している’と『ＣＰ物理学』は考えまし

た。つまり[電気力ペア]が、共同作業で[光子

を交換]すると考えたのです。 

                              
72 超低温で電子対が見られますが、『ＣＰ物理学』

ではこのときも[op]を[共有]して電子対ができ

ているると考えています。 

このように考えると、[電気力ペア]は共同作

業で[光子を交換]する能力は持っていますが、

電気素量を持っている必要は無くなります。 

つまり[電子]や[陽子]は電荷としてのエネル

ギーを内部に持ってはいないのです(5-118)。 

このように『ＣＰ物理学』は、‘電場’の発

散が起こらないことをうまく説明できます。 

[電子]や[陽子]は、[電気力ペア]が[op]とし

て[共有]している分しか‘電場としてのエネ

ルギー’を持っていないので(5-119)、[交換]

するための光子が供給されなければ（空間に

光子が無ければ73）[電気力]はクーロンの法則

を満足しません。このことがこのレポートの

[電気力]の検証になります。 

このように、このレポートでの[電気力]は、

現代物理学と異なったものになっています。」 

       (５－１３) 

④ 「[ｐ]と[ｅ]がミクロでない距離で多数存在

するとき、すべての[ｐ]と[ｅ]は、安定した

[調和振動状態]にあるという条件の下で(熱

運動で弾き飛ばされない限り)、すべての相手

と別々の[op]を１つずつ[共有]します。 

つまりすべての相手と、同時に[電気力ペア]

を作るのです。 

たとえば、ｍ個の[ｐ]とｎ個の[ｅ]は、 

ｍ×ｎ個の[ｐ－ｅ]間の[op]と、 

½ｍ(ｍ－１)個の[ｐ－ｐ]間の[op]と、 

½ｎ(ｎ－１)個の[ｅ－ｅ]間の[op] 

を[共有]します。74 

                              
73 たとえば超低温で光子が不足する場合などで

す。 
74[ｐ]と[ｅ]が神業的に、このように多種多様

な[op]を同時に[共有]できるだろうか、という

疑問がわきます。ところが空間には様々な波長

の[sp]が、あらゆる場所に無数に（厳密には無

数と言っていいほどに）存在します。つまり『Ｃ

Ｐ物理学』は、‘無数’というオールマイティ

のカードを 持っているのです。そのため『ＣＰ

物理学』にとって都合の良い[op]を（室温では）

必ず[共有]できるのです。 
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このとき、これらの[ｐ]・[ｅ]・[op]全体が、

[調和振動状態]になっています。」 

   (５－１４) 

⑤ 「(５－１４)で、[共有]されるすべての[op]

の位置は異なります。 

言い換えると、一組の[電気力ペア]または[磁

気力ペア]は、同じ波長の[op]を複数個[共有]

できません。 

このことを現代物理学に習って、[排他律]と

書きます。」           (５－１５) 

⑥ 「[電気力ペア]間の距離がミクロでないとき、

一組の[電気力ペア]は、１つの[op]とだけ安

定な調和振動状態を築くことができます。 

つまり、１つの[op]だけを[共有]します75。

[共有]される[op]の波長は、[電気力ペア]間

の距離に比例します。    (５－１６) 

⑦  「[電気力ペア]の[光子の交換](5-11)によ

って、[電気力]が生まれます。」 (５－１７) 

ただし、[電気力ペア]間の距離の変動が微小

の場合は、次のどちらかになります。 

(ａ) [電気力ペア]が[光子を交換]します。 

(５－１７－ａ) 

(ｂ) [電気力ペア]に[共有]されている 

  [op]が、弾性体として作用します76。  

      (５－１７－ｂ) 

 

                              
75 [電気力ペア]間の距離がミクロなときは、一

組の[電気力ペア]が、２つ以上の[op]を[共有]

できます。これは短距離で[共有]する[op]の波

長は短く、したがって高エネルギーなので、

[ｐ]や[ｅ]の熱運動を凌駕できるためです。 

逆にあまりマクロな距離になると、[共有]され

る[op]の波長は長くエネルギーが小さくなり

ます。そのため[ｐ]や[ｅ]の熱運動で[op]は弾

き飛ばされてしまい、[共有]されません。 
76 このとき‘光子の交換’は行われません。しか

し[op]が弾性体として振る舞い、クーロンの法

則は満足されます。 

「[電子]は、[ ](5-3)になっても[ｅ]の性質を保

持(5-3)しているので、[ｐ－ ]・[ｅ－ ]の組み

合わせも、[電気力ペア]になります。」 

                  (５－１８) 

 

Ⅴ－２．微細構造定数と電気力 

𝐹 𝑛＝
 

4𝜋𝜀0
 
 𝑒⋅𝑛𝑒

𝑟    クーロンの法則 (５－１９) 

この式は現代電磁気学の法則で、ｍ個とｎ個の陽

子または電子が、距離 ｒ 離れているときの、電

気力の強さを表しています。 

「この式で、符号は引力か斥力かを示す77 だけな

ので、ここでは考えません。 

クーロンの法則を、『ＣＰ物理学』の[光子交

換](5-11)によって証明します。 

具体的には ｍ＝１，ｎ＝１のとき、つまり一

組の[電気力ペア](5-8)が１つの[op](波長λ)

を[交換]した場合について、クーロンの法則を

証明します。」           (５－２０) 

(５－１６)から次の式が成立します。 

  ∝                 (５－２１) 

 ； 一組の[電気力ペア]間に[共有]されて

いる[op]の波長。 

r； [電気力ペア]間の距離。 

静止している[電気力ペア]に[共有]されている

[op](1-36)について、波動のエネルギーの式

(1-13)と(５－２１)から、次の式が成立します。 

E＝    ＝ 
ℎ 

 
 ＝ 

 
        (５－２２) 

E,ν； 一組の[電気力ペア]に[共有]されている

[op]のエネルギーと振動数。   

h,ｃ；プランク定数と光速。 

k；   比例定数。 

 

                              
77 力には、貸してあるとか借りているというよう

な意味のプラスマイナスはありません。負の力と

は、向きが反対の力という意味にすぎません。 



56 

 

[電気力ペア]間が微小距離 dr だけ変動し[光子の

交換]が起こったとき、(１－２０)と(５－２２)

を使うと次の式が成立します。 

|F|＝ |
𝑑 

𝑑𝑟
|＝ |

𝑑

𝑑𝑟
(
 

𝑟
)|＝ |

 

𝑟 
|    (５－２３) 

ここで符号を考えなければ次の式が成立します。 

F＝
 

𝑟             (５－２４) 

F； [電気力ペア]間の距離がｒのときの、1

つの[op]の[共有]による[電気力]。 

 

「(５－２３)のΔE は、[光子の交換]によって変

動した分の、[op]のエネルギー差を表していま

す。 

 ところで(５－２２)の[op]の E について、(１

－９７)と同じ次の式が成立します。 

          𝜈 

         ; 一組の[電気力ペア]に[共有]されて

いる[op]のエネルギー。 

         ; その[op]のエネルギーを[質量エネ

ルギー]で表示。 

      𝜈  ; その[op]のエネルギーを波動のエネ

ルギーで表示。 

 

 したがってΔE は、交換前後の[op]の質量の差

によって生じた[質量エネルギー]を表してい

ます(5-12)。 

 磁気力も[光子の交換]によって生まれるので、

電磁気エネルギーの実体は[質量エネルギー]

になります。」        (５－２５) 

「[光子の交換]によって[電気力]が発生すると

考えた(５－２４)は、ｍ＝１，ｎ＝１のときの

クーロンの法則(5-19)と数学的に同じになり

ます。そこで(５－１９)と(５－２４)から 

 k＝    𝜀0⁄  と置くと、(５－１９)に習った

(５－２２)の一般式が、次のように作れます。」 

   (５－２６) 

   ＝
 𝑛𝑒 

4𝜋𝜀0𝑟
＝ n

  
      (５－２７) 

m，n；[ｐ]または[ｅ]の個数。 

 

 (５－２７)で m＝1，n＝1 のとき 

𝑒 

4𝜋𝜀0𝑟
 ＝ 

  
         (５－２８) 

ところで微細構造定数   は次の式で与えられます。 

 ＝
𝑒 

 𝜀0ℎ 
         (５－２９) 

微細構造定数を(５－２８)に代入して整理すると、 

 ＝
 𝜋𝑟

 
           (５－３０) 

 ； 一組の[電気力ペア]間に[共有]されて

いる[op]の波長。 

ｒ； その[電気力ペア]間の距離。 

 

「(５－３０)から、微細構造定数αは、一組の[電

気力ペア]間に[電気力]として[共有]される、

[op]の波長を決める定数になります。」 

(５－３１) 

 (５－３０)から       ⁄ ＝    ⁄      (５－３２) 

「したがって、[電気力ペア]間に[共有]されてい

る[op]としての[光弦](1-1)は、[電気力ペア]

間を    ⁄  回往復(循環)して、[調和振動]して

いることになります。」      (５－３３) 

「(１－９０)から、(５－３０)のλが[真の波長]

で、ｒが[見かけの波長]になります。78」 

(５－３４) 

「(５－３０)で求められたλは、[電気力]として

[共有]されている（クーロンの法則を満足させ

る）[op]の波長を表しています。そのため、[電

気力]以外のときはこの公式を使えません。 

たとえば、電気的に中性の平行な壁面間には、 

                              
78 ですから波長がｒという光子は存在しません。 
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λ＝ｒ(ｒは壁面間の距離)の波長を持つ[op]が、

多数[調和振動]しています (正確には Ｅ＝

∑  
 ⁄  𝜈 のエネルギーを持つ[op])。これが(１

－４１)の[規振 op]です。」    (５－３５) 

『ＣＰ物理学』では、[光子の交換]79によって[電

気力]が生まれると考えました(5-13)。そこであ

えて ｅ(電気素量)を含まない式を作ってみると、

(５－２２)と(５－３０)から次のようになります。 

E＝ 
ℎ  

   
        (５－３６) 

この式から(５－２４)と同じようにＦを求めると、 

F＝ 
ℎ  

  𝑟   [光子交換の法則](５－３７) 

Fmn＝mn 
ℎ  

  𝑟   [光子交換の法則](５－３８) 

E；   一組の[電気力ペア]に[共有]されて

いる[op]のエネルギー。 

F, Fmn； [電気力ペア]間の距離がｒのときの、

1 つ、または m×n 個の[op]の[共有]

による[電気力]。 

ｈ,c,α； プランク定数と光速と微細構造定数。 

ｒ；   [電気力ペア]間の距離。 

「(５－３７)式は１つの[op]を、(５－３８)式は 

ｍ×n 個の[op]を[交換]することによって生ま

れる[電気力]を表す式になります。 

  クーロンの法則に対してこの２つの式を、 

[光子交換の法則]と書きます。」 (５－３９) 

「これらの式は、[電子]と[陽子]が共同で[光子

を交換]する能力を持っていれば、[電気力]が

生まれることを示しています。」 (５－４０) 

「しかし(５－２６)で示したように、クーロンの

法則(5-19)と[光子交換の法則](5-38)は、数学

的に同じものです。そこで、物理学的に違いが

生まれる場合を考えます。」    (５－４１) 

                              
79 現代物理学でも光子の交換によって電気力が

生まれるとの記述がありますが、『ＣＰ物理学』

では[光子の交換]を厳密に定義しています。 

「[光子の交換]が制限されることなく自由に行

える環境では、クーロンの法則と[光子交換の

法則]に、違いは生まれません。 

しかし、[光子の交換]が制限される次のような

環境では、クーロンの法則と[光子交換の法則]

の比例定数に、違いが現われることが期待でき

ます。違いが現われることが、[光子交換の法

則]の検証になります。 

① [電気力ペア]間の距離がマクロなとき、[光

子交換の法則]では、[共有]されている[op]

の波長が長くエネルギーが小さいので

(5-16)、[CP](1-33)の熱運動によってその

[op]は弾き飛ばされ、[電気力ペア]は[op]

を[共有]できません80。したがって、遠く離

れた２つの[CP]間（電気力ペア間）には、

『ＣＰ物理学』では[電気力]が存在しませ

ん。 

このように、マクロな距離で電気力が観測

されないことを、『ＣＰ物理学』はうまく

説明します(5-65)。 

しかしクーロンの法則では、遠距離でも電

気力が存在します。 

したがって、遠距離でのクーロンの法則を

確認する実験を行えば正否は確認できます。 

② 超低温の空間には、光子が(ほとんど)存在

しません。そのため[光子の交換]が制限さ

れ、[光子交換の法則]は、室温のときと違

った‘電気力’たとえば電子対(ペア電子)81

                              
80 『ＣＰ物理学』では[調和振動]によって物体

が存在していると考えています。高温になるに

つれて[CP]の熱運動が激しくなり[op]をだん

だん[共有]できなくなるので、高温では様々な

現象が見られます。イオン化はその一例です。 
81 『ＣＰ物理学』で電子対は、[op]を[交換]し

ないで[共有]し続けている状態です。ただ隣り

合った電子どうしは[op]を[共有]していませ

ん。それは超低温では、周囲の空間から短い波

長の（したがって高エネルギーの）[op]を供給

できないからです。そのため周囲の空間から供
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を観測することになります。しかしクーロ

ンの法則では、室温でも超低温でも、同じ

ように電気力が存在します。したがって、

高温超電導等の超低温の研究で、クーロン

の法則82では説明できない現象を[光子交換

の法則]で再考することによって、[光子交

換の法則]の正否を判断することができる

とこのレポートは主張しています。 

③ (５－１３)に書いたように、[光子交換の法

則]では[電気力]（電場）の発散は起こりま

せん。    」      (５－４２) 

 

「(５－１６)(５－２２)から、[電気力]の強さは、

[電気力ペア]に[共有]され[交換] される、

[op]の波長(エネルギー)の差によって決まり

ます。[光子の交換]は[電気力ペア]の共同作業

で行われます。そのため光子の[共有]・[交換]

で、[電気力ペア]（たとえば陽子と電子）の立

場は対等です。したがって、[陽子]と[電子]の

[質量]や大きさの違いは、‘電気素量’・[電気

力]と無関係になります。 

以上のように『ＣＰ物理学』は、[陽子]と[電

子]が（符号は別にして）まったく同じ大きさ

の‘電気素量’を持っていると観測される不思

議さを、うまく説明できます。」 (５－４３) 

「これらの説明から分るように、[陽子]や[電子]

が、電気素量としてのエネルギーを内部に持っ

ているわけではなく、[電気力ペア]が[共有]し

                                                  

給可能な長い波長の[op]を、遠く離れた電子ど

うしが[共有]し電子対を作ります。 

このことは、任意の波長の[op]が(無数と言っ

ていいほど)供給されない場合、クーロンの法

則が成立していないことを意味します。 
82 絶対零度でクーロンの法則が成立すると仮定

します。すると絶対零度で光子の交換が行われる

ことになります。陽子が光子を放出すれば、陽子

が熱を放出したことになり、陽子の温度は下がる

ことになります。が、陽子の温度はすでに絶対零

度です。クーロンの法則はこのように、モデルに

無理があると考えます。 

ている[op]の分しか、[陽子]と[電子]は‘電場

としてのエネルギー’を持っていません。83」 

                 (５－４４) 

「それでは電荷とは何か、という素朴な疑問が生

まれます。電子について考えてみます。 

 １つの電子単独では、電荷を持っていることに

よる物理現象(電磁気現象)は何も観測されませ

ん。逆に言えば、電子が電荷を持っていること

も確認できないのです。１つの電子が他の電子

等に出会ってはじめて[電気力]が生まれ、電荷

とは何だろうかと考えることができるのです。 

このことから、電荷とはクーロンの法則によっ

て定義された便宜上の物理量であるとこのレ

ポートでは考えています(5-9)。   

電荷そのものを、[光子の交換]の能力を表す量

と定義することはできません。それでは、[光

子の交換]が不自由な場で電子が持つ電気素量

が違ってくる計算になり、電磁気学体系がめち

ゃくちゃになってしまうからです。」 

       (５－４５) 

「[電気力]は、[電気力ペア]間に[共有]されてい

る、実在している[op]の[交換]によって生まれ

ます。[電気力ペア]間の距離がマクロになれば、

(５－４２－①)から[電気力]はゼロになりま

す。このように、[電気力]が働く距離は有限で

す。《なお陽子・[電子]間の距離がミクロの場

合については(６－１９)を参照して下さい。》

そして、[電気力ペア]に[共有]される[op]の波

長が有限であれば、(５－２７)も有限になりま

す。そして(１－５１)から、[電子]は大きさを

持ちます。そのため発散の問題は起こりませ

ん。」                  (５－４６) 

                              
83 このため、現代物理学で電磁力は繰り込み可能

になります。つまり、実際に持っていない無限量

を持っているとするモデルで、その無限量を差し

引けば、実際に[共有]されている分が残ります。 
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「(２－９)で、[電子]のスピンを計算しました。

[電子]は、[光弦]が２回循環している、という

構造を持っています(1-51)。そこで、[光弦]が 

n 回循環しているという構造を持った、[CP]ま

たは[op]のスピンを、[電子]に習って、次のよ

うに計算します。」      (５－４７) 

 

2π ×n＝λ ，   ＝λ／2πn     (５－４８) 

   ；  ‘光弦’の循環半径。 

λ、n； [CP]・[op]の波長と循環回数。 

s＝   ⁄  ∙          ＝            (５－４９) 

s，  ； [CP]・[op]のスピンと[質量]。 

  ；    光速(1-81)。 

(１－１０１)と(５－４８)を(５－４９)に代入。 

s＝      ＝
ℎ

 
∙

𝜆

     
 ＝ 

 

 
∙

ℎ

  
  (５－５０) 

 

(５－４７)(５－５０)から 

「スピンが 1／n の[CP]・[op]とは、ｎ回循環し

ているという構造を持った[CP]・[op]を言いま

す。」              (５－５１) 

「(５－３３)(５－５１)から、[電気力ペア]間に

[共有]されている[op]のスピンは、 ／π にな

ります84。」           (５－５２) 

 

Ⅴ－３．    磁気力 

Ⅴ－３－１．ローレンツ力 

「[ ]と[ ]の[磁気力ペア](5-8)が、[光子の交換] 

(5-11)を行ったときに、[電気力]にプラスされ

る形で、[磁気力]が生まれます。 

[磁気力]として[交換]される光子は、[ ](5-5)

に限ります。」                 (５－５３) 

「[磁気力ペア]間の距離の変動が微小の場合は、

次のどちらかになります。    (５－５４) 

                              
84 ／π の値は量子電気力学で実際に観測され

ています。ただそれがスピンとしての値である

ことを認識されていないだけです。 

(ａ) [磁気力ペア]が[ ]を[交換]します。 

(５－５４－ａ) 

(ｂ) [磁気力ペア]に[共有]されている[ ]が、 

弾性体として作用します。」 

    (５－５４－ｂ) 

「空間を運動している１つの電子は、[ ]を伴い

[ ]になっています(5-6)。この[ ]が他の[ ]と

[ ]を[交換]すれば、(５－５３)から、[磁気力]

が観測されます。その[磁気力]の大きさは式

(５－５８)で計算できます。 

[電子]が運動して[ ]になっても、(５－３)から、

[電子]は[ｅ]の性質を保持しています。そのた

め[ ]は、[ｐ]や[ｅ]と[op]を[交換]します

(5-18)。そのときの力の大きさは、[光子交換

の法則](5-38)で計算でき、[電気力]として観

測されます。 

以上の、運動する１つの[電子]の、[磁気力]と

[電気力]を合わせてローレンツ力と呼びます。」 

                (５－５５) 

 

Ⅴ－３－２．磁気力 

「[ ]の状態には大小があります(5-3)。これをこ

のレポートでは、‘[磁交]の大きさ’と表現し

ます85。１つの[電子]の[電交](通常の状態での

光子交換の能力)は距離が決まれば一定の値で

すが、１つの[電子]の[磁交]([ ]交換の能力)

には、このようにその大きさに大小があります。 

[電子]が運動することによって[ｅ]が[ ]にな

ったとき、‘[磁交]([ ]交換の能力)の大きさ’

は、[ ]の速度に比例します。 

                              
85 熱運動は温度によって決まります。そのためす

べての粒子について平均すると、一定の温度で一

定の値になります。その平均値の熱運動を持つ１

つの[ ]について考えると、[磁交]が大きくなれ

ばなるほど、相対的に熱運動の影響が小さくな

り、[ ]が安定した状態になります。そのため[磁

気力ペア]間の距離が同じでも、高エネルギー

の[ ]を[共有]することができます。 
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静止している[ｅ]が、磁束密度(5-120)として

の[ ]状態の[光弦]によってスピンの向きを固

定され、[ ]に転化することがあります。この

現象は磁化と呼ばれます。このときは、スピン

の向きが固定される強さによって、‘[磁

交]([ ]交換の能力)の大きさ’が決まります。」 

  (５－５６) 

[磁気力]は次の式で与えられます。 

 f＝k 
ℚ1∙ ℚ 

𝑅            (５－５７) 

 f； ２つの[ ]間に働く[磁気力]。 

k； 比例定数。 

ℚ   ℚ ； ２つの[ ]の[磁交]([ ]交換の能

力)の大きさ。 

R； ２つの[ ]間の距離。 

 

[電子]が運動することによって[ ]になるとき、 

(５－５６)から[磁気力]は次の式で与えられます。 

 f＝   
𝕧1∙ 𝕧 

𝑅            (５－５８) 

 f； １つの平面上を運動する２つの[ ]間に

働く[磁気力]。 

  ； 比例定数。 

𝕧  ， 𝕧 ； ２つの[ ]の速度。 

𝕧 ∙ 𝕧 ＝|  ||  |      ，θは 𝕧   𝕧  のなす角。 

R； ２つの[ ]間の距離。 

 

(５－５３)(５－５７)から、(５－１３)と同じこ

とが言えます。 

「[磁気力ペア](5-8)は、[磁気力]としての[ ]を

共同作業で[交換]する能力を持っています。」 

(５－５９) 

「(５－５８)の[ ]の速度は、[磁気力]を観測し

ている実験室に対する速度であって、２つの

[ ]の相対速度とは無関係です。 

たとえば、２つの[ ]が実験室で、互いに平行

に同じ速度で運動しているとき、２つの[ ]の

相対速度はゼロになります。(例として平行電

流があげられます)。  

しかし２つの[ ]は、実験室に対して運動して

いるので、スピンの向きが安定し、[ｅ]でなく

[ ]になっています。そのため、[ ]の形の‘光

子’を[共有]できます。この‘光子’の[共有]

を、実験室で観測すれば、[磁気力]として観測

されます。 

実験室という慣性系が、[絶対空間座標系]に対

して運動していても、[相対性原理](2-120)に

よって、実験室と２つの[ ]の 3 者間でその影

響は相殺されます。したがって、慣性系(実験

室)が運動しているかどうかを，差し当たり考

慮する必要はありません。」        (５－６０) 

「複数の[ ]間に働く[磁気力]は、(５－１４)に習

って、すべての[磁気力ペア]の組み合わせにつ

いて、(５－５７)(５－５８)にしたがって f を

求め、それらを合計して得られます。」 

  (５－６１) 

(５－５８)から、[ ]と[ ]に[共有]される[磁気エ

ネルギー]は、(５－２２)(５－２４)と同じよう

に求めることができます。 

  ＝   
𝕧1∙ 𝕧 

𝑅
         (５－６２) 

  ； ２つの[ ]に[共有]されている[ ]状態

の[磁気エネルギー]。 

𝕧   𝕧 ；２つの[ ]の速度。 

 

「[磁気力]は、実在の[ ]の[交換]によって生ま

れるので、(５－４６)の[電気力]と同じように、

発散の問題は起こりません。 

 また[磁気力]は、[ ]と[ ]が[ ]を[交換]する

ことによって生まれるので、モノポールは存在

しません。このように『ＣＰ物理学』は、モノ

ポールが観測されないことを、うまく説明でき

ます。」            (５－６３) 
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「[磁気力]は、磁石による[磁気力]と、[電流]に

よる[磁気力]の２種類に大別できます。 

磁石は[ ]と、その運動エネルギーとしての[ ]

を持っています。しかし、２つの磁石間の[磁

気力]は、双方の[ ]と[ ]が、空間からの[sp]

を[ ]に転化させ、[交換]することによって生

まれます。 

これは、磁石の[ ]状態の[光弦]が、磁石内部

に強く[共有]されているため、空間からの[sp]

を[交換]する方が、より容易なためです。 

空間からの[sp]を[交換]するので、このときの

磁気力を、[静電気力]に習って、[静磁気力]と

書きます。磁石による磁化作用も、磁化作用に

よって生まれた[ ]と磁石との[磁気力]も、[静

磁気力]によって生まれます。 

また、磁石の[ ]と、[電流]の[ ]によって生ま

れる[磁気力]は、[電流]の[ ]を[交換](5-73)

することによって生まれます。」 (５－６４) 

「電気的中性の物体は、外部の[ｅ]と、[電気力]

を作用しあうことはありません。86 

磁石は電気的に中性ですが、[ ]になっている電

子があるので、[磁気力]が生まれます。それは、

[ ]を作っているエネルギーが、[磁気力ペア]

の[ ]と[ ]の熱運動(5-3)を凌駕しているので、

熱運動に妨害されることなく、[磁気力ペア]が、

[ ]を[共有]することができるからです。 

マクロな距離の[電気力]は観測されないのに、

マクロな距離の[磁気力]が観測される不思議

                              
86電気的に中性の物体内部では、[ｐ]と[ｅ]が短

い波長のしたがって高エネルギーの[op]を[共

有]し、強固な[調和振動状態]を築いています。 

外部の[ｐ]や[ｅ]が、電気的中性の物体内部の

[ｐ]や[ｅ]と[op]を[共有]しようとしても、そ

の波長は大きくエネルギーが小さいので、[ｐ]

や[ｅ]の熱運動で弾き飛ばされ、[共有]できな

いのです。したがって外部の[ｐ]や[ｅ]は、中

性の物体と電気力を及ぼし合っていないと『Ｃ

Ｐ物理学』は考えています。 

さを、『ＣＰ物理学』は、このようにうまく説

明できます。」          (５－６５) 

 

Ⅴ－３－３．電気力と磁気力の方向 

「[電気力]も[磁気力]も、[ペア]が[光子を交換]

することによって生まれるので(5-17)(5-53)、

力の方向は[ペア]を結ぶ直線方向になります。 

直線電流と円電流が作るコイルの間には、同一

平面を作るように[磁気力]が働きます。 

        ひもで吊るしたコイル 

 

 

 

 

直線電流 ⇔同一平面⇔  円電流 

 

このことは、直線電流の[ ]とコイルの円電流の

[ ]を結ぶ直線方向に、[磁気力]が発生している

ことを表しています(上の図)。 

[電気力]と[磁気力]の向きは、[ペア]間の安定

さが増す向き（不安定さが減少する向き）にな

ります。‘安定さ’は温度に依存します。 

室温で、１つの陽子と１つの電子は[光子の交

換]を行い、最も安定な水素原子の基底状態に

たどり着きます。87 しかし高温では、陽子と

電子が分離します。したがって温度上昇時には、

陽子と電子間に、引力ではなく斥力が働くこと

が予測できます。88 

絶対零度付近では、２つの電子は電子対(ペア

電子)を作ります。これは ①安定さが増す向

きに[電磁力]が生まれるので、([ ]と[ ]間には

斥力ですが)[ ]と[ ]間に引力が働くためと 

②超低温では、空間から光子が供給されなくな

                              
87 そのため室温では結果として引力が働きます。 
88 高温では、陽子と電子の光子放出の能力以上に

光子が供給されてしまうので、[共有]する光子が

イオン化エネルギーを超え、ついには分離する

ことになります。 
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るため、 [共有]されている[op]が[共有]され

続け、その[op]が弾性体として働く(5-17-b) 

(5-54-b)ためです。 

以上のように、[電気力ペア]または[磁気力ペ

ア]は共同作業が持つ固有の性質として、それ

に加えて周囲の環境によって、引力か斥力かが

決まります。通常観測される引力と斥力の組み

合わせから、現代電磁気学では便宜上プラスと

マイナスを定義しています。」  (５－６６) 

 

Ⅴ－４．  電流 

Ⅴ－４－１．導体 

「導体内の自由電子の１つを[ｅ]、対応する原子

核を[ｐ]で表します。 

電気的中性の導体内に、[ｐ]と[ｅ]は同数存在

します。そのすべての[ｐ]と[ｐ]、[ｐ]と[ｅ]、

[ｅ]と[ｅ]は、(５－１４) にしたがって[op]

を[共有]します。そのため、[op] によって結

ばれた網目状の調和振動態ができます。 

[ｐ]は固定され、[ｅ]は比較的自由です。 

そのため、（ｅ－[op] －ｅ）の網目はフレキ

シブルです。その[調和振動態]全体を[自由電

子網]と書きます。 

[ｐ]や[ｅ]は、[op]をバネと考えた熱運動

(5-2)をしています。89 

この熱運動で[ｅ～ｅ]間の距離が同じである

方が、[自由電子網]は安定した[調和振動状態]

になります。したがって、自由電子は導体内を

無秩序に動き回っているわけではなく、時とし

て[自由電子網]が 波動として観測されます。」 

          (５－６７) 

Ⅴ－４－２．定常電流回路モデル 

定常[電流]回路モデルを、①～⑪で説明します。 

                              
89 熱運動として供給される[sp]を[op]に激しく

転化し・交換し、引力や斥力を作り、結果とし

て[op]をバネと考えた熱運動をしているとみ

なすことができます。 

① 「[電流]は、[  ](5-7)の流れが作る[ 波動]

と、[  ](5-7)の流れが作る[ 波動]の、２つ

の波動からできています。 

[ 波動]と[ 波動]の流れの向きは逆になりま

す。[電子]の流れである[ 波動]の流れの向き

は、現代電磁気学と同じように、一般的には

電流と逆になります。したがって、[ 波動]

の流れの向きは、[電流]の向きと同じになり

ます。[電流]回路で、[ 波動]と[ 波動]は、

エンドレスの波動になります。 

[自由電子網]は、電気抵抗に関与します。」 

                     (５－６８) 

② 「定常[電流]回路で、回路から失われるエネ

ルギーを分類してみると、結局光子だけにな

ります90。そのため、定常[電流]を維持するた

めには、外部の起電力源から、失われる分の

光子を絶えず供給しなければなりません。 

しかしこのとき供給される光子は、導線方向

の運動量を持っていません。供給された光子

と導線内の自由電子の一部が、[  ]と[  ] に

転化すると同時に、作用・反作用により導線

内を互いに反対方向にらせん状に運動します。 

[電流]が生まれるこの一連の変化を、[電磁気

的作用反作用]と書きます。 

このとき、[  ]と[  ]の運動量について、保

存則が成立します。91 

なお『ＣＰ物理学』では、自由電子の全部で

なく、その一部だけが運動して[ 波動] つま

りは[電流]を作る、というモデルを提案して

います。このように『ＣＰ物理学』は、[電流]

                              
90 電流でモーターを動かしても、結局失われるの

は光子で、熱エネルギー等として観測されます。 
91 『ＣＰ物理学』で電流は、[ ]と[ ]が同じ大

きさの運動量を持って反対の向きに流れる現

象です。ですから導線の任意の地点でのトータ

ルの運動量はゼロになります。そのため導線を

折り曲げようとどうしようと、ひどい不都合は

起こりません。 
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が高速で伝達することをうまく説明できま

す。」            (５－６９) 

③ 「定常[電流]回路で、[ 波動]の[ ]は、回路

に沿ってらせん状で等間隔に連なり、均質な

波動を形成します。この波動が[ 波動]です。

[ 波動]との反作用により、光子が転化してで

きた[  ]の流れを、[ 波動]と呼びます。[ ]

の[質量]は小さいので高速で、[ ]の[質量]は

大きいので低速で運動します。 

この互いに反対の向きに進む、[ 波動]と[ 波

動]がエンドレスの回路を作り、[調和振動状

態]としての[電流]を作ります。」 (５－７０) 

④ 「第Ⅲ章のド・ブローイの物質波では、[電子] 

に衝突した[付着 op]としての[ ]は、[電子]

と一緒に同じ向きに運動します。 

しかし、[電流]の場合の[電子]と[ ]の運動の

向きは、逆になると仮定しています。ただド・

ブローイの物質波のときと同じように、[電

流]でも、[電子]([ 波動])と[ ]([ 波動])は

[調和振動状態]にあり、そのためスピンの向

きは互いに逆で、[電子]が停止すれば、[ ]

は放出されます。放出された[ ]は[sp]に転化

して、[電流]の熱エネルギー等として観測さ

れます。 

[ 波動](5-68)と[ 波動](5-68)が、互いに逆

向きの安定した流れを作ることができるのは、

[ 波動]と[ 波動]がエンドレスの波動である

ことと、互いのスピンの向きが逆であるため、

ボルトとナットのように振る舞えるためです

92。」              (５－７１) 

                              
92 [ ]は導線中の[ｅ]とも電気力としての[op]

を[共有]しています。[ ]は[電流]として回路を

流れ、[ｅ]は自由電子として不規則に熱運動し

ています。したがって[ ]は[ｅ]と頻繁に[op]

を交換しながら流れます。この‘交換’が可能

なのは、導線中に（熱運動としての）[op]が無

数に存在しているため、必要な波長の[op]が必

ず存在するためです。というのが『ＣＰ物理学』

の主張です。 

⑤ 「[ 波動]と[ 波動]は、導線内を互いに反対

方向に運動しますが、[ ]は２つの[ ]に[共

有]されています(5-53)。したがって、[ 波動]

の１つの[ ]は、導線内のすべての[ ]と、(熱

運動によって弾き飛ばされない限り)、 

(５－６１)に従って、[ ]を[共有]します。そ

のため、[共有]される[ ]の波長は様々です。 

これらすべての[ ]をマクロ的に捉え、[ 波

動]と書いています。」     (５－７２) 

⑥ 「隣り合った[ ]と[ ]に[共有]されている

[ ]は、比較的[ ]と[ ]の間に閉じ込められて

います。それは、[ ]の波長が短いためです。

しかし、遠く離れた[ ]と[ ]に[共有]されて

いる[ ]の波長は長く、導線をはみ出し、導線

を中心とするマクロな空間をらせん状に進み

ます。 

この状態の[ ]を、導線の[ ]と導線外部の[ ]

が[共有]すると、(５－５８)に従った[磁気

力]が発生します。すると、[共有]された[ ]

は[ 波動]から分離して、[電流]による[磁気

力]・[磁気エネルギー]として観測されます93。」 

                   (５－７３) 

⑦ 「電気抵抗等によって、[ 波動]の[ ]と[ 波

動]の[ ]が失われると、高速で運動する[ 波

動]の[ ]が、短時間で[電流]を修復します94。」 

             (５－７４) 

⑧ 「[自由電子網]は、回路の抵抗部分で粗く、

良導体部分で密な、エンドレスの網目を作り

ます。」                      (５－７５) 

⑨ 「[自由電子網]の１つの[ｅ]が、[ 波動]の

[ ]に転化しても、[ ]は[自由電子網]の[ｅ]

と[op]を[共有]しているので、その分の[電気

力]を持っています(5-18)。 

                              
93 [電流]の[ ]と[ ]間に[共有]されている[ ]

と、[電流]による[磁気力] [磁気力エネルギー]

として観測される[ ]は、別扱いになります。 
94 そのため安定な定常電流を維持できます。 
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そのため[ ]を、依然として[自由電子網]の一

員とみなすこともできます。」  (５－７６) 

⑩ 「[電流]の強さを、単位時間に断面積を通過

する[ ](電子)の数によって定義します。 

[ ]は、回路に沿って等間隔に連なっている

(5-70)ので、次の式が成立します。」 

              (５－７７) 

I ∝  𝒶             (５－７８) 

Ｉ； [電流]の強さ。 

𝒶 ； 回路の単位長さあたりの[ ]の数。 

  ； [ ]の速度。 

 

「特定の回路では、[電流値]Ｉが決まれば、𝒶 

と  が一定の値になります。」 (５－７９) 

「ただ別々の回路で、[電流値]Ｉが同じでも、

𝒶 と   が同じとは限りません。それは、回

路によって[自由電子網]の性質、[ 波動]の

性質、[ 波動]の性質が異なるからです。」 

(５－８０) 

(５－７８)から 

I ∝    𝒶          (５－８１) 

m； [電子]の[質量]。 

 

「この式の右辺は、𝒶 個の[電子]の運動量に

なります。 

そのため、[電流]と[電子]の運動量を関連付

けた電磁気学体系が、可能になると考えられ

ます。95」            (５－８２) 

⑪ 「[電流]の強さは、(５－７７)から、[ ](電

子)によって定義されているので、[電流]につ

いても(５－１３)と同じことが言えます。 

[電流]の[ ]と[電流]外部の[ ]が、共同作業

で[ ]を[交換]することによってはじめて、

                              
95 この電磁気学体系が認められれば、[ＭＫＳ]

だけで電磁気の単位を記述できることになり

ます。 

[電流]の[磁気力]・[磁気エネルギー]が観測

されます。 

そのため、[ 波動]自体の[ ]と[ ]間の磁気力

は観測されませんが、[電流]が失われたとき

に、[電流]のエネルギーとして[ 波動]のエネ

ルギーが観測されます。」   (５－８３) 

 

Ⅴ－４－３．変位電流 

充電してあるコンデンサー回路を閉じ、コンデン

サーを放電する場合を考えます。 

① 「変移していた[自由電子網]は、元に戻ろうと

して運動を始めるので、[  ]の状態になりま

す。」              (５－８４) 

② 「極板間に[電気力]のエネルギーとして閉じ

込められていた[op]群は、[  ]と反対の方向に

運動を始め、[  ]になります。」 

                (５－８５) 

③ 「そのため、回路を互いに反対方向から運動し

てくる[ ]と[ ]が、[電流](5-68)を作ります。」 

                 (５－８６) 

④ 「ただ、極板間には自由電子が存在しないので、

[電流]は流れません。 

そこで、極板間の[  ]の流れを、現代電磁気学

に習い、[変位電流]と書きます。 

[電流]のエネルギーは光子なので(5-69)、[ ] 

(光子)の流れである[変位電流]も、エネルギー

的には[電流]と同じです。」   (５－８７) 

 

Ⅴ－４－４．電気抵抗とジュール熱 

「断面積に比べて十分長い導線に、定常[電流]が

流れている場合を考えます。 

ここで次の①～②のモデルを提案します。」 

   (５－８８) 

① 「[電流]回路では、熱運動により[ 波動]と[ 

波動]が乱され、[ ]と[ ]が同時に失われ

(5-6)、[ ]が転化した[sp]が、電気抵抗によ

るジュール熱等として観測されます。 
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(５－７６)から、[ ]も自由電子の一員です。

そこでさらに次のモデルを作れます。」 

                   (５－８９) 

② 「[電流値]が一定のとき、単位時間に単位長

さの導線から熱運動により失われる[ ]の数

は96、導線の単位長さにある[ ]の数に比例し、

導線の単位長さにある自由電子の総数に反比

例します。97」        (５－９０) 

「熱運動は温度に依存します。 

すると(５－８９)から、(５－９０)の失われる

[ ]の数も、温度に依存します。 

そのため電気抵抗も温度に依存します。 

ただこのレポートでは、温度が一定の場合だけ

を考えます。」                (５－９１) 

「[電流値]が一定のとき、一定の長さの導線から

発生するジュール熱を『ＣＰ物理学』に基づく

計算によって求めます。なお導線は直線状とし、

両端付近の誤差は無視します。またオームの法

則が成立する範囲内とします。」 (５－９２)  

(５－６２)から、次の式が成立します。 

                              
96 [ ]の熱運動は、周囲との[sp]や[op]のやり

取りによって起こります。その[sp]や[op]の一

つ一つのエネルギーの大きさは様々ですが、エ

ネルギー分布は温度によって決まっています。

そして[ ]は大きなエネルギーの[sp]や[op]に

衝突されると、[ｅ]に転化するので、その数は

確率で表すことができ、温度により一定値にな

ります。そのため電気抵抗値は温度が決まれば

一定の値になります。 
97 十分に長いまっすぐな導線を空間に置きます。

すると空間の全方位から[sp]が導線に衝突して、

熱運動のエネルギーを与えます。全方位から与

えられるので、単位長さの導線が受け取るエネ

ルギーの量は、断面積にかかわらず一定です。

衝突する[sp]の波長分布は温度によって一定

の曲線で与えられます。そのため単位長さの導

線が受け取る高エネルギーの[sp]の数も、温度

により一定数になります。したがって高エネル

ギーの[sp]が、一定の長さの導線中の１個の電

子に衝突する確率は、電子の総数に反比例しま

す。 

また高エネルギーの[s.p.]が[ ]に衝突する割

合は、[ ]の数に比例することになります。 

   ＝   
  

𝑛𝑟
               (５－９３) 

    ；導線中の 1 個の[ ]が、その導線中の任

意の 1 個の[ ]と[共有]する、[ ]とし

てのエネルギー。 

  ；比例定数(５－６２)。 

  ；電流値が一定のとき [ ]の速度は(５－

７９)からすべて一定なので、  で表し

ます。 

ｒ；隣り合った[ ]と[ ]間の距離。 

ｎ；正の整数。(５－７０)から、定常[電流]

のとき、隣り合った[ ]間の距離は一定

なので、任意の[ ]と[ ]間の距離が、ｒ  

の整数倍になります。 

１個の[ ]は、その導線中のすべての[ ]と[ ]

を[共有]する(5-72)ので、(５－９３)から、次

の式が得られます。 

   ＝2 ∑   
  

  ＝2   
  

 Σ
 

𝑛
 

   ； 1 個の[ ]が失われたときに、導線から

発生するジュール熱。 

「‘２’は、[ ]が両側の[ ]と[ ]を[共有]するこ

とを意味します。Σ(1／n) は[電流値]によらず

一定になります。そこで  n ≫   のときの(1／n)

を無視し、一定の長さの導線の両端付近の誤差

を無視すると、その一定の長さの導線について

    から次の式が成立します。」  (５－９４) 

   ＝  

   

 
           (５－９５) 

   ； 1 個の[ ]が失われたときに、一定の長

さの導線から発生するジュール熱。 

  ； 比例定数。 

[ ]は導線中で等間隔に並んでいるので(5-70)、 

𝒶 ∝  ／               (５－９６) 

𝒶； 定常[電流]のとき、導線の単位長さにある

[ ]の数。 

(５－９５)(５－９６)から 
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   ＝   𝒶                  (５－９７) 

  ； 比例定数 

 

(５－９０)から、単位時間に導線の単位長さから

失われる[ ]の数は、導線の単位長さにある[ ]の

数に比例するので、(５－９６)の 𝒶 に比例する

ことになり、次の式が成立します。 

最右辺は(５－９７)を使い書き換えました。 

 

  ＝   ×(単位時間に導線の一定の長さから失わ

れる[ ]の数) 

＝       × 𝒶 ＝  𝒶
         (５－９８) 

 Ｗ；[電流値]が一定のとき、単位時間に導線

の一定の長さから発生するジュール熱。 

   ，  ； 比例定数 

(５－７８)(５－９８)から 

  ＝ 6 I
           (５－９９) 

 6； 比例定数 

Ｉ； [電流]の強さ。 

 

「 6 が、一定の長さの導線の[電気抵抗値]を表し

ていると定義します。すると(５－９９)は、現

代電磁気学と同じ結果になります。」 

          (５－１００) 

「[電流回路]で[ ]は等間隔に並んでいるので、 

(５－９９)の発熱量は導線の長さに比例しま

す。そのため、定義された[電気抵抗値]は、導

線の長さに比例します。」   (５－１０１) 

 「単位長さの導線の自由電子の数は、導線の断

面積に比例します。そのため、(５－９０) 

 (５－９９)から、定義された[電気抵抗値]は、

導線の断面積に反比例します。」 

               (５－１０２) 

 「導線によって自由電子の性質が異なるので、

[電気抵抗値]は導線内の自由電子の数だけで

は決まりません。」       (５－１０３) 

  

 

Ⅴ－４－５．平行電流間に働く力 

 

図 (５－１０４) 

  ，  ； 平行な導線 A と B に流れる[電流]。 

   ； B 上の点 P での導線の長さ。 

s ； A 上の O～Q の導線の長さ。∠ＰＯＱは

直角です。 

ds； A 上の点 Q での導線の微小長さ。 

R； PQ 間の距離。 

ｒ;  平行な導線 AB 間の距離。 

θ;  PQ と導線 A のなす角。 

 

図(５－１０４)について、観測値を満足させる次

の式が成立します。 

F＝
𝜇0𝐼1𝐼 

 𝜋𝑟
      現代電磁気学の公式(５－１０５) 

F； B の長さ   の部分が、A 全体から受ける

OP 方向の磁気力。 

𝜇0   ⁄ ； 比例定数。 

 

 (５－１０５)を『ＣＰ物理学』で証明します。

ただし符号は力の向きを示すだけなので、ここで

は考えません。そこで絶対値をとります。 

ds 

s 

O 

𝐼  

r 

𝐼  

P 

  

R 

Q 

A B 

θ 
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「  内のすべての[ ](5-3)が、  のすべての[ ]と、

[ ](5-5)を[交換]することによって生まれる

[磁気力]の、OP 方向の成分が F です。 

なおこのとき、F に垂直な成分の[磁気力]は、

打ち消し合って観測されません。 

(５－５８)(５－６１)にしたがってFを求めま

す。そのためにまず、 A の微小長さ ds と B の

長さ  との間に生まれる[磁気力] F を、次の式

で求めます。なお ds と  の長さは微小なので、

ds 内の任意の１つの[ ]と、  内の任意の１つ

の[ ]との間に働く[磁気力]は、すべて同じと

します。また  𝕧  と 𝕧  は平行なので、𝕧 ∙ 𝕧 ＝

|  ||  |になります。」     (５－１０６) 

 F＝|  

𝑎1𝑑𝑠 1∙ 𝑎    

𝑅   n  |    (５－１０７) 

 F；    の、微小長さ ds 内にあるすべての[ ]

と、   の、長さ  内にあるすべての[ ]間

に働く[磁気力]の、OP 方向の成分。 

  ； 比例定数(5-58)。 

   ,    ；    ,    の単位長さ当たりの[ ]の数。 

   ,   ；    ,    の[ ]の速度(5-79)。 

 

 

「(５－７８)から     ∝    ，    ∝    なので、

(５－１０７)から次の式が成立します。」 

(５－１０８) 

 F＝|  

𝐼1∙𝐼 

𝑅   ∙     n  |       (５－１０９) 

  ； 比例定数。 

図(５－１０４)から、 |𝑠|＝|     | 

したがって | 𝑠|＝|        ⁄ |    (５－１１０) 

また  ＝|𝑅   n  |           (５－１１１) 

 (５－１１０)(５－１１１)を(５－１０９)に代

入すると次の式が得られます。 

 F＝|  ∙     
  𝑛  

𝑟 ∙
𝑟 𝑑 

  𝑛  
∙     n  |   

  ＝|  ∙
𝐼1𝐼 

𝑟
∙     n      |       (５－１１２) 

「図(５－１０４)から明らかなように、 F を 

θ＝0 からθ＝πまで積分すれば、 

(５－６１)の条件を満たし、(５－１０５)の F

が得られます。」       (５－１１３) 

F＝|   

𝜋

0
∙
𝐼1𝐼 

𝑟
∙     n      | 

＝|   ∙
𝐼1𝐼 

𝑟
∙   |          (５－１１４) 

(５－１１４)で   ＝𝜇0   ⁄  と置けば、 

(５－１０５)が得られます。 

 

Ⅴ－４－６．ベクトルポテンシャル 

はじめにコイルによって作られる磁束密度につ

いて考えます。 

「コイルによって作られる磁束密度は、下記のい

くつもの要素を組み合わせたものになります。 

 

 

    ↺ ↺           ↺ 

               図Ａ       図Ｂ 

電流１ 電流２   多数の平行電流 

 

① 平行電流１と２の内側では磁束密度としての 

[ ](5-5)が打ち消し合い、外側では強め合う

ように働きます(図Ａ)。それは[電流]を作っ

ている[ 波動](5-68)の[ ]のらせん運動の向

きが、電流１と電流２(図Ａ)の内側では逆向

きで、外側では同じ向きになっているためで

す。そのため平行電流は、相手の[ ]を互いに

外側に押しやるように調和振動することにな

ります。その反作用で、平行電流間には引力

が働くことになります。このことは、同じ向

きの[ ](5-3)間には引力が働くことを示して

います。 
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② これらのことから、図Ｂのように密接した多

数の平行電流では (ⅰ)波長の短い[ ]は、自

分自身の導線内に閉じ込められ、(ⅱ)波長の

長い[ ]は外部に押し出され、すべての平行電

流を取り巻く磁束密度を作るように(図Ｂ)働

きます。 

 

 

           図Ｃ 

 

 

  電流３   電流４ 

 

③ 反平行の電流（図Ｃの電流３と電流４）では

図Ａの平行電流のときとは逆に、内側では磁

束密度を作る[ ]が強め合い、外側では打ち消

し合うように働きます。その結果磁束密度は

反平行電流間に閉じ込められ(図Ｃ)、その反

作用として反平行電流間には斥力が働きます。

このことは、反対向きの[ ]と[ ]間には斥力

が働くことを示しています。 

反平行の電流によって作られる磁束密度とし

ての[ ]のスピンの向きは、図Ｃのように紙面

に垂直になります。  」    (５－１１５) 

「コイルは円電流の重ねあわせと考えることが

できるので、円電流の性質が重要になります。 

 

 

 

               図Ｄ 

 

 

④ 円電流では[ 波動](5-68)の、任意の２つの

[ ]の向きが½πを境に反転します(図Ｄ)。向

きが反転すれば、引力が斥力に変わります。

ただその大きさは cosθ(θ は２つの[ ]間の向

き)に比例するので(5-58)、½π付近ではほと

んどゼロになります。したがって円電流で磁

束密度として大きな役割を果たすのは、(ⅰ)

近傍の２つの[ ]間に[共有]される[ ]と、

(ⅱ)向かい側の互いに反対向きの２つの[ ]

に[共有]される[ ]になります。 

⑤ 円電流の、近くの[ ]どうしの向きは、常にπ

より小さくなります。そして同じ向きの[ ]ど

うし間には図Ｅのように引力が働きます。そ

のため、円電流の[ ]は、円状の導線の内側部

分に押し込められています(図Ｅ)。 

 

    円電流 

           ；[ 波動]の[ ]  

引力                  

 ；２つの[ ]間の引力 

       図Ｅ 

 

⑥ 直径に比べて十分に長いコイルでは、円の大

きさが微小なため、１つの円電流の近傍の、

２つの[ ]間に[共有]される[ ]の波長も微小

になります。またコイルを、密接した平行電

流群とみなすことができます。これらのこと

を合わせて考えます。コイルでは図Ｂのよう

なすべての平行電流群を取り巻くだけの長さ

の[ ]は存在せず、さらに②⑤と図Ｅから、近

傍の同じ向きの[ ]は、自分自身の円電流内部

に閉じ込められることになります。 

⑦ 円電流の互いに向かい合った２つの[ ]につ

いては、③の反平行の[電流]によって形成さ

れる磁束密度と同じになります。したがって

このとき作られるのは、コイルの内部に押し

込められた、コイルの長さ方向の磁束密度に

なります。 

⑧ 以上の④⑤⑥⑦から、整然と密接した長いコ

イル外部には、‘円電流’としての[ ]がコイ

ルの隙間から漏れ出なくなり、コイルの外部

に磁場が存在しない場所ができてしまいます。 
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⑨ このことは、[電流]による磁束密度を作る

働きをする[ 波動]の[ ]が、コイル内部に

強力に閉じ込められてしまうために起こる

ことです。したがってコイル外部の[ ]とコ

イルの円電流の[ ]が磁気力を発生させる

ためには、[交換]するための[ ]をコイル外

部から(ある程度強力に)供給しなければな

らないことになります。 」(５－１１６) 

   「AB 効果(アハラノフ・ボーム効果)を観測する

ときに使う電子線の[電子]は、速度を持ってい

るので[ ]の状態になっており、[付着 op] 

(1-39)としての[ ]を持っています。 

その[ ]がコイル内部に侵入し、‘円電流’の[ ]

と電子線の[ ](電子)に[共有]され、[磁気力]

が生まれ、AB 効果が観測されることになりま

す。98」            (５－１１７) 

 

Ⅴ－５．  マックスウェルの方程式 

Ⅴ－５－１．電場と磁束密度 

「室温の真空中(1-3)に、[ｅ](5-1)を１つ置いた

とします。すると、空間のすべての方向から、

非常に多くの[sp](1-32)が、[ｅ]に衝突します。

そして衝突した[sp]状態の[光弦]は、光速で運

動しながら、短時間[ｅ]にまとわりつくことに

なります。 

このような状態のところに、別の[ｅ]や

[ｐ](5-1)が現れると、光速でその[sp]を[op] 

(1-36)として[共有](5-10)し、[電気力]が生ま

れます(5-17)。 

                              
98 ＡＢ効果もベクトルポテンシャルも、‘光弦’

の交換によって起こると考えています。 

空間の‘ひずみ’によって生まれるのは重力です。

それは電磁力に比べたら微弱な力です。電磁力の

強力な力は、[質量エネルギー]の差から生まれ

(5-25)ることができるのです。空間の‘ひずみ’

から生まれることはできないと考えます。それは

空間の‘ひずみ’が全空間をひずませるものだか

らです。逆に言えば、空間の‘ひずみ’による特

定の箇所(物体)への影響は非常に小さいと考えな

ければならないからです。 

この現象を[電場]としてモデル化し、[光子交

換の法則](5-38)を参考に、現代電磁気学と同

じように[電場]E を定義したとします。 

[sp]が十分に存在する空間なら、この[電場]E

は、現代電磁気学と同じ法則が適用でき、同じ

ように数学的に取り扱うことができます。99」 

                       (５－１１８) 

「ただこの[電場]E は、実際に[共有]されている

[op]によって定義されます(5-44)。 

また、[ｅ]に衝突して、[ｅ]にまとわりつくこ

とができる[sp]の[光弦]の長さは有限です。ま

た、[電気力ペア]の熱運動を凌駕して、[電気

力ペア]が[共有]することができる[op]の波長

も有限です。100 

したがって [電場]E は有限で、発散は起こり

ません。（陽子・電子間の距離が微小の場合に

ついては(６－１９)を参照して下さい。）」 

   (５－１１９) 

「導線を[電流]が流れているとき、[ 波動]の[ ]

としての[光弦]は、導線を中心とする広い空間

を光速で渦巻きながら運動しています。そこに

別の[ ]が現れると、光速でこの[ ]を[電流]の

[ ]と[共有]し、[磁気力]が生まれます。 

この現象を[磁束密度]としてモデル化し、 

(５－１０５)の[電流]間に働く力を参考に、現

代電磁気学と同じように[磁束密度]B を定義し

                              
99『ＣＰ物理学』の[電場]は、空間のあらゆる

場所に様々な波長の[sp]が無数に(厳密には無

数と言っていいほど)存在していることを前提

にしています。 

この前提があってこそ『ＣＰ物理学』が理論的

に希望する[sp]を[op]として共有することが

でき、全方位が均等な現代物理学の(電子等の)

電荷と数学的に同じになれるのです。 
100 現代物理学の電荷は、いわば全方位がいつでも

満杯の状態ですが、『ＣＰ物理学』は必要なも

のを必要なときに必要なだけ調達して、必要な

分の電気力を供給しています。 

差し当たり必要でない余分な電気量を、いつも

持っているという現代物理学のモデルが、発散

を起こしていると考えることができます。 
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たとします。するとこの[磁束密度]B は、現代

電磁気学と同じ法則を適用でき、同じ数学的な

取り扱いができます。」        (５－１２０) 

「ただこの[磁束密度]B は実際に[共有]されてい

る[ ]によって定義されます。また[ ]と[ ]に

[共有]される[ ]の波長は有限です。 

その他[電場]と同じように説明できるので、

[磁束密度]B は有限で、発散は起こりません。」 

(５－１２１) 

 

Ⅴ－５－２．電磁気衝突 

「２つの物体は直接接触して衝突します。このこ

とを特に強調したいときは、この衝突を[接触

衝突]と書きます。 

これとは別に、非接触衝突と考えることができ

る[電磁気衝突]モデルを提案します。」 

               (５－１２２) 

[電磁気力]は通常、[電気力]と[磁気力]の２つに

分類されます。しかし、次の①と②という別の分

類をすることもできます。 

① [電場]や[磁束密度]が、変動しない状態で働

く[電磁気力]。       (５－１２３) 

② [電場]や[磁束密度]が、変動することによっ

て生まれる[電磁気力]。   (５－１２４) 

 

「この②は、[電場]や[磁束密度]を介した作用反

作用によって起こるので、これを[電磁気衝突]

と書きます。」        (５－１２５) 

この[電磁気衝突]101の特徴を考えます。 

                              

101 ‘衝突’によって運動は妨げられます。 

[電磁気衝突]も運動を妨げる働きをします。 

したがって[電磁気的作用反作用]によって生

まれる[電流]も運動を妨げる向きに流れます。 

これは、エネルギー保存則から必然的に導かれ

る現象です。 

 

＊[電磁気衝突]は、[電場]や[磁束密度]が変動す

ることによって起こるので、その力の大きさに

は、変動速度が関係します。  (５－１２６) 

＊２つの衝突体が互いに遠ざかるときも、[電場]

や[磁束密度]が変動していれば、[電磁気衝突]

が起こっています。            (５－１２７) 

＊[電場]や[磁束密度]が変動したときは、[電場]

や[磁束密度]としての[光弦]は、[ｅ]・[ｐ]・

[ ]から作用を受けています。すると、このとき

[電場]や[磁束密度]としての[光弦]は、[ｅ]・

[ｐ]・[ ]に反作用を及ぼします。以上の作用・

反作用の現象を、[電磁気衝突]と呼びます。 

この数学的表現は、マックスウェルの方程式

(5-145)(5-147)にまとめられています。」 

     (５－１２８) 

 

Ⅴ－５－３．電磁誘導 

 

 

図 (５－１２９) 

Ａ； 導線の閉じた輪。 

Ｂ； 磁石。 

図(５－１２９)の[電磁気衝突]を考えます。 

なお磁石ＢがＮ－Ｓを軸に回転しても、[電場]と

[磁束密度]は変動しないので、[電磁気衝突]は起

こりません。 

 

導線の輪 Ａ 

Ｓ  Ｎ 

磁石 Ｂ 
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(１)固定したＡにＢが近づくとき、[電磁気衝突]

が起こり、次の①→②→③→④→①のサイクル

を描きます。102       (５－１３０) 

① Ｂ内の[  ](5-7)は、運動することによって生

まれた[付着運動エネルギー]としての[  ] 

(5-7)を使い103、Ａの自由電子に、 Ｂ→Ａ方

向に作用します。この作用は同時に磁化作用

の働きも持ち、Ａの自由電子のスピンの向き

を一定方向に揃えようとします。 

              (５－１３１) 

② [  ]としての[光弦]は、Ａの自由電子から、

Ａ→Ｂ方向の反作用を受け、それをＢの[  ]

に伝えます。        (５－１３２) 

③ Ａからの反作用でＢの[  ]は減速するので、

[付着運動エネルギー]としての[  ]は過剰に

なります。過剰になった分の[ ]はＢの[  ]を

離れ、Ａの自由電子と導線方向の作用反作用

を起こし、導線内を互いに反対方向に運動し

ます。[円電流]が流れたことになります。 

 (５－１３３) 

「このような、[ ]や[ ]の[光弦]の作用反作用が

[電磁気衝突]で、そのことによって[電流]が流れ

る一連の現象を、[電磁気的作用反作用]と書いて

います。」             (５－１３４) 

④ Ｂの[  ]が減速すると、Ｂ全体も減速するこ

とになります。その結果過剰になったＢ全体

の、[付着運動エネルギー]としての[  ]は、

失われたＢの[  ]の[付着運動エネルギー]と

しての[  ]に転化します。    (５－１３５) 

                              

102 (１)よりも(２)の方が発電効率が良いと予

測されます。実際にそうであれば、 

図(５－１２９)のＡとＢの衝突が相対的で

ない証拠になります。 

 
103 中性の物体が運動しても[付着運動エネルギ

ー]はトータルすると[  ]の形なので、磁気と

無関係になります。 

 

(２)固定したＢにＡが近づくとき、[電磁気衝突]

が起こり、次の①→②→③→①のサイクルを描

きます。                (５－１３６) 

① Ａの導線中の自由電子群は運動して[  ]にな

り、その[付着運動エネルギー]としての[  ]

が、Ｂの[  ]に、Ａ→Ｂ方向に作用します。 

           (５－１３７) 

② そのことによって反作用を受けたＡの自由電

子は減速し、[付着運動エネルギー]としての

[  ]が過剰になります。過剰になった分の[ ]

は、Ａの自由電子を離れ、Ａの自由電子と導線

方向の作用反作用を起こし、導線内を互いに反

対方向に運動します。[円電流]が流れたことに

なります。          (５－１３８) 

③ Ａの自由電子が減速すると、Ａ全体も減速しま

す。その結果、過剰になったＡ全体の[付着運

動エネルギー]としての[  ]は、失われたＡの

自由電子の[付着運動エネルギー]としての

[  ]に転化します。      (５－１３９) 

 

Ⅴ－５－４．[電磁誘導]の相対性 

「図(５－１２９)のＡとＢの衝突は、物理学的に

相対的でありません。それは、運動している物

体が運動エネルギーとしての[ ]を持っており、

その授受は、どちらが運動しているかで異なっ

てくるからです。なおどちらが運動しているか

は、実験室で観察すれば容易に分ります。 

断るまでもなく、エネルギーは客観的な存在で

す。例えば、ガソリンを燃やしたエネルギーで

Ａを運動させれば、運動エネルギーを持ってい

るのはＡなので、ＡとＢの衝突が、相対的では

ありえません。 

なお、実験室という慣性系が絶対空間に対して

運動していても、その影響は（実験室・Ａ・Ｂ

の 3 者に等しく働くため）[相対性原理](2-120)

によって相殺されます。」    (５－１４０) 
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Ⅴ－５－５．重力エネルギーの変換 

「水力発電で、重力エネルギーを[電流]のエネル

ギーに変換する場合を考えます。 

発電するためにダムの水を自然落下させると、

水は運動量を持つと同時に[限られた空間]を

持ち(3-38)、[付着運動エネルギー](3-41)とし

ての[付着 op]を[調和振動状態]として保持し

ます(4-50)。 

ただこの場合は、落下するダムの水が膨大なた

めに、空間からの[sp]だけでは、[付着運動エ

ネルギー]としての[op]の供給が追い付きませ

ん。（注；化学での断熱膨張現象と同じです。）

そこで落下するダムの水は、水自身が[共有]し

ている[共有 op](2-57) の一部を転化して、[付

着運動エネルギー]の[op]として供給します。 

そのため、ダムの水は落下すると、[共有 op]

の一部をを電気エネルギーとして失った分だ

け、水温が下がります。 

発電機に衝突した水は減速し、[付着運動エネ

ルギー]としての[付着 op]を発電機に与えます。

発電機は、その[付着 op]と導線中の自由電子と

の間で起こる[電磁気的作用反作用] (5-134)に

よって、導線に[電流]を流します。」 

   (５－１４１) 

 

Ⅴ－５－６．マックスウェルの方程式 

(５－１１８)から、次の式が成立します。 

𝜀0  𝑖𝑣  ＝ρ  マックスウェルの方程式(ⅰ) 

                           (５－１４２) 

(５－１２０)から、次の式が成立します。 

 𝑖𝑣  ＝0    マックスウェルの方程式(ⅱ) 

                           (５－１４３) 

 

「(５－８７)から[変位電流]は[ ]の流れです。

[ ]の流れは、コンデンサー回路で[ 波動] 

(5-70)を作り、[電流](5-68)を作ります。この

[ 波動]は、(５－６９)(５－８３)から、‘電流

エネルギー’です。また[磁気力]もこの[ ]を

[交換]することによって生まれます(5-73)。し

たがって、[変位電流]を[電流]として扱っても、

差し当たり不都合は起こりません。 

以上のことから、次のマックスウェルの方程式

(ⅲ)が成立すると考えることができます。」 

              (５－１４４) 

 

𝜇0
 rotB＝j＋𝜀 ∙

∂ 

∂ 
  マックスウェルの方程式（ⅲ） 

(５－１４５) 

 

「図(５－１２９)の、ＡかＢの片方だけしか存在

しない状態では、それが運動しても何も起こり

ません。しかし、そこへもう一方が現れると[電

磁気衝突]が起こり、[電磁気的作用反作用]に

より[電流]が流れます。 

また図(５－１２９)の場合に、Ｂが磁石でなく、

[電流]による[磁束密度]の場合も、[円電流]が

流れます。これらの現象を[電磁誘導]としてモ

デル化すれば、次のマックスウェルの方程式

(ⅳ)として、数学的に取り扱うことができま

す。」               (５－１４６) 

rotE＝－
  

  
     マックスウェルの方程式(ⅳ) 

                (５－１４７) 

 

 

 

以上のことから、このレポートで提案した新しい

『電磁気学体系モデル』は、現代電磁気学とは全

く別の電磁気学体系ですが、観測される電磁気現

象と観測値を満足させていると考えます。 
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第Ⅵ章   ボーアモデルと[op] 

 

Ⅵ－１．  ボーアモデルの再構築 

Ⅵ－１－１．ボーアモデル 

この章の計算には[古典力学]を使います。 

「原子内の[陽子]と[電子]が作る[限られた空

間] (1-44)の[共有 op](2-57)と、空間の[sp] 

(1-32)との間で、  [共有 op] ⇆ [sp]  の転化

が起こるために、原子スペクトルが観測されま

す104。その一番簡単な例が水素原子のボーアモ

デルです。」          (６－１) 

「原子番号がＺの原子の原子核を、𝑃  で表しま

す。原子内の[電子]を、内側から   ～   と番号

を付けます。したがって    は最内側の[電子]

を表し、   は最外側の[電子]を表します105。」 

       (６－２) 

「𝑃 と  だけからできている状態の原子を[𝑃 －

  原子]、𝑃 と  ・   だけからできている状態の

原子を、[𝑃 －    原子]と書きます。」 

     (６－３) 

[𝑃 －  原子]の     が円軌道のときのボーアモ

デルは、次の(６－４)(６－７)(６－８)で与え

られます。 

 𝑒 

4𝜋𝜀0𝑟 ＝
𝜇  

𝑟
          (６－４) 

μ＝
 𝑀

 ＋Ｍ
                (６－５) 

Ｚ； 原子番号。 

ｍ，Ｍ； [電子]と原子核の[質量]。 

「このレポートでは、μを[電子]の[質量]、さ

らには[電子]そのものであるかのように扱

うときがあります。」      (６－６) 

                              
104 空間からの[sp](光)が原子に吸収され、原子

内の[電気力ペア]に[共有 op]として保持され

原子構造を形作る、と『ＣＰ物理学』は考えて

います。 
105 『ＣＰ物理学』ではこれらの電子を区別でき

ると仮定しています。 

μ ｒ＝ｎ∙ ｈ／２π      (６－７) 

ｎ； ボーアモデルの主量子数。 

  ＝－
𝑍 

  ∙
𝜇  

8𝜀 
           (６－８) 

  ； [電子]のエネルギー。 

Ⅵ－１－２．基底状態 

「(６－４)(６－７)(６－８)のボーアモデルで、 

ｎ＝１，ｒ＝   ， ＝   のときに基底状態に

なると仮定します。」      (６－９) 

(６－４)・(６－９)から、基底状態では、 

 𝑒 

4𝜋𝜀0𝑟1
 ＝

𝜇 1
 

𝑟1
      (６－１０) 

(６－７)・(６－９)から、基底状態では、 

μ    ＝ｈ／２π    (６－１１) 

(６－１１)の    を、(６－１０)に代入します。 

 𝑒 

4𝜋𝜀0𝑟1
  ＝ 

𝜇

𝑟1
∙ 

 

 𝜇𝑟1  
∙ (

ℎ

 𝜋
)
 

   

＝
 

𝜇𝑟1
3 ∙ (

ℎ

 𝜋
)
 

       (６－１２) 

(６－１２)から、基底状態のときの    は、 

  ＝
4𝜋𝜀0

 𝜇𝑒 ∙ (
ℎ

 𝜋
)
 

       (６－１３)  

「この式で、Ｚ＝１，μ→ｍ(電子の質量)とす

れば、ボーア半径が得られ、矛盾しません。」 

                (６－１４) 

(６－１３)で、μ≅ ｍとすると 

  ≅
  
𝑍
            (６－１５) 

   ；  [𝑃𝑍－  原子](6-3)の、基底状態での

  の軌道半径。 

  ；  ボーア半径。 

(６－１１)(６－１３)から    ＝
 𝑒 

 𝜀0ℎ
 

この  を、微細構造定数α(5－29)を使って書

き換えると、 

  ＝Ｚα               (６－１６) 

「(６－１０)(６－１２)の最左辺は、基底状態

のときのクーロン引力が、  の２乗に反比例
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することを表しています。(６－１２)の最右

辺は(６－１０)の右辺と同じなので、基底状

態のときのμ(電子)の円運動による斥力が、

  の３乗に反比例することを表しています。

そして(６－１０)(６－１２)は、ｒ＝   の基

底状態のときに、左辺の引力と右辺の斥力の

大きさが等しいことを表しています。」 

                (６－１７) 

「(６－１２)(６－１７)から、[𝑃 －  原子]で

は、ｒ＜   のとき、𝑃 ～  間に斥力が働き、

ｒ＞   のとき、𝑃 ～  間に引力が働くことに

なります。したがって、[𝑃 －  原子]の基底

状態は、ｒ＝    を中心とする安定な[調和振

動状態]であることが、(６－１２)によって

示されたことになります。」   (６－１８) 

「[𝑃 －  原子]で、Ｚ＝１のときは水素原子、

つまり[陽子]と[電子]が作る、一組の[電気

力ペア](5-8)を表しています。(６－１８)か

ら、ｒ＜   のとき、この[電気力ペア]間に、

斥力が働きます。このことから、[陽子]～[電

子]間に常に引力が働くとは限らず、ｒ→０

が、現実には起こらないことになります。 

このように『ＣＰ物理学』は、[陽子]と[電

子]が合体しないことを、うまく説明できま

す。さらに(６－１８)は、ｒ→０による発散

が、現実には起こらないことを示しています。 

そして(５－１６)と異なり、ミクロな距離で

は[電気力ペア]が、波長の異なる２つ以上の

[op]を[共有]します。」     (６－１９) 

「ｒ＜   で、[陽子]と[電子]間に斥力が働くの

は、[陽子]と[電子]が持つ [光子交換]の能

力の、光子放出の能力に限界があるためと考

えられます。したがって、[𝑃 －  原子]の基

底状態で、ｒ＝   を境に引力と斥力が入れ替

わるのは、[光子の交換]が行われたためでな

く、[共有]されている[op]が、弾性体として

働いたためと考えられます。(５－１７－ｂ)

参照。」               (６－２０) 

「またミクロな距離では[電気力ペア]が、波長

の異なる 2 つ以上の[op]を[調和振動状態]と

して[共有]します。これはミクロな距離では、

熱運動を凌駕して 2 つ以上の[op]が[調和振

動状態]を築くことができる 106 ため、と考え

られます。ただし同じ波長の[op]を複数個

[共有]することはできません(5-15)。 同じ

波長の[op]を、複数個[共有]できないことと

イオン化を、関連付けて考えることもできま

す(6-31)。」         (６－２１) 

Ⅵ－２． 𝒆𝟏 のイオン化エネルギー 

「(６－１０)の左辺は、[𝑃 －  原子]に[共有]

されている[op]による、クーロン引力を表し

ています。したがってそのエネルギーは、(５

－２７)で、ｍ＝Ｚ，ｎ＝１，ｒ＝  ，λ＝  と

置けば得られます。」      (６－２２) 

 𝐿＝
 𝑒 

4𝜋𝜀0𝑟1
＝ 

ℎ 

𝜆1
      (６－２３) 

  ； (６－１０)左辺の、クーロン引力と

してのエネルギー。 

   ； 共有されている[op]の波長。 

(６－２３)の最右辺は次のことを表しています。 

「[𝑃 －  原子]が基底状態にあるとき、原子核

𝑃  と[電子]    は、波長    のクーロン引力と

しての[op]を、原子核内の陽子の数と同じ、

Ｚ個[共有]しています。なお、Ｚ個の[op]を

[共有]している陽子の位置が少しずつ異な

るので、[排他律](5-15)に反しません。」 

             (６－２４) 

(６－２３)を(６－１３)と微細構造定数α

(5-29)を使って書き換えると、 

                              
106 ミクロな距離で[共有]される[op]の波長は

短くエネルギーが大きいため、[電気力ペア]の

熱運動を凌駕できるからと考えています。 
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   ＝ 
𝑍  

  𝜀   
 ＝ 𝑍   𝜇      (６－２５) 

「(６－１０)の右辺は、μ(電子)の、円運動に

よる斥力を表しています。その運動エネルギ

ーは、[古典力学](1-27)を使って、次の式で

与えられます。」            (６－２６) 

   ＝½ μ   
          (６－２７) 

  ； (６－１０)右辺の、斥力（角運動量）

としての運動エネルギー。 

(６－２７)は、(６－１６)(６－２５) 

(６－２３)から、次のように書き換えることが

できます。 

  ＝½ μ   
  ＝½ 𝑍   𝜇  ＝½  𝐿＝

 ℎ 

 𝜆1
  

       (６－２８) 

(６－２８)の最右辺は次のことを意味します。 

「基底状態のとき、波長が(２  )の斥力として

の[op]が、Ｚ個存在しています。」 

    (６－２９) 

「(６－２８)から、[𝑃 －  原子]の基底状態で

は、引力としてのエネルギー  𝐿 と、斥力とし

てのエネルギー    との比が、２：１になりま

す。」                        (６－３０) 

そこで(６－２１)から次の仮定をします。 

「[𝑃 －  原子]が[共有]している、引力として

のエネルギーと斥力としてのエネルギーが等

しくなったときに、[𝑃 －  原子]はイオン化

します。さらに、励起状態でも引力としての

エネルギーは増えないと仮定します。つまり、

励起状態分としてのエネルギーは、すべて斥

力として働くと仮定します。すると、[𝑃 －  

原子]のイオン化エネルギーは、基底状態のと

きの引力としてのエネルギーから、基底状態

のときの斥力としてのエネルギーを差し引い

た、次の値になります。」        (６－３１) 

(６－２８)・(６－３１)から 

[𝑃𝑍－  原子]のイオン化エネルギー 

＝  －  ＝½  ＝           (６－３２) 

このイオン化エネルギーは、ボーアモデルの式

(6-8)からも求めることができます。 

微細構造定数α(5-29)と(６－２８)を使って

(６－８)を書き換えると、 

  ＝－
𝑍
 

  ∙
𝜇  

8𝜀 
  

 ＝－
 

𝑛 ∙
 

 
 𝑍   𝜇   (６－３３) 

ボーアモデルでイオン化エネルギーは、(６－

３３)式の、ｎ＝∞とｎ＝１との差から求めら

れます。  ∞＝０ なので、(６－２８)を使うと   

(６－３３)と(６－３２)から、同じ値のイオン

化エネルギーが得られます。」  (６－３４) 

 

Ⅵ－３．水素原子のＳ項系列の原子構造 

[𝑃 －  原子]の原子構造を考えるとき、次の①

～③を考慮する必要があります。 

① 「すべての原子は、ボーア半径(6-14)程度

の大きさに観測されます。また、(６－１５)

から、Ｚ  ≅    になります。このことから、

最外側の[電子]の軌道半径が、   のＺ倍と

いう原子構造モデルなら、観測値を満足す

ることになります。したがって、  の軌道

半径   は、(６－１５)の   ≅   𝑍⁄  を仮定す

るのが合理的です。」         (６－３５) 

② 「イオン化する直前の、Ｓ項系列の[𝑃 －  

原子]が持っている[op]の内訳は、 (６－

２８)(６－３２)から  𝐿 (6-23)(6-25)が 

５０％、  (6-27)(6-28)が２５％、イオン

化エネルギー(6-32)が２５％になります。

したがって通常の励起状態では、このイオ

ン化エネルギーの代わりに、励起状態分と

して０～２５％の[op](エネルギー)を充当

させることになります。Ｓ項系列の場合の

この[op]を、主量子数ｎを使って、[ｎ-op]

と書きます。」            (６－３６) 

③ 「励起状態でも、 𝐿，   ，[ｎ-op]は[𝑃 －

  原子]に[共有]されて存在しているので、
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これらすべてが、𝑃 ～  ≅    間で[調和振動

状態]にあります。このレポートでは、原子

が励起状態になっても、原子核と[電子]間

の距離は基底状態のときとあまり違わない、

という原子モデル107を主張しています。」 

 (６－３７) 

ボーアモデルを参考に、(６－１１)の両辺を主

量子数ｎで割った、次の式を考えます。 

 

𝑛
 μ      ＝

 

𝑛
∙

ℎ

 𝜋
      (６－３８) 

「この式は、基底状態の角運動量の、ｎ分の１

の角運動量を表しています。 

この角運動量が、[ｎ－op](6-36)によって、

励起状態分の角運動量としてμ(電子)に与え

られる、と仮定します。」      (６－３９) 

[ｎ-op]も    間で[調和振動](6-37)しているの

で、(６－３８)を次のように書き換えます。 

 

𝑛
 μ      ＝μ ∙  

   ＝μ  𝑛   ＝
 

𝑛
 
ℎ

 𝜋
 (６－４０) 

ここで    ＝ 
  
   と置きました。 (６－４１) 

ｎ；主量子数。ｎ＝１は基底状態(6-11)。 

  𝑛 ；[ｎ-op]によって与えられたμ(電子)の

励起状態分の角運動量としての速度。 

ここで    と   は互いに垂直方向と考えます108。 

[古典力学]から、 

 n＝½ μ  𝑛
                 (６－４２) 

 n；[ｎ-op]のエネルギー。   (６－４３) 

(６－４２)を(６－４１)・(６－２８)を使って

書き換えると、 

 n  
 

 
μ ∙

  
 

  ＝
 

  ∙
 

 
𝑍   𝜇  ＝

𝑍  

  ∙   
     

                              
107『ＣＰ物理学』の原子モデルは、[op]の[共有]

と[調和振動]で組み立てられています。したが

って原子核と電子間の距離がマクロでは、原子

構造を維持できません。この事情は、分子構造

でも同じです。 
108 このように考えないと、   と  の両者を同時

に電子が保持するというモデルを思い描くことが

できないからです。 

(６－４４) 

「    の符号を変えれば、ボーアモデル(6-8) 

(6-33)の    に等しくなります。」 (６－４５) 

(６－４３)(６－４４)から、   ∙       が[ｎ－

op]の波長を表している、と考えることができ

るので、次の式を定義します。 

  ＝   ∙            (６－４６) 

  ；[ｎ-op]の波長。 

(６－４４)(６－４６)から 

 n＝
 ℎ 

𝜆𝑛
          (６－４７) 

「(６－４７)で、ｎ＝１は、(６－２７) 

(６－２８)の   、つまり基底状態の角運動量

としてのエネルギーに等しくなりますので

整合しています。」      (６－４８)

「波長(   )の[op](6-29)と波長( 𝑛)の[ｎ－

op](6-36)(6-46)は、(𝑃 ～  ) ≅     間で[調和

振動]しています(6-37)。したがって(   )と

 𝑛のスピンの比は(５－３２)(５－３３) (５

－５１)(６－４６)から次の式で与えられま

す。」               (６－４９) 

 𝑟1

 𝜆1
    

 𝑟1

𝜆n
⁄  ＝ 

𝜆𝑛

 𝜆1
 ＝       (６－５０) 

「(６－５０)(５－５１)から、 𝑛が    の   倍

回    間を往復運動しながら、[調和振動]して

いる109ことが分ります。 

このことは、[ｎ-op]が(５－３０)とは異なっ

た、より高次の[調和振動]条件で[調和振動]

していることを示しています。110 

                              
109   をこのように解釈すれば、存在するのは  
間内だけになります。したがってマクロな物体

が存在しているのも、その物体が存在している

と私たちが認識している場所になり、素朴な自

然観を満足させる物理学体系を構築できます。 
110 このため[光子交換の法則]を満足させませ

ん。したがってこのとき働いている力は、厳

格な意味での[電気力]と言えません。 
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さらに、振動する速度はどんな場合も光速な

ので(1-45)、高次の[ｎ-op]の[調和振動]では、

元の状態に戻るのに、より多くの(  倍の)時

間がかかることになります。時間がかかれば、

熱運動等により、周囲の状況が変化する確率

が高くなります。つまり元の状態に戻れない

確率が高くなります。そのため、高次の[ｎ

-op]の‘寿命’は短くなります111。 

このように、[op]の寿命は、確率で表される

ことになります。なお、ｎが非常に大きな[ｎ

-op]は周囲の熱運動のために弾き飛ばされて、

(５－４２－①)のように、[調和振動]できず

存在できません。したがって発散は起こりま

せん。」           (６－５１) 

「(６－３２)と(６－４７)と準位図表を参考

に、Ｚ＝１の水素原子のＳ項系列の場合につ

いて、次の式を仮定します。」 (６－５２) 

   𝑆＝  －  ＝  (
 

   
  

 n
)＝

ℎ 

 𝜆1
( －

 

𝑛 
) 

      (６－５３) 

  ；(６－３６)の、０～２５％のエネルギー

を受け持つ、励起状態分のエネルギー。 

  ；(６－３２)の、Ｚ＝１のときのイオン化

エネルギー。(６－２８)の    と同じです。 

  ；Ｚ＝１のときの[ｎ－op]のエネルギー

(6-42)(6-44)(6-47)。 

ｎ；ボーアモデルの主量子数。ｎ＝１は基底

状態。 

    ；(６－４６)で定義した[ｎ－op]の波長。 

(６－３６)(６－５３)から、水素原子のＳ項系

列について、次の式が成立します。 

  ＝  ＋  ＋ 𝑆＝
ℎ 

 𝜆1
( －

 

𝑛 
)    (６－５４) 

                              
111 この場合の寿命というのは、[sp]に転化して

空間に放出されるまでの時間という意味です。

[op]は[調和振動]できなくなれば、常に[sp]と

して放出される運命にあります。 

  ；水素原子のＳ項系列の[電子]が、主量

子数がｎの励起状態のときに持つ全エ

ネルギー。 

  ；Ｚ＝１のときの(６－２３)の     

  ；Ｚ＝１のときの(６－２８)の 𝑅  

  ；Ｚ＝１のときの(６－５３)の 𝑆  

「上記のモデルは、[𝑃 －  原子]， 𝐿 , 𝑅 ,  の

すべてが[調和振動状態]にある、との主張も

含まれています。さらに、[ｎ-op]としての    

が、単独でその[調和振動]に加わるのではな

く、(  － 𝑛)＝   という状態の[op]が[調和

振動]に加わっている、との主張も含まれて

います。」          (６－５５) 

「結論として、主量子数ｎによって、原子内で

[調和振動]している[op]を見つけ出すこと

ができます。(６－７)(６－３８)は、その[調

和振動]条件を示しています。」 

    (６－５６) 

「このレポートの原子モデル(6-54)とボーア

モデル(6-8)(6-33)では、定数分の違いがあ

りますが、エネルギーの差が問題になる原子

スペクトルの観測に、影響を与えることはあ

りません。」          (６－５７) 

「[𝑃 －  原子]が持っているエネルギーを、ボ

ーアモデルでは負と考えましたが、このレポ

ートでは、[𝑃 －  原子]が[共有]している

[op]のエネルギーなので、正になります

(1-107)。」            (６－５８) 

 

Ⅵ－４． 𝒆  のイオン化エネルギー 

[𝑃 －    原子](6-3)の、  (6-2)のイオン化エ

ネルギーを求めます。次の①～⑩で進めます。 

①「[𝑃 －    原子]は、  －𝑃 －   の順に、直

線状に並ぶ構造を持ちます。  ～   間に斥

力が働いているので、このように仮定しま

す。そして   ～𝑃    ，𝑃 ～   間の距離を、

それぞれ   
′ ,   

′ とします。」 (６－５９) 
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「現代物理学から見ると、𝑃 ～   間の引力

は、   ～   間の斥力より常に大きいので、

このような原子構造は不可能です。しかし

このレポートでは、  ～𝑃  間と 𝑃 ～   間の

引力を(６－１８)(６－１９)のように考え

るので、上記の原子構造が可能になります。

またこのレポートでは、[光子が交換]され

てはじめて[電気力](引力や斥力)が生まれ

ると主張しています。そして[光子の交換]

が無い場合は、(５－１７―ｂ)(６－１８) 

(６－１９)のようになると主張していま

す。」            (６－６０) 

① (６－３１)を参考に、[𝑃 －    原子]につい

て、次のモデルを提案します。                   

（  のイオン化エネルギー） 

＝（𝑃 ～  間の基底状態の、引力としての

エネルギー）－（  ～  間の基底状態の、斥

力としてのエネルギー）     (６－６１) 

② このことを式で表すと次のようになります。 

  ＝
𝑒 

4𝜋𝜀0
(

 

𝑟 
 －

 

𝑟1
 ＋𝑟 

 )   (６－６２) 

  ；   のイオン化エネルギー。 

右辺の第 1項；  𝑃𝑍～  間の、基底状態の、

引力としてのエネルギー。   

右辺の第 2 項；   ～  間の、基底状態の、

斥力としてのエネルギー。 

③ 「(６－３５)から、(６－６２)の   
′ を、

  
′＝   𝑍⁄  と置きます。さらに   

′＝k  
′ と置く

と、(６－６２)式の未知数は、  とｋだけ

になります。そこで、表(６－７２)のＺ毎

の    の観測値を(６－６２)に代入すると、

各原子についてのｋの計算値が得られます。

このｋの値が、表(６－７２)に書いてあり

ます。」          (６－６３) 

④ 「表(６－７２)のｋを見ると、原子番号Ｚ

が大きくなるにしたがって、ｋが２に近づ

くように見えます。このことは、ｋの定義

から、  
′＝２  

′に近づくことを意味します。

ところで[𝑃 －    原子]の原子番号Ｚが大

きくなっても、  ～   間の斥力はほとんど

変わりませんが、𝑃 ～   間の引力は、𝑃 の

陽子の数に比例してどんどん増えていきま

す。」              (６－６４) 

⑤ このことと(６－３５)から、  ～  間に斥力

が存在しないと仮定した場合の基底状態の

   ～𝑃  ，𝑃 ～  間の距離を、それぞれ次の

ように仮定します。 

  ～𝑃𝑍間の距離   ＝  𝑍⁄     (６－６５) 

  𝑃𝑍～  間の距離   ＝２       (６－６６) 

⑥ 「しかし現実には、  ～  間に斥力が存在し

ます。そのためその斥力によって、   は 

   から   
′ まで、  は    から   

′ まで押し広げ

られて、基底状態としての[調和振動状態]

を作ります。」               (６－６７) 

⑦ 上の⑤、⑥、⑦から次のモデルを使います。 

「  ～   間に、実際には存在している斥力

としての[op]のエネルギーと、その斥力に

よって、    が    から   
′ まで押し広げられた

と仮定したときに失った引力としての[op]

のエネルギーが等しくなった地点で、[𝑃 －

    原子]の基底状態の、[調和振動状態]が

形成されます。112」      (６－６８) 

⑧ このエネルギーの関係を式で表すと、基底

状態の方程式は次のようになります。 

 𝑒 

4𝜋𝜀0
(

 

𝑟 
 

 

𝑟 
 )＝

𝑒 

4𝜋𝜀0(𝑟1
  𝑟 

 )
 

                           (６－６９) 

(６－６９)の左辺は、   が    から   
′ まで押

し広げられたときに失った引力としてのエ

ネルギーで、右辺は、  ～   間の斥力とし

てのエネルギーです。 

                              
112 これはさまざまな試行錯誤の結果、こうすれば

うまくいくという方法で、その物理的意味は分か

りません。 
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⑨ 「  
′ ≅   と置き、(６－６５)と(６－６６)を

(６－６９)に代入すると、未知数は   
′ だけ

になるので、原子番号Ｚ毎の   
′の値が得ら

れます。その   
′ の値をＺとともに 

(６－６２)に代入すると、このモデルを使

い   
′ ≅   としたときの    (  のイオン化エ

ネルギー)が得られます。 

この    の計算値が、表(６－７２)に書いて

あります。」             (６－７０) 

⑩ 「この表から、上記の①～⑩の[𝑃 －    原

子]モデルは、近似として成立していると考

えることができます。」    (６－７１) 

 

[𝑃𝑍－    原子]の  のイオン化エネルギー。 

（イオン化エネルギーの単位は eＶです。） 

 観測値 計算値  ｋの値 

Ｈｅ 24.587 25.26 2.80 

Ｌｉ 75.638 75.47 2.47 

Ｂｅ 153.893 152.73 2.32 

Ｂ 259.368 257.14 2.26 

Ｃ 392.077 388.72 2.21 

Ｎ 552.057 547.51 2.18 

Ｏ 739.315 733.49 2.16 

Ｆ 953.886 946.68 2.14 

Ｎｅ 1195.797 1187.07 2.12 

表(６－７２) 

(注)観測値は、Gerhard Herzberg(著)堀健夫(訳) 

原子スペクトルと原子構造(平成８年)( p212 )，

丸善(株)からの引用です。 

 

 

Ⅵ－５． [op]の算出 

「ボーアモデルから出発した量子力学は、量子

数が[調和振動]条件を満足することを利用

して、[op]を算出しました。しかし数学的に

算出された[op]が、実際に[調和振動状態]と

して存在しているかどうかは別問題

(5-42-1)(6-51)です。113 

量子電気力学は、①[op]が存在する空間、つ

まり(１－４４)の言う[限られた空間]を徹

底的に探し出し、②不確定性関係を活用して

[調和振動]条件を見付け、[op]を算出しまし

た。 」          (６－７３) 

「ここで[調和振動状態]の一例として、[電子]

の新たなスピンを書き加えます。 

[電子]は(１－５１)の構造を持っています。

そのためこの構造の‘円筒内’も、[限られた

空間](1-44)になっていると考えることがで

きます。そこに[電気力]としての[op]が[調和

振動]していれば、(５－５２)からそのスピン

は、(  ⁄  )になります。このスピンはド・ブ

ローイの物質波と同様、[電子]のスピンとし

て観測されます。 

そのため[電子]は、(½)のスピン他に、(  ⁄  )

のスピンを持っていると観測されることにな

ります。このことを別の視点から見ると、[電

子]を微小磁石とみなすことができます。」 

          (６－７４) 

「(６－７４)の[op]は、[電気力]としての[op]

でない、つまり(  ⁄  )でないスピンの可能性

もあります。また(６－５１)で説明されてい

るような、より高次の[op]も、この[op]と一

緒に[調和振動]している可能性もあると考

えます。」              (６－７５) 

                              
113 『ＣＰ物理学』では[調和振動]できなければ、

存在しないと考えます。 
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第Ⅶ章   実在を主張 

Ⅶ－１． ２つのスリットによる 1 つの 

[電子]の干渉 

平行な２つのスリットによる１つの[電子]の

干渉について、新しいモデルと新しい解釈を提

案します。そしてそのことによって、[電子](物

質)の実在を主張します。 

「運動する１つの[電子]は、(３－１３)のド・

ブローイの物質波(その波長を    とします)

の状態になっています。そのため、[電子]と

ド・ブローイの物質波は、一体になってスリ

ットを通過します114。そこで(３－１３)から、

‘２つのスリットによる１つの[電子]の干

渉’と、‘２つのスリットによる波長    の１

つの物質波の干渉’を、同じものとして取り

扱うことができます。」     (７－１) 

平行な２つのスリットによる光の干渉で、明る

い縞模様が現われる間隔は、現代物理学の公式

で、次のようになります。 

      ＝ 
𝐿

 
∙           公式 (７－２)  

ただしｄ≪  ≪Ｄ≪Ｌ        (７－３) 

  ； 明るい縞模様が現われる間隔。 

Ｌ； スリットとスクリーンとの距離。 

Ｄ； ２つのスリット間の距離。 

   ； スリットに入射した、ド・ブローイの

物質波の波長。 

ｄ； スリットの幅。 

波長    の物質波を１つずつ平行なスリットに

向けて発射したとき、１つの物質波が、２つの

スリットの片方だけを通り抜けて干渉縞を作

るという、次の①～⑥のモデルを提案します。 

                              
114 [電子]はエンドレスの‘光弦’でできている

ので、波動としても粒子としても観測されます。

しかし[電子]は小さな‘粒子’ですから、[電

子]はあくまでもどちらか片方のスリットを通

り抜けています。というのが『ＣＰ物理学』の

主張です。 

① 「２つのスリットは、４つの平行な壁面を

持っています。このうちの一番遠くに位置

している２つの平行な壁面を、(１－４１) 

(１－４４)の[限られた空間]の、平行な壁

面と考えることができます。」    (７－４) 

② 「すると(１－４４)(５－３５)から、この

[限られた空間]で、[規振 op](1-41)が(まえ

がき)図Ｆのように規準振動しています。」 

                (７－５) 

[規振 op]の波長   ＝Ｄ   (７－６) 

③ 「[規振 op]が規準振動している壁面の片方

を取り除けば、(１－４６)(１－１０１)か

ら、[規振 op]は[sp](1-32)に転化し、   ⁄ の

運動量を持って、光速で遠ざかります。し

たがって[規振 op]は、幅Ｄ間で、   ⁄ の運

動量を持って規準振動しています。」 

                             (７－７) 

④ 「２つのスリットの配置から、[規振 op]の

規準振動の方向は、波長  の入射方向に垂

直になります。そのため[規振 op]は、２つ

のスリットを結ぶ線を回転軸とするすべて

の方向に規準振動して、多数存在していま

す。」               (７－８) 

⑤ 「片方のスリットに入射した、波長  の

ド・ブローイの物質波は、スリット内で[規

振 op]と合体し115、このスリットを通り抜け

ます。このとき、[規振 op]が持っていた運

動量    ⁄  も受け取るので、物質波は角θ曲

げられて、スリットからスクリーンに到着

します。そして、干渉縞の明るい縞を作り

ます。」                 (７－９) 

 (７－９)から    ＝Ｌθ      (７－１０) 

              ，Ｌ； (7-2)(7-3) 

                              
115 (２－８３)の横ドップラー効果で、１つの

[op]が互いに垂直方向の２つの[op]に分裂す

ると説明しました。この逆が、この場合の合体

になります。 
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⑥ 波長   と波長    の運動量の比から、次の式

が得られます。        

θ＝
ℎ

𝜆 
    

 

𝜆1
⁄  ＝ 

𝜆1

𝜆 
       (７－１１) 

(７－１０)と(７－１１)と(７－６)から、 

  ＝Ｌθ＝Ｌ
𝜆1

𝜆 
 ＝

𝐿

 
     (７－１２)  

(７－１２)は、公式(７－２)と同じになります。

このことから、①～⑥をまとめた、次のモデル

を仮定できます。    

「平行な２つのスリットの片方に入射した、波

長    のド・ブローイの物質波は、２つのスリ

ット間で[規準振動]していた波長  の[規振

op]と合体し、入射方向に垂直な方向の   ⁄

の運動量を受け取り、角θだけ曲げられるこ

とによって、スクリーン上の    だけずれた

位置に到達し、干渉縞の明るい縞を作りま

す。」               (７－１３) 

スクリーン上にできる縞模様の一般式は、 

  ＝
𝐿

 
 ｍ    （ｍ＝±１，±２…） 

(７－１４) 

「(７－１４)は、ｍ個の[規振 op]が、同時に  

と合体した場合を表している、と解釈できま

す。」                        (７－１５) 

「波長  の物質波と[規振 op]が合体する確率

を高めるためには、双方が狭い空間で出会う

ようにしなければなりません。そのため、 

(７－３)の ｄ≪   の条件が必要になりま

す。」            (７－１６) 

(７－３)(７－６)から、  ＝Ｄ≫   なので、

[[規振 op]の波長は    に比べて長波長で、その

ためエネルギーが小さくなります。 

そこで次の(ⅰ)，(ⅱ)が言えます。 

(ⅰ)「スリットが暗室にある場合も、[化学的

真空中]にある場合も、特に低温でなければ、

  の有無にかかわらず、[規振 op]は空間と

２つのスリット間との平衡状態(1-56)で、

常に存在しています。」      (７－１７) 

(ⅱ)「[規振 op]のエネルギーは小さいので、[規

振 op]が転化した[sp]が単独でスクリーン

に衝突しても、  の観測に、直接的な影響

を与えることはありません。」 

          (７－１８) 

 

Ⅶ－２．レーザー光による実験との相違点 

「ところで大量のレーザー光による実験では、

[規振 op]の供給が追い付きません(供給され

ません116)。そのためこのレポートで提案した

モデルと、大量のレーザー光による実験では、

次の①～③の違いが起こります。そのことが、

このレポートのモデルの検証法になります。」 

                          (７－１９) 

「光源からの光で、２つのスリットを別々に投

影し、そのときスクリーン上にできた２つの

スリットの投影の線を、あらかじめＡ，Ｂと

してマークしておきます。このときのＡ～Ｂ

間の距離を   とします。」     (７－２０) 

相違点①「このレポートのモデルでＡ，Ｂの線

は、[規振 op]が関与していない地点なので、

干渉縞の暗い線になることはありません。

しかし、大量のレーザー光による実験では、

干渉縞の明暗の線は、２つのスリットから

の距離の差によって決まるので、Ａまたは

Ｂが、明るい線になる場合も暗い線になる

場合もあります。」         (７－２１) 

「このレポートにとって(７－１２)(７－１４)

は、平行な２つのスリットの、片方だけを通

過する光子によって作られる干渉縞を示す

式です。ところが実際の実験では、２つのス

リットを別々に通過した光が、別々に(７－

１２) (７－１４)の干渉縞を作ります。その

                              
116 そのためこの場合は、これまでの光学理論が適

用されます。 
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ため実際には、２つの干渉縞が足し合わさっ

た縞が、観測されます。」   (７－２２) 

そこで    (7-20)をｎ分割した、次の式を考えま

す。 

   ⁄ ＝  ＝    ⁄         (７－２３) 

ｎ； 整数。 

相違点②「(７－２３)から、このレポートのモ

デルでは、ｎが偶数のとき、Ａ～Ｂの中間

の地点は干渉縞の明線になり、ｎが奇数の

とき、Ａ～Ｂの中間の地点は干渉縞の暗線

になります。これに対して、大量のレーザ

ー光による実験では、Ａ～Ｂの中間の地点

が、ＡとＢから等距離に位置しているので、

常に明線になります。」   (７－２４) 

相違点③  (７－２３)から 

ｎ＝          ⁄         (７－２５) 

「このレポートのモデルでは、(７－２５)の

ｎが整数になるように、Ｄ，Ｌ，  を調整

しなければ、Ａからの干渉縞とＢからの干

渉縞は打ち消し合い、きれいな干渉縞が得

られません。それに対して、大量のレーザ

ー光による実験では、(７－２)の条件だけ

で干渉縞が得られます。」   (７－２６) 

 

Ⅶ－３．実在を主張 

「[電子]発射装置とスリットが 十分に離れて

いるとき、２つのスリットのうちの片方を塞

ぎ、[電子]を発射した後で、２つのスリット

を元に戻したとします。このとき２つのスリ

ット付近の空間に、波長    の[sp]が十分に存

在していれば、光速度で[規振 op]が作られま

す(1-56)。このことは、観測装置が、光速で

光子  を受け入れる準備を完了することを意

味します。したがって上記の一連の作業が、

観測結果に影響を与えることはありません。」 

               (７－２７) 

「(７－１)とこの章に書いたすべてのことか

ら、‘[電子](物質)は実在する’と主張でき

ると考えます。」       (７－２８) 

「結局この章で主張していることは、スリット

内(観測機器内)に[op]が[規準振動状態]で

存在し、その[op]が観測結果に影響を与えて

いる、ということです。そしてその[op]は、

空間の[sp]と  [op] ⇆ [sp]  の平衡状態

(1-56)にある、ということです。 これらの

主張は、同じような実験すべてに適用できる

と考えます。」 

              (７－２９) 
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第Ⅶ章   解決した課題 

 

(まえがき)の最初に掲げた‘未解決の課題’の

中の、解決した課題についてまとめます。 

課題解決のための第一歩は、整合性のある適切

なモデルを創案することです。 

たとえば、平面幾何学では「平行線は交わらな

い。」というモデルを採用し、立体幾何学では

「無限のかなたで平行線は交わる。」というモ

デルを採用します。無限大の球面で両者が一致

することで、両者が整合します。このような適

切なモデルを創案できたので、立体幾何学を構

築できたのです。ですから『ＣＰ物理学』の提

案という表題は、別名新しい整合性のある適切

なモデルの提案になります。 

 

① 陽子と電子の電気素量は(符号は異なるが)

なぜまったく同じなのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』の電気力モデルでは、[電子]

等と[陽子]等が、共同作業で[光子の交換] 

(5-11)をすることによって[電気力]が生ま

れます。このモデルでは、[電子]等や[陽子]

等が共同作業で[光子を交換](5-11)する能

力を持ってさえいれば、[電気力]が生まれる

と考えます。したがってこのモデルで[光子

の交換]をするときの[電子]等と[陽子]等の

立場は対等です(5-43)。そのため[電子]と

[陽子]の[質量]や大きさの違いは[電気力]

と無関係になります。[電気力]の大きさは、

[交換]される光子のエネルギーの差で決ま

ります(5-24)。ですから [電子]と[陽子]が

電気素量を持っているとする必然性はどこ

にもないのです。ところが『ＣＰ物理学』モ

デルの[電子]と[陽子]が対等であるとする

立場を、[電子]と[陽子]が電気素量を持って

いるとするモデルで表現すると、[電子]と

[陽子]は（符号が異なる）まったく同じ電気

素量を持っていることになってしまうので

す。 

現代物理学では電気力が、電荷モデルでも描

かれているし、光子交換モデルでも描かれて

います。２つのモデルをダブって採用する必

要は無い、というのが『ＣＰ物理学』の主張

です。」 

 

② 電気素量より少ない任意の電気量が、なぜ

観測されないのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』のモデルでは、[電子]等と[陽

子]等が共同作業で[光子の交換](5-11)を行

うことで[電気力]が生まれます。共同作業で

行うので[電子]等と[陽子]等の立場は対等

です。そのことを‘電気素量’モデルで表現

しただけなので、‘電気素量’は実在しない

量なのです。実在しない量ですから、‘電気

素量’より少ない電気量を見付けることはで

きません。 

ただ、‘電気力’として[共有]されている光

子の、    倍回[電子]と[陽子]間を循環して

調和振動している光子も存在します(6-51)。

この[光子の交換]を‘電気素量’以下の電気

量と定義することはできます。」 

 

③ 電荷は、電子に、どのように分布している

のだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』のモデルでは、[電子]等と[陽

子]等が共同作業で[光子の交換](5-11)を行

うことで[電気力]が生まれます。 

空間に１つの[電子]を置いたとします。その

[電子]の周囲の任意の場所に、任意の波長の

光子が、室温では必ず存在します。その光子

を[電子]が交換することによってはじめて
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[電気力]が生まれるのです。そのため[電気

力ペア] (5-8)として [電子]と対を組む[陽

子]等がどの地点に存在していても、[電子]

は常に光子を交換するための準備は完了し

ているのです。この状況を‘電荷モデル’で

は、[電子]の周囲に常に電荷が存在するかの

ように解釈されてしまうのです。そもそも電

荷というものは存在しないというのが『ＣＰ

物理学』の主張です。」 

 

④ ファインマン先生は、式を研究室の壁に貼

り付けて、毎日考えたそうです。 

微細構造定数とは何だろう？ 

 

「微細構造定数は、一組の[電子]と[陽子]等が

[電気力](5-17)として[共有](5-10)する

[op](1-36)の波長を決める定数です(5-31)。

この[共有]している[op]の波長から、一組の

[電子]等と[陽子]等が[共有]している、[電

気力]としてのエネルギーを計算することが

できます(5-22)。[共有]」している[op]を別

の[op]に取り換えることを[光子の交換] 

(5-11)と定義します。[交換]される２つの

[op]のエネルギーの差（質量の差）によって

[電気力]の大きさを計算できます(5-24)。し

たがって電磁エネルギーの実体は[質量エネ

ルギー]になります(5-25)。」 

 

⑤ 電子のスピンの正体は？ 

 

「『ＣＰ物理学』で電子は[CP]に分類され

(1-31)、[閉じた光弦]でできています(1-29)。

その[閉じた光弦]は[内部運動量]を持って

います(1-43)(5-11)。そのため任意の点を中

心とする[内部角運動量]を定義することが

できます。これを１つの電子について足しあ

げたものがスピンです(2-5)。その具体的な

計算は(２－６)～(２－９)で行っています。」 

 

⑥ スピンはなぜ ½ の倍数だけなのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で[電子]と[陽子]の[光弦]は、

２回循環しているという構造を持つと提案

されています(1-51)。そのためスピンが ½ 

に計算されるのです(2-9)。しかし『ＣＰ物

理学』の電気力としての[op](1-36)は、  ⁄  回

循環している構造を持っていると提案され

ています(5-33)。そのため[電気力]としての

[op]のスピンは、 
 ⁄  になります(5-52)。こ

のように『ＣＰ物理学』ではスピンが、かな

らずしも ½ の倍数とは限りません。」 

 

⑦ 電子に大きさはあるのだろうか？ 

 

「『ＣＰ物理学』では[電子]と[陽子]を図(１

－５１)と提案しています。また[閉じた光

弦] (1-29)の長さ(波長)は、(２－１)から、

[質量]に反比例します。そして図(１－５１)

から[光弦]の長さは[電子]と[陽子]の大き

さに比例します。そのため[電子]の大きさは

[陽子]の約 1800 倍あると『ＣＰ物理学』で

は考えています(2-4)。」 

 

⑧ 電流で、電子の運動量は保存されているの

だろうか？ 

⑨ 複雑に曲がりくねった導線を流れる電流で、

電子の運動量はどうなっているのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』の[電流](5-68)は、自由電子

の一部が[ ](5-3)に転化し導線中を流れ、そ

れと同じ運動量を持った[op](1-36)が転化

した[ ]が反対方向に流れるというモデルで

提案されています(5-69)。したがって導線中
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の、[電流]としての[ ]と[ ]を合わせた運動

量はゼロになります(5-69)。この場合[ ]だ

けの運動量を考えることに意味はありませ

ん。なぜなら[電流]は[ ]と[ ]が対で形成さ

れるものだからです。導線内の部分部分の

[電流]の運動量もトータルの[電流]の運動

量もゼロになっているので、[電流]の運動量

の影響は外部に現れません(5-69)。」 

 

⑩ 電流で、電子の運動速度は、本当にそんな

に遅いのだろうか？ 

一例として、直径０.２ｍｍの導線に５Ａの

電流が流れているとき、銅線中の電子の平

均の速さは １.１７×１０－２ｍｓ－１  と

あります。（岩波書店、物理入門コース３、

電磁気学Ⅰ 5-5 節の問題解答）  

 

「『ＣＰ物理学』の[電流](5-68)は、自由電子

の全部でなく、自由電子の一部が導線中を流

れると定義されています(5-69)。また電流の

強さは、単位時間に断面積を通過する電子の

数によって定義されています(5-77)。したが

って現代電磁気学と同じ強さの電流では、一

部の自由電子が高速で運動するというモデ

ルに『ＣＰ物理学』はなります(5-69)。さら

に、電流として電子と反対方向に流れる

[op](1-36)の[質量]は小さいので、[op]は電

流としての電子よりはるかに高速で流れる

ことになります(5-70)。[op]はエネルギー的

には[電流]と同じです(5-87)。そのため電気

抵抗等によって[電流]が失われたとき、高速

で運動する[op]が高速で[電流]を修復しま

す(5-74)。このことは[電流]が高速で流れて

いることと物理学的には同じです。」 

 

⑪ モノポールはなぜ見付からないのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で[磁気力]は、向きを固定さ

れた２つの電子が[光子の交換]を行ったと

きに生まれる、というモデルで提案されてい

ます(5-53)。向きを固定された２つの電子は、

電気力とは別に、向きを固定された

[op](1-36)つまり[ ](5-5)を[交換]する能

力を持っていると定義されます。この[交換]

能力によって磁気力が生まれるので、磁荷と

いう概念は不要と考えます。したがって実在

しない磁荷を運ぶモノポールは実在しない

のです(5-63)。『ＣＰ物理学』は将来にわた

ってモノポールが発見されることは無いと

断言します。」 

 

⑫ 地磁気のようにマクロな距離の磁気力は観

測されているのに、どうしてマクロな距離

の電気力が観測されないのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で[電気力]は、(たとえば)電

子と陽子が光子を交換することによって生

まれると考えます(5-17)。電子と陽子が光子

を[共有](5-10)し、その光子を放出する一連

の繰り返しを‘光子を交換する’と定義して

います(5-11)。ですから[光子を交換]する前

提として、電子と陽子は光子を[共有]できな

ければなりません。ところが、[共有]される

光子の波長は電子～陽子間の距離に比例す

るのです。そのため長距離の長波長の、した

がってエネルギーの小さな光子を電子と陽

子が[共有]しようとしても、電子と陽子の熱

運動でその光子は弾き飛ばされてしまうの

です。そのため電子と陽子は、長波長の光子

を[共有]できないのです。したがってマクロ

な距離にある電子と陽子は‘光子を交換’で

きず、電気力が生まれないのです(5-42-①)。 

ところが[磁気力]は、向きを固定された２つ

の電子が‘光子の交換’を行ったときに生ま
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れます(5-53)。向きを固定するためのエネル

ギーが熱運動のエネルギーを上回っていれ

ば、２つの電子は安定しているので長波長の

したがってエネルギーの小さな光子も[共

有]でき、マクロな距離でも磁気力が生まれ

るのです(5-65)。」 

 

⑬ 発散が起こらない電磁力モデルと重力モデ

ルは、存在するのだろうか？ 

 

「発散が起こらない電磁力モデルは第Ⅴ章に、

重力モデルは第Ⅳ章に提案してあります。」 

 

⑭ 電磁力は繰り込み可能なのに、重力はなぜ

繰り込むことができないのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』の[電気力]と[磁気力]の大き

さは、そのとき実際に電子や陽子等に[共有]

され(5-10)、[交換](5-11)される光子のエネ

ルギーの差によって計算できます(5-24) 

(5-58)(5-62)。このときの光子のエネルギー

とは[質量エネルギー]によって生まれたも

のです(5-12)。 

１つの光子のエネルギーは有限なので、光子

のエネルギーの差も有限で、したがって[電

気力]と[磁気力]の大きさも有限です

(5-119)(5-121)。ところが現代物理学では、

[電気力]や[磁気力]を、そのとき存在してい

ない電場や磁束密度も常時全方位に存在し

ているとするモデルになっているので、無限

大が出てきてしまうのです。そこで現代物理

学でもこの無限大分を差し引けば、実際に

[共有]されている光子によって生まれる、実

際に[電気力]や[磁気力]を発生させている

電場や磁束密度の分が残り、繰り込みが可能

になると解釈できるのです(脚注 100)。 

ところが重力の発生する仕組みはまったく

違います。重力は（[CP]と[op]の）[光弦]の

部分部分で、長さ方向に運動する速度(光速)

が[重力域]では異なることによって生まれ

るのです(4-8)。重力は何か（たとえば重力

子）を交換することによって生まれてはいな

いのです。ですから重力を受けても、重力源

から重力エネルギーを受け取っていないの

です(4-50)。視点を変えれば、重力源は重力

エネルギーを備蓄してはいないのです。です

から重力源の周囲に無限の重力エネルギー

が存在するかのようなモデルを作り、その無

限分を差し引いて繰り込もうとしても、何も

残らずうまくいかないのです。 

それでは実際に観測される重力エネルギー

(たとえば熱エネルギー)がどこから供給さ

れるのか？説明します。 

空間に中性の平行な導体板を置けば、導体板

間に電磁波、つまり[規振 op](1-41)が規準振

動状態で(まえがき)図Ｆのように備蓄され

ます。これは周囲の空間から飛来した

[sp](1-32)が平行板にとらえられ[op]に転

化するために起こる現象です。重力では、平

行な導体板の役割を、重力を受け運動を始め

た物体にできる[限られた空間](1-44)が果

たします。重力加速度を受けて物体が運動を

始めると、物体中に[限られた空間]が作られ

(3-38)、そこに[付着運動エネルギー]として

の[付着 op](1-39)が蓄えられます。これが

‘重力エネルギー’として観測されるのです。 

 

⑮ 電磁力と重力の統一は可能だろうか？ 

 

「電磁力と強い力と弱い力は、何かを交換する

ことによって生まれます。交換されるものは

どの場合も立体構造を持つ[光弦](1-29)で

す。この[光弦]を交換したときの[光弦]の質
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量の差が[sp](1-32)として放出・吸収され、

力が生まれるのです(5-24)。つまり電磁力と

強い力と弱い力は、立体的な構造を持つ[光

弦]の[質量エネルギー]の差から生まれるの

です。したがってこの３つの力は、[質量エ

ネルギー]という共通項を持っているので統

一は可能です。 

ところが重力は立体的な構造の[光弦]の部

分部分で[光弦]の内部循環運動速度(1-43)

つまり光速が(重力域で)異なることによっ

て生まれます(4-8)。[質量エネルギー]とは

無関係で、力の発生する原因が全く違うので

す。したがって４つの力を同じように統一す

ることはできません。 

ただ科学で統一とは、共通項を見付けること

とも言えます。その意味では、４つの力のす

べてが[光弦]にかかわっている、という意味

の統一はできると思います。」 

 

⑯ 重力はなぜ電磁力に比べて格段に小さいの

だろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で電磁力は[光子の交換] 

(5-11)によって生まれます。ここで光子とは、

[開いた光弦]略称[op](1-29)(1-36)を指し

ます。３次元構造の[op]をそっくり別の[op]

に取り替えて、そのエネルギーの差から電磁

力が生まれます(5-24)。エネルギーの差は２

つの[op]の質量の差から計算できます。つま

り[電磁エネルギー]の実体は[質量エネルギ

ー]になります(5-25)、と聞けば、電磁力が

いかに大きな力であるか納得されるでしょ

う。 

ところが重力は、[重力域](1-3)での[光弦]

のひずみの差から生まれます。具体的には重

力域で(あの小さな素粒子の) [光弦](1-29)

の部分部分の光速の差を積算した値が重力

加速度です(4-8)。そのため重力は、気の遠

くなるような小さな力になってしまうので

す(4-38)。」 

 

⑰ 重力は、どうして引力だけで、斥力が存在

しないのだろう？ 

 

「重力は[重力域](1-3)で、立体構造を持つ

[CP] [op](1-29)としての[光弦]の各部分の

循環速度(光速)が、重力源からの距離が異な

る(1-77)ことから生まれます(4-8)。各部分

の循環速度(光速)が異なるので[光弦]の各

部分に加速度が生まれ、それを１つの[CP]・

[op]について積算した値が重力加速度です

(4-8)。ところで [CP]・[op]としての[光弦]

は立体構造なので、長さ方向に光速で循環運

動する[光弦]の各部分の運動方向は様々で

す。したがって[光弦]の各部分の加速度の方

向も(それに伴って生まれる力の方向も)

様々です。その各部分が受ける力を１つの

[CP]・[op]について足しあげると、結果とし

て引力になってしまうのです(4-38)。したが

って立体構造を持つ[CP]・[op]の[光弦]全体

では合計すると引力になりますが、各部分の

重力の方向は様々です。例えば重力源方向に

運動する[真直な光弦]略称[sp](1-29)では、

重力が常に斥力に働きます(4-15)。そのため、

初期速度をほとんど持たない‘ブラックホー

ル’からのｘ線も、加速度を受け続け、高速

(光速)で地球に到達することになります

(1-83)。」 

 

⑱ 重力はなぜすべてのものに等しく働くのだ

ろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で重力は、[CP]・[op]として

の[光弦]の各部分での循環速度(光速)が、
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[重力域](1-3)では異なる(1-77)ことから生

まれます(4-8)。それは、[CP]・[op]として

の[光弦]が立体構造なので、各部分の重力源

からの距離が異なるためです(1-76)(1-77)。

このため重力は全体としては、[CP]と[op]に

等しく働きます。 

ところで『ＣＰ物理学』で‘すべての物質’

は、[閉じた光弦]略称[CP](1-29)と[開いた

光弦]略称[op]から出来ています(1-50)。そ

の[CP]と[op]が等しく重力を受けるので

(4-39)、重力は‘すべてのもの’に等しく働

くことになります。」 

 

⑲ 重力波はなぜ観測されないのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で重力は、[CP]・[op]として

の[光弦]の各部分での循環速度(光速)が、

[重力域](1-3)では異なる(1-77)ことから生

まれます(4-8)。このことから分るように、

重力は他の力と違って、何かを交換すること

によって生まれているわけではないのです。

したがって『ＣＰ物理学』では、将来にわた

って重力波が発見されることは無いと断言

します(4-43)。」 

 

⑳ 物質波として波動に観測される電子が、 

なぜ粒子としても観測されるのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で物質は、[閉じた光弦]略称

[CP](1-29)と[開いた光弦]略称[op] (1-29)

から出来ています(1-50)。[CP]と[op]は立体

的な循環運動をして[調和振動] (1-28)して

いる[光弦]なので、外部からは立体的な粒子

として観測されます(1-42)。そして[CP]も

[op]も[光弦]が循環して形作っているので

(1-33)(1-36)、循環にともなう高い振動数を

持っています。そのため[CP]・[op]全体が適

度な速度で移動するとき‘うなり’が観測さ

れます(3-8)。その‘うなり’がド・ブロー

イの物質波の波動として観測されるのです。

そのため電子や陽子は波動としても粒子と

しても観測されるのです。」 

  （詳しくは第Ⅲ章を参照してください） 

 

21 陽子の自然崩壊は、なぜ観測されないのだ

ろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』で陽子は[閉じた光弦]略称

[CP](1-29)に分類されます。[CP]は[閉じた

光弦]つまり‘エンドレスの光弦’で作られ

ているので、[開いた光弦]略称[op](1-29)と

違い（反陽子と出会わない限り）[真直な光

弦]略称[sp](1-29)に崩壊することが無いの

です。したがって陽子は自然崩壊しないので

す。 

‘エンドレスの光弦’で作られた陽子が[sp]に

崩壊しないさらなる根拠は、次のようです。 

量子色力学で陽子はアップクオークとダウ

ンクオークから出来ているとされます。その

ため アップクオークとダウンクオークを取

り出そうと、激しい衝突実験が陽子に対して

試みられましたが失敗に終わりました。この

ことを『ＣＰ物理学』の立場で解釈すると、

[閉じた光弦]がその衝撃実験に耐えられる

だけの丈夫さを持っていることになります。

そのため『ＣＰ物理学』では陽子の寿命を無

限と考え、陽子の自然崩壊が将来にわたって

観測されることは無いと断言します。 

陽子が自然崩壊するという考え方は、[CP]と

[op]を区別しないために起こってしまう誤

解です。」 

 

22 ニュートリノは、なぜ左巻きだけなのだろ

うか？ 
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「『ＣＰ物理学』では解決できません。」 

 

23 Ｅ＝     はなぜ成立するのだろう？ 

 

「アインシュタインは  Ｅ＝ｍｃ２ を見出

しました。このことは一般的な物理学の発展

と同じように、マクロからミクロへの発展で

す。ただ『ＣＰ物理学』は学問体系(物理学

体系)を記述したレポートです。したがって

その内容はミクロからマクロへと展開され

ます。そのため『ＣＰ物理学』で Ｅ＝     は、

基本原理として採用されることになります。

そのため『ＣＰ物理学』では、Ｅ＝     を基

本原理として採用したときに、整合した物理

学体系を築けるかどうかが問題になります。

その心配はなく、実際Ｅ＝     の採用によっ

て、『ＣＰ物理学』全体が整合した物理学体

系になります。 

なお『ＣＰ物理学』で Ｅ＝     は、[CP]と

[op]の[内部運動エネルギー](1-98)である

と提案されています。」 

  

24 特殊相対性原理はなぜ成立するのだろう？ 

 

「『ＣＰ物理学』は特殊相対性原理が成立する

理由を次のように考えます。 

物体が運動すると、長さ(1-61)や時間(2-72)

や質量(2-25)がローレンツ収縮に付随する

変化をします。物体と一緒に運動する‘もの

さし’や[時計]や‘天秤’でその物体の変化

を観測しようとします。ところが‘ものさし’

や[時計]や‘天秤’も物体です。そのため‘も

のさし’も[時計]も‘天秤’も速度に応じた

ローレンツ収縮に付随する変化をしてしま

うのです。その結果、運動による変化分が相

殺され観測にかからなくなってしまうので

す(2-117)(2-118)(2-119)。それは結局、物

体である測定対象体を、物体である測定機器

で測定しなければならないということから

くる、避けられない宿命なのです。このよう

に、長さ・時間・質量の、ローレンツ収縮に

付随する変化分が観測にかからない結果と

して、特殊相対性原理が成立してしまうこと

になるのです(2-120)。」 

詳しくは第Ⅱ章９．相対性原理と光速 を参照

して下さい。 

 

25 光速不変の原理はなぜ成立するのだろう？ 

 

「特殊相対性原理の要諦は、任意の慣性系で、

自分自身の運動による、ローレンツ収縮に付随

する変化分が相殺され、観測にかからないこと

にあります。光速が一定に観測されるかどうか

を観測するとき、結果として、観測機器を(光

に対して)運動させることによって観測しよう

とします。ところが上記の説明から分るように、

観測機器と一緒に運動する慣性系では、観測機

器自身の運動によるローレンツ収縮に付随す

る変化分を、観測機器が相殺してしまい、観測

にかからなくなってしまうのです。そのため光

速は常に一定値に観測されてしまうのです。」 

詳しくは第Ⅱ章９－６ 測定される光速 を

参照して下さい。 

 

26 物体が運動したとき、質量は増えるのだろ

うか？ 増えないのだろうか？ 

 

「『ＣＰ物理学』では、物体が運動すると 

[付着 op](2-18)が付着すると考えます

(2-29)。 

[付着 op]は[質量]を持っているので(1-92)、

物体が運動すると、速度に応じた[付着 op]

の分だけ[質量]が増えます(2-26)。この‘[質

量]の増加’は[付着 op]によることなので、
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質量保存則(1-15)(1-92)を損なうことはあ

りません。 

なお相対性理論のエネルギー・運動量関係式

(2-36)は、『ＣＰ物理学』では、(２－３５)

のように[付着 op]分をを明記して表されま

す。」 

 

27 大きさと向きを持った量がベクトルです。

それなら運動エネルギーはベクトル？ 

 

「『ＣＰ物理学』では運動エネルギーを[運動

エネルギー]と[付着運動エネルギー]に分類

して考えます(3-39)。 

[運動エネルギー]；裸の[CP]が[外部運動] 

(1-43)している状態を表すエネルギーです。

そのため大きさと向きを持っています

(3-40)。 

[付着運動エネルギー]；[外部運動](1-43)し

ている[CP]に付着した[付着 op]の[質量エネ

ルギー]です(3-41)。[CP]の[外部運動]が停

止すると、[付着 op]は[sp]に転化して放出さ

れ、スカラーの熱エネルギーとして観測され

ます(3-41)。 

以上のことから、物体の運動エネルギーはベ

クトルとスカラーの２つの側面を持ってい

ることになります(3-41)。」 

 

28 物質は観測されるのに、反物質がほとんど

観測されないのはなぜだろう？ 

「『ＣＰ物理学』では解決できません。」 

 

29 暗黒物質の正体は？ 

「『ＣＰ物理学』では解決できません。」 

 

30 ネコは生きているのだろうか、死んでいる

のだろうか？ 存在確率ではなく、誰でも

納得できる解釈はないのだろうか？ 

 

「『ＣＰ物理学』は第Ⅶ章で(存在確率でなく)

‘実在’を主張しています。 

その論拠を一言で言えば、２つのスリット間

に調和振動状態の[規振 op](1-41)が存在し、

観測に影響を与えているということです。し

たがってこの種の実験では、このことを考慮

に入れなければならないということです。 

このことを考慮に入れれば、光が(電子が)ス

リットの片方だけを通過して干渉縞を作る

というモデルが成立し、‘実在’を証明でき

ます。特に難しい主張ではありません。波動

の教科書にあるように、２つの壁面間に、（ま

えがき）図Ｆの電磁波が必ず存在する、とい

うことを認めてもらえば成立する提案です。」 

(詳しくは第Ⅶ章 実在を主張 を参照して

下さい。) 
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